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令和5年8月　北九州市建設局

ごあいさつ■2023 事業概要：北九州市建設局

　市政60周年の節目を迎えた北九州市は、2月の市長選で16年ぶりに市長が交代となり、武
内和久市長のもと新たなスタートを切りました。
　北九州市の強みである充実した都市インフラを更に活かし、次世代・グローバル産業の誘
致・強化や「わくわく・期待感」あふれるまちづくりなどに挑戦することとしています。

　建設局においては、本市の成長につながる都市基盤や生活に身近な道路・公園・河川の着
実な整備、施設の適切な管理と長寿命化、公共空間の魅力向上などの事業に取り組みます。

　道路事業では、戸畑枝光線や国道3号黒崎バイパス、恒見朽網線など、都市の発展や企業の
物流振興を支えるとともに、平常時・災害時を問わない安定的な物流・人流を確保するための
広域道路ネットワークの整備を進めています。また、橋梁・トンネル・都市モノレール等の長寿
命化事業を計画的に実施することで、予防保全型の維持管理を推進するとともに、通学路の
安全対策など、より安全で安心な道路環境の整備を進めていきます。さらに、道路空間を活用
した賑わいづくりを推進するとともに、道路サポーター等の制度によりボランティア団体を支
援し、市民との協働による美しいまちづくりを目指します。

　公園事業では、良好な都市環境の形成や防災機能の向上、にぎわいづくりによる地域の活
性化など、本市の政策に幅広く対応するための整備や管理を行っています。市民ニーズに対応
した身近な公園整備を行う「地域に役立つ公園づくり事業」、健康遊具を使って高齢者の方が
気軽に健康づくりができる「健康づくりを支援する公園整備事業」などを実施し、今後も市民
に親しまれる公園づくりを進めていきます。また、到津の森公園南側エントランスにおいて、公
募設置型管理制度（Park-PFI）を活用し、飲食施設や動物公園にふさわしいエントランス施設
を整備し、公園全体のにぎわいづくりや魅力向上並びに入場者の増加を図ります。さらに、市
民ボランティアが公園の清掃、除草、花壇づくりなどを行う公園愛護会などの活動を支援し、
市民との協働による緑豊かなまちづくりを目指していきます。

　河川事業では、近年頻発化、激甚化する豪雨災害に備え、河川改修や調節池の整備、護岸
の長寿命化河川浚渫などのハード整備とともに河川情報システムによる防災情報の発信など
ソフト対策の充実に取り組んでいます。また、河川は、自然とふれあう身近な水辺空間であ
り、子ども達の環境学習やカヌーなどの体験活動の場として活用されるとともに、市民の皆様
による清掃活動や草刈りなどの河川愛護活動なども広く行われています。これらの活動への支
援も通じて、うるおいのあるまちづくりを目指していきます。さらに、神獄川の改修と旦過市場
の再整備を一体的に行う旦過地区については、令和4年4月と8月の二度に渡る大規模火災に
より甚大な被害が発生しました。このため、被災者や関係者の意向を丁寧に確認しながら、今
後の事業の進め方について検討を進めています。今後とも、一日も早い火災からの復興と安
全・安心で魅力あふれる旦過市場に発展できるよう再整備事業に取り組んでいきます。

　これからも市民や国・県等の関係機関のご理解とご協力をいただきながら、北九州市のさ
らなる発展と飛躍を目指し、国土強靭化に資する都市基盤の整備に鋭意努力を積み重ねてま
いります。
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北九州市の概要1
　北九州市は、昭和 38 年（1963 年）に 5 つの都市が対等合併
して生まれた全国で 6 番目の政令指定都市です。

5 つの都市は、大陸を至近距離におき国際貿易港として発展
してきた門司、旧城下町・軍都として政治・経済の中心地とし
て発展してきた小倉、筑豊炭田の石炭積出港として栄えた若松、
八幡製鐵所と関連企業の勃興で重厚長大産業の主翼として発展
してきた八幡、遠洋漁業基地として、また八幡製鐵所の戸畑製
造所の設立で活況を帯びた戸畑です。
　その後、各区の人口、面積の違いからくる行政サービスのア
ンバランスなどによる不合理を解消するため、昭和 49 年 4 月
にそれまでの 5 区制から小倉区を南北に、また八幡区を東西に
分割して 7 区制へと移行し、現在に至っています。

1-1 沿革

1-2 産業

1-4 気候

1-3 地勢・市勢・人口

　本市の気候は、日本海型気候に属しますが、対馬暖流の影響
もあり、温暖で、大部分の降雨が梅雨、台風期に集中する傾向
が見られます。

◆北九州市平均気温と雨量（令和4年）

北九州市

福岡県

大分県

熊本県

佐賀県

◆北九州市の人口・面積（令和5年4月 1日現在）

若松区
門司区
人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

小倉南区
人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

小倉北区
人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

戸畑区
人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

八幡西区
人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

八幡東区
人　口
世帯数
面　積

人　口
世帯数
面　積

該当事業には★のマークがついています。 河川事業
6-1
6-2
6-3
6-4
6-5
6-6
6-7
6-8
6-9
6-10
6-11
6-12

河川事業の目的
市内の主な河川
河川の管理
河川事業の種類
治水対策
環境整備
紫川の河川整備
撥川の河川整備
ほたるのふるさとづくり
災害対策
河川愛護の啓発
河川の維持管理

6 41

局・部を越えた事業7 61
7-1
7-2
7-3
7-4
7-5
7-6

旦過地区まちづくりに伴う河川整備事業
北九州市 小倉都心部浸水対策推進プラン
花と緑の小倉回廊
にぎわいを創出する取組
建設局の低炭素まちづくりの取組
皿倉山リニューアル計画

北九州市“緑”の基本計画
環境首都の魅力
健康・生きがい
安全
協働
公民連携

55,311人
29,575戸
16.61㎢

55,311人
29,575戸
16.61㎢ 93,151人

49,085戸
73.66㎢

93,151人
49,085戸
73.66㎢

178,105人
102,614戸
39.23㎢

178,105人
102,614戸
39.23㎢

206,217人
103,041戸
171.51㎢

206,217人
103,041戸
171.51㎢

63,509人
34,403戸
36.26㎢

63,509人
34,403戸
36.26㎢

80,272人
40,138戸
72.09㎢

80,272人
40,138戸
72.09㎢

247,383人
124,811戸
83.13㎢

247,383人
124,811戸
83.13㎢

北九州市には、官営八幡製鐵所の創業以来 100 年を越えるも
のづくりの歴史の中で培われてきた技術と人材という大きな財
産があり、空港や港湾などの産業活動を支える交通・物流基盤
が整うとともに、北九州学術研究都市をはじめとした知的基盤
を強化し、そこから生み出される研究成果を活用して、環境素
材、カーエレクトロニクス、ロボットなどの最先端技術の複合
化により、ものづくり産業の高付加価値化を図っています。
一方で、21 世紀に入り、少子高齢化の進展、情報通信の高度化、
経済のグローバル化、地球環境問題の深刻化など、時代環境は
大きく変化しています。このような変化に対応し、まちづくり
を次のステージへと進めるため、本市は平成 20 年 12 月、新
しいまちづくりのビジョンとなる北九州市基本構想と、構想を
具体的に進めていくための基本計画「元気発進 ! 北九州」プラ
ンを策定し、産業を支える知的基盤の充実や産業人材の育成、
新たな成長産業の集積を促進し、「アジアの中核的なものづく
り拠点」の形成に取り組むこととしています。

　なお、昨今の社会経済情勢の変化や新たな行政課題などを踏
まえた今後の本市の方向性等を市の基本方針に反映させるた
め、平成 25 年 12 月に基本計画の見直しを行っています。

　本市は、ほぼ東経 131°、北緯 34°の九州で最北端に位置し、
関門海峡を挟んで本州に接しています。
　市の東部は周防灘、北部は響灘に面し、西部は遠賀川周辺の
宅地化が進む農村地帯、南部は筑豊、京築の田園地帯が連なっ
ています。市域の大部分は、東部の企救山塊と中央部から南へ
延びる貫・福智山塊により占められ、北部は海に面して平地が
広がっていますが、概して後背地の少ない地形です。また、地
質的にも安定しており、地震の少ない地域です。
　市域面積は、昭和 38 年の新市発足当時の約452km2 から、
行政界の変更や公有水面の埋立てにより令和 3 年 9 月現在約
491.71km2 に拡大しており、福岡県域の約10%を占めています。
人口は発足当時の 102.5 万から昭和 54 年には約 106.9 万人と
なりましたが、その後減少傾向が続き、令和 3 年 9 月現在約
93 万人となっています。

8-1
8-2
8-3
8-4
8-5
8-6

用地取得に関する業務
屋外広告物対策
地籍調査
PR活動
市民参加型の事業
GIS及びオープンデータによる情報公開の取組

その他の事業8 71

●事務分掌 77

●資料編 81
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北九州市
人口…923,948人　世帯数…438,667戸　面積…492.50㎢
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6.56.5 5.65.6

10.910.9

15.015.0

19.119.1

27.427.4

23.023.0

28.928.9

25.325.3

19.219.2

15.915.9

7.77.7

（℃）

その昔、北九州市周辺に広がっていた「いち
いがし」の森は、人々の暮らしが豊かになる
につれて失われていきました。
私たちの生活が豊かになる一方で、失われて
いった自然があることに気づき、市民が人と
自然とのつながりを考えて行動ができるよ
う願いをこめて、昭和49年に「いちいがし」
を北九州市のシンボルツリーとしました。

勝山公園の「いちいがし」
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建設局の概要3

　建設局の事業は、市民の暮らしの安全を守り、快適な生活をつくる重要な事業であり、また各局が行うまちづくりを支え
るための社会基盤整備を行っています。各部、各事務所はそれぞれの役割を担って体系的に運営され、以下のような組織で
事業を推進しています。

3-1 建設局の組織

（河川係・維持係・防災係）

（ほたる係・企画調整係・河川計画係）

（街路第一係・街路第二係・街路第三係）

（計画係・調整第一係・調整第二係）

（庶務係・経理係・事業調整係・地籍係）

（庶務係・台帳係・占用係）

（道路維持係・道路環境係）

（

（

管理係・補償係）

用地係）

（長寿命化係・公園河川係）

（道路改良第一係・道路改良第二係）

（庶務係・契約係）

街路課

北九州市は、昭和 38年に五市対等合併により誕生して以来、総合的かつ計画的な市政運営に努め、幾多の困難に遭遇しつつも、
着実に発展を遂げてきました。

21世紀に入り、超高齢・少子化や地球環境問題の深刻化など、時代環境は大きく変化しています。平成 20年 12月、本市では、
こうした時代が求める課題への対応を図るため、新しいまちづくりの指針となる基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プラン
を策定しました。
このプランでは、「人と文化を育み、世界につながる、環境と技術のまち」を目標に掲げ、その目標を実現するため、「人づくり」

「暮らしづくり」「産業づくり」「都市づくり」といった 4つのまちづくりの基本方針を定めました。
、にもととす出み生をり誇と信自の民市、てじ通を造創のドンラブ州九北たっいと」都首術技のアジア「と」都首境環の界世「、たま

にぎわいづくりを進めます。
あわせて、まちづくりの推進力として、市民、行政、連携、資産、自然といった 5つの「ちから」を大切にします。
このプランに基づき、国内外の社会経済状況の変化に柔軟に対応しながら、市民や企業等との協働により、新しいまちづくり

を進めていきます。なお、昨今の社会経済情勢の変化や新たな行政課題などを踏まえた今後の本市の方向性等を市の基本方針に反
映させるため、平成25年12月に基本計画の見直しを行っています。

北九州市基本構想・基本計画2
2-1 北九州市基本構想・基本計画　「元気発進！北九州」プラン

◆北九州市基本構想・基本計画　「元気発進！北九州」プラン

■まちづくりの目標　人と文化を育み、世界につながる、環境と技術のまち

■４つの基本方針
　（１）人づくり　　　～多様な人材が輝くまちをつくる～
　（２）暮らしづくり　～質の高い暮らしができるまちをつくる～
　（３）産業づくり　　～元気で人が集まるまちをつくる～
　（４）都市づくり　　～便利で快適なまちをつくる～

■北九州ブランドの創造
　（１）都市ブランドの構築
 ○世界の環境首都
 ○アジアの技術首都
　（２）地域の誇りの再発見と新たな魅力の創出
 「政策」や「モノ」、「場所」などに着目したブランドの構築

■まちづくりの取組の柱
　Ⅰ　人を育てる　　　　　　～子育て・教育日本一と創造性あふれる人材の輩出～
　Ⅱ　きずなを結ぶ　　　　　～健康で安全・安心な暮らしの実現～
　Ⅲ　暮らしを彩る　　　　　～快適な生活空間の創出と文化・スポーツの振興～
　Ⅳ　いきいきと働く　　　　～競争力のある産業振興と豊かな雇用創出～
　Ⅴ　街を支える　　　　　　～都市基盤の強化と国際物流拠点の形成～
　Ⅵ　環境を未来に引き継ぐ　～市民・企業・行政が共につくる「世界の環境首都」～
　Ⅶ　アジアの中で成長する　～アジア諸都市との交流 ･協力と広域連携～

河川整備課

（事業推進係・設計係）

（計画調整係・公園活用推進係）

（管理係・経営係）

みどり・公園整備課

みどりの愛護のつどい推進室

用地課

（まちづくり支援係・事業推進係・換地係・施設整備係）神嶽川旦過地区整備室

（道路建設第一係・道路建設第二係）道路建設課

総務用地部

���-���-����

※新市長の就任に伴い、北九州市の新たなビジョン・重点戦略の策定に向け、現在取組みを進めています。
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5,630 4,020 2,407 12,057

5,515 5,696 1,240 12,451

5,873 6,747 1,234 13,854
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3-2　北九州市の財政
（億円）

企業会計 普通特別会計 一般会計 

� �千億 �兆

◆当初予算の推移

1 歳　入

北九州ポテンシャルを呼び醒ませ！
「成長への再起動」予算

3 歳出・性質別

2 歳出・目的別

　建設局令和 5年度当初予算は以下の通りです。
3-3　建設局の予算

区　　　分 
令和�年度当初 

一 般 会 計

補　助 単　独 

合 　 　 計  

土地取得特別会計

◆建設局の予算

◆建設局一般会計事業別の予算

特別会計
　特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、
一般会計から収支経理を分離して別に会計を行うものを指します。

企業会計
　特別会計のうち、地方公営企業法に基づき設置が義務づけられ
ているもので、会計方法も一般会計と全く異なったものを採用し
ています。

（単位：千円）

（単位：億円、（　）内は構成比％）
●令和5年度 　北九州市一般会計当初予算

平成��年度 5,421 5,654 1,284 12,359

　本市では、令和5年2月、16年ぶりに新市長が就任し、「挑戦
する市政」「恐れない市政」を目指すこととしています。
　北九州市は、地理的に優位な“アジアの玄関口”に位置し、豊
富な水源に加え、強靭な土地を有しており、そこに人が集まり、
企業が集積しているなど、「日本を動かす」「世界に羽ばたく」と
てつもないポテンシャル（底力）を持っています。
　そのポテンシャルを最大限引き出したい。これらをバラバラ
の“点”ではなく、“線”や“面”とできれば、まちの持っている地力
を見える化すれば、「人口減少」「財政危機」「経済の停滞」と
いった課題を克服し、新たな価値を生み出し、日本やアジアをけ
ん引する都市になれるといった思いを込め、令和5年度予算は
キャッチフレーズを『北九州ポテンシャルを呼び醒ませ！「成長
への再起動」予算』としました。
　令和5年度の予算総額は1兆3，029億円で、そのうち「一般会
計」は、6,092億円と前年度に比べ9億円（0.2）の増となってい
ます。

道路事業

土地区画整理特別会計

平成��年度

平成��年度

平成��年度

5,628 5,651 1,284 12,563平成��年度

5,744 4,126 1,922 11,792令和元年度

5,703 4,241 2,137 12,081令和�年度

6,421 4,012 2,695 13,128

6,082 3,955 2,628 12,665

6,092 4,212 2,725 13,029

令和�年度

令和�年度

令和�年度

諸収入
���

（��.�）

市税
�,���（��.�）

�,���
（���.�）

国庫支出金
�,���
（��.�）

地方交付税
���（�.�）

歳入総額

市債
���（��.�）

教育費
���（��.�）

保健福祉費
�,���（��.�）

道路事業費
��,���,���
千円

街路事業費
�,���,���
千円

総務費等
�,���,���
千円

公園事業費
�,���,���
千円

河川事業費
�,���,���
千円

�,���
（���.�）

諸支出金
���（��.�）

子ども家庭費
���（��.�）

歳出総額

��,���,���
千円

総事業費

産業経済費
���（��.�）

総務費 ���（�.�）

土木費
���(�.�）

県支出金
���（�.�）

地方消費税交付金
���（�.�）

使用料及び手数料
���（�.�）

繰入金 ���（�.�）

財産収入 ��（�.�）
軽油引取税交付金 ��（�.�）

港湾費 ���（�.�）
消防費 ���（�.�）

その他 ���（�.�）
環境費 ���（�.�）

その他 ���（�.�）

33,580,114

28,445,638

667,200

4,467,276

11,325,835

10,925,335

400,500

0

22,254,279

17,520,303

266,700

4,467,276

人件費
�,���（��.�）

物件費
���（��.�）

補助費等
���（�.�）

貸付金
���（�.�）

繰出金
���（�.�）

公債費
���（��.�）

普通建設事業費
���（��.�）

投資的経費
���（��.�）

その他の
経費
�,���
（��.�）

扶助費
�,���（��.�）

義務的経費
�,���
（��.�）

その他（維持補修費等）
���（�.�）

�,���
（���.�）

歳出総額

76



2023 事業概要：北九州市建設局■道路事業 道路事業■2023 事業概要：北九州市建設局

道路事業4　
道は私たちの生活を支える基盤です。

　道は、街や地域をつくり、人の移動はもちろん、モノや情報をスムーズに交流させるという「交通」の役割を担っています。
　また、快適さ、豊かさが求められる現代の市民生活の中では、ライフラインの収容空間、アメニティ空間、防災空間な
ど多様で多面的な機能も果たしています。つまり道は、演出次第でみんなが楽しめる社会の共有空間です。

4-1　道路の役割

道路は、道路法第 3 条により、以下のように分類されます。

4-2　道路の種別
（1）道路法による道路

（2）都市計画法による道路（都市計画道路）

　都市計画道路とは都市計画法第 11条に基づいて計画された道路で、都市の健全な発展と秩序ある整備を目的とした都市施設です。
　都市計画決定された道路の予定区域内で建物を建てるときは、許可が必要です。
　　許可の基準は、① 2 階以下で地階のないこと

② 主要構造が木造・鉄骨造、コンクリートブロック造等であること

高速自動車国道 

種 別 道路管理者 

高速自動車国道法で指定された自動車の高速交通の確保を図るため必要な道路で、全国 
的な自動車交通網を構成する自動車専用道路 
北九州市内：九州縦貫自動車道、東九州自動車道、関門自動車道 

市 町 村 道  
・市町村の区域内に存する道路
・市町村議会の議決を経て市町村長が認定する
　北九州市内：��,���路線

北九州市 

北九州市 

国土交通大臣 

一 般 国 道  

都 道 府 県 道  

・地方的な幹線道路網を構成する道路 
・議会の承認を得て、都道府県知事が認定する 
・北九州市内の都道府県道の認定は、北九州市議会の議決を経て北九州市長が福岡県知 
　事に意見を提出して認定される 
　北九州市内：��路線（県管理�路線を含む） 

・全国的な幹線道路網を構成する道路 
・政令により起点、終点、重要な経過地が指定される 
　指定区間　　　一般国道のうち政令で指定する国土交通大臣の管理区間 
　　　　　　　　北九州市内：�号、�号（一部）、��号 

指定区間外　　指定区間以外の一般国道 
　　　　　　　　北九州市内：�号（一部）、���号、���号、���号、���号、���号、���号

令和�年�月現在

4-3　道路の現況
（1）道路種別路線数・延長

（2）都市計画道路の現況

都市計画道路計画決定延長 ���路線　���.�km 
���.�km

（令和�年�月末現在）

令和�年�月現在

令和�年�月現在

���.�km
��.�%

整 備 済 区 間 延 長  
未 整 備 区 画 延 長  
整 備 率  

道   路   種   別

市   総   合   計
市管理合計
国               道

 県               道

有 料 道 路
指 定 区 間

➁県道（市管理） 
➁-�主要地方道 

市               道

都市高速道路

種  　類　  別　  実　  延　  長 　 内 　 訳
路 線 数 総 延 長 重 用 延 長 実 延 長 道 路 橋りょう

数 延長（m）
トンネル

数 延長（m）（未供用を除く） （m） （m） （m）

※橋りょう・トンネルの箇所数は、上り・下り別の場合、�箇所として計上

➁-�一般県道 
一般県道（市管理外） 

◆道路の現況

20,692本 4,317km

◆北九州市が管理している道路

98.0％
●舗装率（面積比）

●管理している道路

◆小倉駅  小倉城口

●延長距離

◆北九州市内　都市計画道路整備状況

◆（都）紫川東線

＜情報空間＞＜駐車場＞
＜ライフライン＞

＜都市の骨格形成＞
＜街区形成＞

＜緩衝空間＞＜緑化空間＞
＜アメニティ＞

＜延焼防止＞＜避難場所＞
＜消防活動＞

　北九州市には、国道・県道・市道を併せて20,705の道路があ
ります。その内訳は国道14（有料道路4を含む）、県道49、市道
20,642（都市高速道路5を含む）となっています。すべての道
路の総延長は4,457kmです。そのうち北九州市が管理してい
るのは、20,692の道路で、総延長4,317kmです。

20,705
20,692

14
4
3
7

49
48
16
32

1
20,642
20,637

5

4,457,456
4,317,346

218,275
50,871
39,620

127,784
292,742
292,646
150,714
141,933

96
3,946,439
3,896,916

49,523

71,505
70,325

1,180
0

1,180
0

21,063
21,063

4,856
16,206

0
49,262
49,262

0

4,385,951
4,247,021

217,095
50,871
38,440

127,784
271,679
271,583
145,857
125,726

96
3,897,177
3,847,654

49,523

4,286,980
4,202,838

184,938
29,799
33,012

122,127
263,034
262,938
140,256
122,682

96
3,839,009
3,817,774

21,235

2,191
1,984

226
74
69
83

207
207
108

99
0

1,758
1,694

64

75,146
36,162
19,383

9,384
5,308
4,691
5,937
5,937
2,894
3,043

0
49,826
25,534
24,292

51
28
16
11

1
4

11
11
11

0
0

24
13
11

23,826
8,022

12,774
11,688

120
966

2,707
2,707
2,707

0
0

8,345
4,349
3,996
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坂井川
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志井川志井川
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山
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堀
川

遠賀川

3
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199

495
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よぶの

響灘

香春町

福智町

直方市

鞍手町

中間市

水巻町

遠賀町

芦屋町

きゅうしゅう
こうだいまえ

皿倉山

新幹線

北九州都市高速道路

JR鹿児島本線

権現山帆柱山

河頭山

石峰山

鱒渕貯水池
七重の滝

菅生の滝

畑貯水池

瀬板
貯水池

養福寺
貯水池 河内貯水池

福智山

筑
豊
電
鉄

200

八幡I.C

おりおおりお

頓田貯水池

495

紫
川

北九州市道路網図

志井川志井川

やはた

495

3

ほんじょう

199

（

）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
××

×
××

××××××××

－×
－

－

－

門司区

小倉北区

小倉南区

朽網川

貫川

相割川

村中川

大川

神嶽川

奥畑川3

2
198

199

小倉東
I.C

新門司I.C

畑貯水池

門司I.C

九
州
縦
貫
自
動
車
道

日
田
英
彦
山
線

門司港I.C

こくら

にし
こくら

もじ

もじこう

こもりえ

じょうの

いしだ

しいこうえんしいこうえん

あべやまこうえん

日豊本線

しもそね

北九州空港

新門司港 周防灘

関門海峡

下関市

行橋市

みやこ町

関門トンネル

関門橋

くさみくさみ

足立山

貫山

平尾台

○主��

東九州自動車道

竹馬川

紫
川

10

苅田町苅田町

北九州JCT北九州JCT

苅田北九州空港
I.C
苅田北九州空港
I.C

行橋I.C

××××××××××
××

×
×
×
×

×××
×
×
－

－

○主 ��

○主 ��
直方行橋線

長行田町線

曽根鞘ヶ谷線

○主 �� 小倉中間線

○主 �� 北九州小竹線

○主 ��

○主 �� 八幡戸畑線

○主 ��
中間引野線

○主 �� 直方水巻線

○主 ��
有毛引野線

○主 �� 有毛引野線

○主 �� 北九州芦屋線

○主 �� 八幡戸畑線

○主 ��
戸畑停車場線

○主 ��

○主 ��

○主 ��

○主 ��

○主 ��

○主 ���

○主 ��

○主 ��
直方行橋線

新門司港大里線

門司行橋線

門司行橋線

黒川白野江東本町線

新門司港大里線

曽根鞘ヶ谷線

○主 �� 小倉停車場線

○主 �� 小倉港線

徳力葛原線

○主 ���
恒見朽網線
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※主要地方道のうち小倉南区内の○主 534、○主 652 は市道、その他は県道

高 速 自 動 車 国 道
北九州都市高速道路
一 般 国 道
主 要 地 方 道
一 般 県 道
自動車専用道（市道）
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4-4 交通量・道路整備の推移
　自動車の交通量が増えると従来の道路でそれを処理するのは難しく、車線を増やしたり、新しい道路をつくる必要があ
ります。新たに道路を整備することによって通勤通学時の渋滞解消や各プロジェクトの支援、沿道環境の改善など、その
整備成果は、市民生活の豊かさにつながっています。

（1）交通量の推移

　自動車の保有台数は、年々増加しており、交通量についても依然として高い傾向にあります。その結果、市街地の渋滞が悪化し、
安全の面でも問題が生じ、道路整備の必要性が高くなります。

0

200

400

600

265.6
331.6

387.0

484.0
542.9

1977年度 1982年度 1987年度 1992年度 1997年度 2002年度 2007年度

（千台）

558.0 574.2 592.7 608.6 614.2

◆自動車保有台数（北九州市内）

0 2 4 6 8 10 

1990年度 6,377

1994年度 7,514

1997年度 7,627

（千台キロ／��h）

1999年度 7,624

2005年度 7,807

2010年度

2015年度

7,542

7,312

◆ 12 時間走行台キロ

国道・県道・市道
主要地方道

都市高速道路

高規格幹線道路

交通量（�����台以上 ） 交通量（�����台未満 ）

交通量（都市高速道路） 主要渋滞箇所

交通量（高規格幹線道路）

◆主要路線交通量（H27道路交通センサス）と主要渋滞箇所

1 筒井町交差点
●区間

2
～黒崎駅前交差点
筒井町交差点
～東曲里町交差点
～幸神交差点

1
2
永犬丸五丁目交差点

●箇所

3
4

馬場山交差点
穴生電停交差点
岸の浦二丁目交差点

5

6

清納二丁目交差点

陣山二丁目交差点
7
8
力丸町交差点

9
10

本城（帯田）交差点

11
12

清水交差点
三萩野交差点

13
14

神幸町交差点

15

16
大里本町三丁目交差点
城野交差点
湯川交差点

17
18

横代交差点

沼緑町一丁目交差点

19
20

葛原東三丁目交差点
津田西交差点

◆主要渋滞箇所リスト（令和4年9月末現在）

※ 12 時間走行台キロとは、自動車の交通量と移動距離を乗
じたもので、交通の総量を表すもの

① 道路延長、道路面積、舗装面積
　この 40年弱の間で道路面積は約 1.7倍に増え、市民
あたりにすると

1人
37.9m2/人です。

　これは車線を増やしたり新しい道路をつくった成果で、渋
滞が緩和されるだけでなく、次世代に引き継がれる市民共有
の財産です。

（2）道路整備の推移

道路総面積舗装道路面積
未舗装道路面積 道路延長距離

◆道路延長と道路面積と舗装道路面積

◆都市計画道路の整備率

自動車専用道路へのランプ 10分圏の拡大

② 都市計画道路の整備率
　都市計画道路の整備を進めてきた結果、約 502.1kmが
完成しています。整備率は82.7%であり、着実に整備を進
めています。

■黒崎バイパス

100 

80 

60 

40 

20 

0 

（％） 

H20末 H22末 H23末 

自動車専用道路ランプ10分圏域人口カバー率の推移 

H24末 H25末

88 89 91 98 100

自動車専用道路ランプ10分圏域

　物流拠点都市の形成や都市間交流の促進等
のために広域ネットワークを形成する幹線道
路網の整備を行っています。
　その結果、自動車の流れがスムーズになり、
自動車専用道路の出入口（ランプ）まで10分
以内に到達できるエリアの人口が平成14年度
末には全体の約80%でしたが、平成24年度に
は、若戸トンネル、国道3号黒崎バイパスの都
市高速道路接続が完了し、平成25年度に引野
永犬丸線が完了したことで100%になりました。
※ランプ10分圏域とは、市民の概ね9割以上が
　居住する市街地の代表地点から最寄りのラ
　ンプまで10分程度でアクセスできる地域。

■若戸トンネル

2017年度 2021年度

21
22

貫交差点
下曽根一丁目交差点

曽根出張所交差点
バイパス朽網交差点

202

352309

431

390

403

313

282

333

184

586

287

146

172

329
269

83

252

357

282
282

354

139

142

110

88

170

183

196

238

454

211

175

119

273
168

551
520

133

28

23

181

133
237

428

321

106

231

424 476

304

9

4

若
戸
大
橋

九州縦貫自動車道

北九州都市高速道路

響灘

周防灘

関門海峡

洞海湾

若
戸
大
橋

九州縦貫自動車道

北九州都市高速道路北九州都市高速道路

北九州都市高速道路

響灘

周防灘

関門海峡

洞海湾

国道495号

国道199号

国道199号

国道199号

国道3号

国道3号

国道322号

国道10号

国道211号

国道495号

国道199号

国道199号

国道199号

国道

黒崎バイパス黒崎バイパス

3号

国道3号

国道322号

国道10号

国道211号
国道200号国道200号

5

371

171

335

61

493
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1
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交通量単位：100台／日

2012年度

0 

200 

400 

600 

800 
（km） 

2003年 2005年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

（57.5%）（61.3%）（57.5%）（61.3%）

2014年 2017年 2018年

（64.2%）（66.2%）（67.7%）（67.9%）（68.3%）（69.3%）（70.8%）
（64.2%）（66.2%）（67.7%）（67.9%）（68.3%）（69.3%）（70.8%）（73.5%）（73.5%）（74.4%）（74.4%）

（80.6%）（80.6%）

2019年 2020年 2021 2022年 年

（81.1%）（81.6%）（82.1%）

50

（%）

25

0

75

100
（82.7%）

2015年

（74.7%）（74.7%）

2016年

（78.5%）（78.5%）

整備率 
計画延長 
整備済延長 
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（百万ｍ）

34.4

0.6

35.1

4.449 
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（1）計画の概要

4-5 「北九州市道路整備中長期計画」～魅力的で持続可能なみちづくり～

　道路は、私たちの日々の暮らしや産業を支える最も身近な社会資本のひとつで、その機能を十分に発揮するためには、計画的・
効率的な整備や継続的な維持管理を行うとともに、既存の道路空間を活用していくことが求められています。
　一方で、近年頻発している豪雨災害等の自然災害に備えるため、防災・減災、国土強靭化に資する道路整備の重要性が改めて認
識されています。さらに、道路施設の老朽化やインバウンドの増加への対応も求められる等、本市を取り巻く社会情勢等は年々変
化しています。
　そこで、これからのみちづくりは、道路構造物の長寿命化や既存道路の利活用等、道路を「活かす」に加えて、「SDGs」、「国土強靭化」
の取組が重要になることから、本計画のコンセプトを『魅力的で持続可能なみちづくり』としました。
　本計画では、児童や高齢者、障害者の方、自転車利用者、自動車等、誰もが安全で利用しやすいみちづくりを行うとともに、道
路の適切な維持管理や自然災害に強いみちづくり等の「国土強靭化」に資する取組等を行うこととしています。

　北九州市を起点とし、福岡・大分・宮崎・鹿児島の各県を結ぶ全長約436kmの高速自動車国道
です。この自動車道は海、空の交通拠点と生産都市を有機的に結び、東九州の産業・経済・文化
を活性化するとともに九州の高速自動車国道のネットワークを形成し、九州の一体的浮揚を担う
重要な道路です。
　平成28年4月に北九州～宮崎間の322kmが繋がりましたが、ほとんどの区間で暫定2車線の
整備となっています。
　令和元年9月には、4車線化優先整備区間（10〜15年での完成を目指す区間）として、福岡県
内では苅田北九州空港IC〜豊前ICが選定され、令和4年11月には、苅田北九州空港IC〜行橋IC
の一部区間において、4車線化の工事が完了しました。

　高規格幹線道路とは、全国的な交通網を構成する高速交通のの自動車
専用道路です。この道路は都市・空港・港湾をつなぎ、人々の行動圏・経済
圏を大きく広げ、全国レベルでの経済発展や地域振興を可能にします。本
市に起終点がある路線は九州縦貫自動車道、東九州自動車道、関門自動
車道の3つがあります。これらの道路は、北九州都市圏が本州・西九州・東
九州方面との交流を図る上で重要な役割を果たしています。

　令和 2年度から概ね 10年間（概ね 5年後を目途に効果検証し、計画の見直しを実施）

（2）計画の期間

（3）みちづくりの方向性、主な施策、みちづくりの効果指標とその目標値

東九州自動車道

4-6 主な取組

① 高規格幹線道路

（1）幹線道路

路 線 名

九州縦貫自動車道

東九州自動車道

関門自動車道

起 点

北九州市

北九州市

下関市

終 点

鹿児島市

鹿児島市

（　）は、北九州市内延長

令和�年�月現在

北九州市

延 長
（km）
���
（��）
���
（�）
�

（�）

���
（��）
���
（�）
�

（�）

供用延長
（km）

◆高規格幹線道路

東 

九 

州 

自 

動 

車 

道 

高速自動車国道（供用区間） 
高速自動車国道（整備計画区間） 
高速自動車国道（基本計画区間） 
都市高速道路（供用区間） 
自動車専用道路（未供用区間） 
自動車専用道路（供用区間） 
一般国道（供用区間） 

八幡 I.C 

小倉南 I.C 

行橋 I.C 

小倉東 I.C 

新 門 司 I.C 

門 司 I.C 

門 司 港 I.C 

北 九 州市 

行橋市 

宇佐市 宇佐市 

周 防灘 

北 九 州空港 

九 州縦 貫 自 動車道 

八幡 I.C 

小倉南 I.C 
苅 田 北 九 州空港 I.C 

北 九 州 
JC T 

苅 田 北 九 州空港 I.C 

行橋 I.C 

椎 田 南 I.C 椎 田 南 I.C 

小倉東 I.C 北 九 州 
JC T 

新 門 司 I.C 

門 司 I.C 

門 司 港 I.C 

北 九 州市 

苅 田 町 苅 田 町 

行橋市 

み や こ 町 み や こ 町 

築上町 築上町 

豊前市 豊前市 

L=8km 
平成18年 2 月 2 6 日 開通 平成18年 2 月 2 6 日 開通 
L=8km 

周 防灘 

北 九 州空港 

九 州縦 貫 自 動車道 

北 九 州都市高速道路 北 九 州都市高速道路 

福 岡 県 大分県 福 岡 県 大分県 

東九州自動車道の整備状況（福岡県域）

L=9km 

みやこ豊津I.C  

平成26年3月23日開通
供用区間（暫定2車線）

みやこ豊津I.C  

豊前I.C  豊前I.C  

L=9km 

平成26年3月23日開通
供用区間（暫定2車線）

L=7km L=7km 

平成26年12月13日開通
供用区間（暫定2車線）
平成26年12月13日開通
供用区間（暫定2車線）

基本計画区間
椎田道路供用中

L=10km

基本計画区間
椎田道路供用中

L=10km

平成28年4月24日開通
供用区間（暫定2車線）L=7km

平成28年4月24日開通
供用区間（暫定2車線）L=7km

平成2７年３月1日開通
供用区間（暫定）

L=21km

平成2７年３月1日開通
供用区間（暫定）

L=21km

4
車
線
化
優
先
整
備
区
間

1514

みちづくり
の方向性 主な施策 事業内容

効果指標とその目標値
現況（H30実績） 目標値（概ね5年後）

ビジョン1

都市の発展と
持続を支える

みちづくり

都市の強靭化に資する重要物流道路をは
じめとした、物流・人流を支える広域道路
ネットワークの構築

（整備路線）国道3号黒崎バイパス、戸畑枝光線、恒見朽
網線、砂津長浜線 等

広域道路ネットワークの供用率

95% 97%

都心や副都心等に活力を与える市街地の
道路整備

（整備路線）砂津鍛冶町線、中央町穴生線、日吉台光明
線 等

交差点における渋滞対策 主要渋滞箇所やその他の交差点における渋滞対策等
主要渋滞箇所における渋滞対策の実施済箇所数

3箇所 6箇所

ビジョン2

安全・安心
で住みよい
まちを支え
るみちづく

り

道路のバリアフリー化 主要駅周辺の特定道路、通学路・生活道路等のバリアフ
リー化

主要駅周辺の特定道路等のバリアフリー化率
91% 100%

事故危険箇所の事故防止対策 幹線道路で交通事故が多い箇所や危険性が高い箇所
における交通事故防止対策

事故危険箇所における事故防止対策の実施済箇所数
53箇所 70箇所

生活道路の交通安全対策 ビッグデータを活用した、生活道路における効果的・効
率的な安全対策

ビッグデータを活用した交通安全対策の着手地区
数

ー 11地区
通学路等の交通安全対策（安全点検・危険
箇所の安全対策） 通学路等の安全点検、危険箇所の安全対策

通学路の合同点検の実施率
ー 80%（R6までに100%）

その他の交通安全対策 街路灯、生活街路灯の整備、安全安心なまちづくり活動
の推進

ICTを活用した新たな道路施策の検討 自動運転社会や次世代道路技術を見据えた新たな道
路施策の検討

道路の維持管理
橋梁、トンネル、モノレール等の長寿命化対策、舗装の
計画的な維持管理、道路のり面の災害防除、緊急輸送
道路沿線ののり面強化、その他の道路施設の維持管理
等

橋梁リニューアル工事の着手率
39% 100%

トンネルリニューアル工事の着手率
75% 100%

モノレール劣化対策工事の着手率
70% 100%

緊急輸送道路沿線における道路のり面強化の実施済箇所数
ー 6箇所

橋梁、モノレールの耐震対策 橋梁、モノレールの耐震対策

道路の無電柱化の促進 幹線道路等における道路の無電柱化
道路の無電柱化整備率（合意延長ベース）

90% 94%
自転車利用環境の向上 自転車走行空間ネットワークの形成等

ビジョン3

魅力あふれ
る

まちを支え
るみちづく

り

面整備を活用した道路交通の環境改善 土地区画整理事業等の面整備と合わせた道路整備
公共交通の利用促進・利便性向上 交通結節機能の強化、幹線バス路線の高機能化

魅力的なみちづくり 道路を活用したにぎわいづくり（国家戦略道路占用事
業）、まちなかのおもてなし、花とみどりのおもてなし

道路を活用したにぎわいづくり（国家戦略道路占用事業の実施日
数）

延べ157日/年 延べ150日/年
サイクルツーリズムの推進 自転車を活用した観光振興の推進

景観に配慮したみちづくり 個性的で魅力的な都市景観の形成を目指した道路整
備

環境に配慮したみちづくり 道路照明のLED化、環境対策型舗装の整備
市内における道路照明のLED化率

77% 90%
中心市街地のサイン整備 歩行者系サインの整備

市民による地域のまちづくり 北九州市道路サポーターの充実、健康づくりを支援する
道路整備、北九州市風景街道の推進

北九州市道路サポーターの加入団体数
232団体 250団体
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② 都市高速道路
　都市高速道路は、都市内の大量の自動車交通を処理し、都
市の機能を維持・増進させることを目的とした自動車専用道
路です。北九州都市高速道路は昭和 46年に 1号線から 3号
線が都市計画決定され、平成 3年に北九州道路と北九州直方
道路が北九州高速 4号線として管理されるようになりまし
た。

路 線 名

北九州高速1号線

北九州高速2号線

北九州高速3号線

起 点

小倉南区長野二丁目

小倉北区許斐町

小倉北区菜園場一丁目

終 点

小倉北区下到津一丁目

戸畑区大字戸畑

小倉北区東港一丁目

9.2

4.3

1.8

9.2

4.3

1.8

北九州高速4号線 門司区春日町 八幡西区茶屋の原二丁目 31.8 31.8

北九州高速5号線

合 計

八幡東区大字枝光 八幡東区神山町 2.4 2.4

49.5 49.5

延長
（km）

供用延長
（km）

③ 地域高規格道路
　地域高規格道路とは、広域道路整備基本計画で指定された
広域道路の中から、地域の要望、事業の重要性、緊急性、地
域の活性化に与える効果等を考慮して国土交通大臣が指定し
た道路です。4車線以上の自動車専用道路（又は同等の機能）
で、60～ 80km/h以上の速度が提供できる質の高さと、地域
間の連携・交流機能を有しています。

計画路線

候補路線

全体延長 区間指定 

整備区間 
整備区間 

整備区間 

整備区間

整備区間 
調査区間 
整備区間 

延長 

55km 
6km 
2km 
2km 
1km 

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
5km 

1km 
5km 
2km 

供用延長 

50km 
6km 

0km

2km 
0km 

5km 
3km 0km 

1km 
0km 
2km 

55km 
6km 

1km

4km 

8km 

1km 
5km 
2km 

黒崎道路（国道�号黒崎バイパス） 

新若戸道路 

小倉駅北口連絡道路 

路 線 名  

新北九州空港道路 

下到津ランプ連絡道路（都下到津線） 
新門司港都市高速連絡道路 
若戸大橋 
北九州高速道路（1～5号線） 

ひびきコンテナターミナル 

北九州空港 

国道495号 

国道199号 
国道199号 

国道3号 

国道3号 

国道322号 

国道10号 

国道211号 

八幡I.C 

小倉南I.C 

小倉東I.C 

新門司I.C 

門司I.C 

門司港I.C 

高速1号線 

高速2号線 

高速3号線 

高速4号線 

高速4号線 

高速4号線 

紫川 
篠崎北 篠崎南 

北方 

若園 
横代 

馬場山 

陣原 

小嶺 

黒崎 

黒崎 

枝光 

大谷 

牧山 

山路 

戸畑 西港 
日明 

小倉駅北 

勝山 

大手町 下到津 

愛宕 
JCT 

春日 

大里 

富野 

足立 

若戸大橋 
新若戸道路 新若戸道路 

九州縦貫自動車道 

九州縦貫自動車道 

東九州自動車道 

響灘 

周防灘 

北九州空港 

関門海峡 

洞海湾 

黒崎バイパス 

○北九州市役所 

国道495号 

国道199号 
国道199号 

国道3号 

国道3号 

国道322号 号 

国道10号 

国道211号 

八幡I.C 

小倉南I.C 

小倉東I.C 

苅田北九州空港I.C 苅田北九州空港I.C 

新門司I.C 

門司I.C 

門司港I.C 

高速1号線 

高速2号線 

高速3号線 

高速4号線 

高速5号線 高速5号線 

高速4号線 

高速4号線 

紫川 
篠崎北 篠崎南 

北方 

若園 
横代 

長野 長野 

馬場山 

陣原 

小嶺 

東田黒崎 

黒崎 

枝光 

大谷 

牧山 

山路 

戸畑 西港 
日明 

小倉駅北 

勝山 

大手町 下到津 

愛宕 
JCT 

春日 

大里 

富野 

足立 

若戸大橋 

九州縦貫自動車道 

九州縦貫自動車道 

東九州自動車道 

響灘 

周防灘 

北九州空港 

関門海峡 

洞海湾 

黒崎バイパス 

○北九州市役所 

自動車専用道路（未供用区間） 
都市高速（供用区間） 

自動車専用道路（供用区間） 

一般国道（供用区間） 
高速自動車国道（供用区間） 

国道200号 国道200号 

北九州 
JCT 
北九州 
JCT 

◆北九州高速道路網図

（2）身近な生活道路

現在整備中の地域高規格道路

① 生活道路等緊急整備事業

・・・★

② 健康づくりを支援する道路整備事業
　ウォーキングを通じた市民の健康づくりを支援するため、
地域と決めたウォーキングコースの路面上に、目的地や距離、
消費カロリーなどを表示して、楽しみながら健康づくりがで
きる環境整備を行います。

① 交差点改良
　幹線道路等において、交通渋滞の原因のひとつになってい
る交差点のボトルネックを解消し、交通の円滑化を図るため、
右折レーンの新設、延伸等を実施しています。

② 歩道整備
　市街地や幹線道路において、安心して歩行できる空間を確
保するため、広幅員の歩道整備を推進しています。
　特に、都心部では、立体式の歩行者専用デッキ（ペデストリ
アンデッキ）の整備や沿道の商業施設のセットバックによる
歩行者空間の確保などを実施しています。

　道路の交通渋滞を緩和するとともに、交通事故防止等の安
全性を確保するため、幹線道路の交差点改良や歩道、自転車歩
行者道、中央帯、道路照明、自転車通行空間整備などの交通安
全対策事業にも取り組んでいます。

　市民の要望が特に多い生活道路の維持修繕や舗装、側溝、街
灯、公園等の整備を促進します。また、併せて地元中小企業向
けの事業を確保することで地域経済の活性化を図ります。ま
た、要望については、年間を通じて、各区役所のまちづくり整
備課で受け付けています。

北九州福岡道路
下関北九州道路

※

※（都）戸畑枝光線が未供用

戸畑枝光線 戸畑枝光線 

国道 3 号黒崎バイパス
　黒崎駅近辺の国道 3 号は、小倉都心や福岡方面への通過交通や産業交通が非常に多いため、交通渋滞が慢性化し、排気ガス等が
環境面にも悪影響を及ぼしています。また、黒崎地区及び東田地区は、多くの工場や商業施設が集積しており、今後、交通渋滞が
ますます激しくなることが予想されます。本事業は、このような状況を改善し、自動車交通の円滑化や物流の効率化を図るものです。
平成 20 年度に暫定供用し、平成 23 年
度に、皇后崎ランプ及び前田〜黒崎北
ランプ間が供用、平成 24 年度に、前田
ランプ〜都市高速道路への接続区間が
供用されました。令和 5 年 3 月には、
春の町ランプ・陣原ランプが開通し、
残る黒崎西ランプも早期完成に向け整
備を進めています。

（3）交通安全施設

③黒崎西ランプの整備状況
（R5.3 時点）

①国道 200 号（筒井交差点） ②国道 3 号（筒井交差点）

渋滞状況

ウォーキングコース
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道路管理者公安委員会

○信号機の新設、
　高度化、歩車分離化
○道路標識・表示の高
　輝度化
○交通情報板等による
　情報提供
○指導取締り　等

○交差点改良、
　右折車線の設置
○道路照明、
　視線誘導標の設置
○区画線の整備
○歩道の整備　等

■対策の概要
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⑦ 事故危険箇所

　○死傷事故は、ある特定の箇所に集中して発生する傾向が
あります。

　○このため、死傷事故率が高く、又は死傷事故が多発して
　　いる交差点や単路を、事故危険箇所として選定してい
　　ます。

　○事故危険箇所では、交通管理者である警察と道路管理者
が連携して、交通事故分析等を行い、集中的な死傷事故
抑止対策を講じることとしています。

※ビッグデータ
　国土交通省が提供する ETC2.0 のビッグデータ。車載車両の速
度・急制動・走行経路などのデータを地図に落とし込むこと
により、潜在的な危険箇所を特定する。

出典：生活道路対策について（国土交通省道路局環
境安全課道路交通安全対策室）

速度超過、急ブレーキ発生、抜け道等の
潜在的な危険箇所を特定
⇒効果的，効率的な対策の立案，実施が可能

■物理的デバイス例

◎ビッグデータの活用

◎生活道路の新たな交通安全施策「ゾーン30プラス」

バリアフリーのまちづくり

▲小倉駅前（小倉城口）ペデストリアンデッキと
　エレベーター

バリアフリーの対象区域

199 

小倉城 
● 

市役所
●

● 
小倉北区役所 

●平和通駅

●旦過駅

西小倉駅 

対象エリア 

●
小倉駅

●ハローワーク

●黒崎　
中央小

JCHO●

九州病院

3 

対象エリア 

コムシティ●

200 

黒崎駅 

】
区
地
心
都
倉
小
【

】
区
地
心
都
副
崎
黒
【

バリアフリーの対象区域

▲黒崎駅前ペデストリアンデッキ

▼医療センター前歩道橋

▼エレベーター（黒崎駅前）

④ 通学路の安全対策の推進
　登下校中における児童生徒の安全確保を図るため、平成 27年 11月に策定した「北九州市通学路交通安全プログラム」に基づき、関係者
が連携して通学路の安全点検を行い、継続的な交通安全対策を実施しています。
　具体的には、
・安全対策の内容を関係者で共有し、効果の検証を行う。
・学校では「通学路安全マップ」を適宜更新し、児童・生徒への安全指導の徹底を図る。
・特に危険な箇所では、関係者全員が合同で安全点検を行う。
等の取組を PDCAサイクルとして繰り返し実施し、通学路の安全性の向上を図ります。

⑤ 自転車通行空間整備
　歩行者や自転車、自動車が安全で快適に道路
を通行できるようにするため、自転車通行空間
の整備を推進しています。

（市）城内木町1号線 （県）三萩野魚町線

⑥ 生活道路の交通安全対策

　これまでの事故発生箇所に対する対症療法型の安全対策で
はなく、ビッグデータ※の活用により潜在的な危険箇所を特定
し、効果的・効率的に安全対策を行うものです。
　地域住民の協力のもと、住民・行政・警察などが一緒に対
策案を考え、決定し、その効果を確認しながら進めていきます。

　最高速度30km/hの区域規制「ゾーン30」とハンプ等物理
的デバイスの適切な組合せにより交通安全の向上を図ろうと
する区域を「ゾーン30プラス」として設定し、道路管理者と警
察が連携しながら整備を進めています。

　本市はこれまで「福祉のまちづくり」の観点から、積極的に歩道設置や歩道の段差解消に取り組んできました。今後高齢化が進む中
、誰もが安心して暮らせる生活環境の確保は、ますます重要な施策として求められています。
　そこで街全体を面的・総合的にバリアフリー化し、誰もが気軽に訪れ、楽しめる街にするために、利用者が多い駅周辺と公共施設や
福祉施設等を結ぶ主要経路等において、バリアフリー化整備に取り組んでいます。

●人にやさしく利用しやすい施設整備
　バリアフリーのまちづくりを進めるためには、道路利用者の意見を取り入れる仕組みが大切です。
　そこで、障害者や高齢者等を含めた道路利用者とバリアフリー点検や意見交換会を定期的に実施し、道路整備に反映させています。

③ バリアフリーのまちづくり ・・・★

速 度 抑 制 対 策

路面をなめらかに盛り上げ、30km/h
以上の速度で走行する車両の運転者
に不快感を与える構造物です。

車両の運転者に減速と横断歩行者
優先の遵守を促す、ハンプと横断歩道
を組み合わせた構造物です。

ハンプ スムーズ横断歩道

一定区間の道路をカーブさせ、車両
の速度を抑制する構造です。

シケイン（クランク型） シケイン（スラローム型）
一定区間の道路を直線的に屈曲させ、
車両の速度を抑制する構造です。
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① 無電柱化計画

（4）景観整備・道路環境整備事業

現在は、令和4年8月に策定した「北九州市無電柱化推進計画」
に基づき、折尾地区総合整備事業等の中で取り組んでいます。

② まちづくり景観整備
　下の写真は、景観重点整備地区に指定されている八幡東区
の道路景観整備の写真です。歩道の舗装や障害物等を整備し
たことで街の印象が変わり、潤いのある快適な歩行空間が生
まれ、地域の活性化に役立っています。

施工前

無電柱化施工例

施工後

③ おもてなしの道づくり事業

④ 日本風景街道　北九州おもてなしの“ゆっくりかいどう”

▲国道495号 ▲（主）門司行橋線

施工前

まちづくり景観整備 施工例

施工後

【対象ルート】
門司港レトロ～八幡西区木屋瀬まで
の長崎街道などの沿線約40km

【主な取組】

○まちづくり団体同士の連携強化

○街道を活かしたイベント
○広報 PR活動など

誘導サインの設置 総会の様子

風景街道DAYs in 小倉 フォト＆スケッチコンテスト作品

⑤ 排水性舗装

■自転車駐車場の整備

（5）放置自転車対策

自転車 自動二輪車
普通使用

種　　　　　別

回数券による使用
�日�回につき ��� 円

�,��� 円
�,��� 円
�,��� 円
�,��� 円
�,��� 円

��� 円

�,��� 円
�,��� 円
�,��� 円
�,��� 円
�,��� 円

��枚つづり
� 箇 月

� 箇 月
� 箇 月
� 箇 月

定期券に
学生

一般
よる使用

有料自転車駐車場利用料金

■放置自転車の撤去
　自転車駐車場が整備された地域では、
自転車放置禁止区域を設けています。
この自転車放置禁止区域に放置してあ
る自転車で、指導または命令を行った
後にまだ放置されているものは、保管
所に移動 ･ 保管しています。なお、移
動 ･保管した自転車の返還時に手数料
を 2,000円徴収しています。

自転車放置禁止区域
のマーク

　本事業は、道路とその周辺地域を舞台に、官民の協働のもと、そ
の地域ならではの自然や景観、歴史、文化などを活かした美しい風
景づくりを行い、地域の活性化や観光の振興を目指す「日本風景街道」
の取組を北九州市で推進するものです。

　本市では都市景観づくりの施策として景観整備、道路環境整
備事業を推進しています。併せて無電柱化事業（電線類地中化事
業）も進めています。また、都市イメージの向上を図る取組として
「魅力的なみちづくり」を推進し、来訪者をもてなす雰囲気づく
りを展開していきます。

　無電柱化事業は「防災機能の強化」、「安全で快適な通行空
間の確保」、「都市景観の向上」等を目的として整備を行ってい
ます。昭和61年から令和4年度末までに主要なJR駅周辺地区や
商業地域、学術研究都市等の大規模開発地区を中心に約
110.9kmの整備を行いました。

　自転車は、手軽な交通手段ですが、駅周辺や商店街では路
上放置が発生しやすく、歩行者の通行妨害、街の景観阻害な
どの問題を引き起こしています。そこで平成元年に制定され
た「北九州市自転車の放置の防止に関する条例」に基づい
て、自転車の放置防止に努めています。

　自転車の放置の多い JR駅を中心として、自転車駐車場の整
備を行っています。整備された自転車駐車場には管理員を配
置し、有料で運営しています。令和 5 年 4 月 1 日現在の有料
自転車駐車場は 22施設、利用時間は 6：00〜22：00 です。

　北九州市の都市イメージを高めるとともに、新たな観光客の誘致に繋
がる取組として、道路景観の向上を図る「おもてなしの道づくり」を進め
ます。
　市境における来訪者へのおもてなし（ウェルカム・ゲート）や幹線道路
における樹木や花によるおもてなしを行います。

　排水性舗装は、雨の日の水はね防止、すべり抵抗性の維持、
視認性の向上（スモーキング現象やハイドロプレーニング現
象を抑制）による走行安全性を確保する道路です。この舗装
は、他の舗装より空隙が多く、タイヤの接地音を路面の凹凸が
吸収し騒音を抑制する効果があります。

自転車駐車場（��施設　小倉駅南口自転車駐車場、折尾駅北自転車駐車場、
本城駅前自転車駐車場を除く）は ���cc を超える自動二輪車（側車付を除く）
の駐輪が可能です。

2
11

13

7

1

2122

9

3
5

10

6

4

18

8

12

19

20

17

15

16 14

門司港駅前1
門司駅前2
小倉駅北口3

4
5
6
7
下曽根駅北口

小倉駅南口
西小倉駅前
南小倉駅前
徳力嵐山口

8
9 下曽根駅南口

11 若松渡船場前

12 若松駅前
13 八幡駅前
14 黒崎駅前
15 陣原北
16 陣原南
17 折尾駅前
18 折尾駅北
19 折尾駅東

10 朽網駅前
20 本城駅前
21 九州工大前駅前
22 戸畑駅前

東九州自動車道

東九州自動車道

北九
州空
港道
路

北九州JCT北九州JCT

北九州空港

苅田北九州空港I.C.

市内の有料自転車駐車場 令和�年�月�日現在
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①  道路の維持修繕
　交通量の増加や車両の大型化、長年の老朽化により、ひび
われ、わだち、凹凸ができた舗装を、傷みの程度に応じて全
面的に打ち換えたり、部分的な修繕をしたりしています。
舗装の補修に当たっては、舗装の維持補修計画により、計画
的に実施しています。
　また、道路側溝や桝の補修、清掃、道路のり面の除草など
も行っています。その他、道路の陥没事故防止のため、定期
的に路面下の空洞調査を実施しています。

② 橋梁・トンネル長寿命化修繕計画
1）橋梁・トンネルの現状

●橋梁

2）修繕計画の策定

（6）道路の維持管理

3）計画の内容

③ 北九州モノレール長寿命化計画

計画による効果
・予防保全により主要橋梁の安全・安心を確保
・リニューアル工事により健全度を回復
・震災対策工事により大規模地震時の甚大な被害を防止
・今後の維持管理トータルコストを大幅削減

予防保全と事後保全にかかる事業費を比較したグラフ（橋梁）

現在（2022年）

50％

10年後（2032年）

74％

凡例
事後保全（更新）
予防保全

2034 年
累積費用

逆転

約 1,910億円削減
削減率　約 60％

約3,200億

約1,290億

1）北九州モノレールの現状
　　北九州モノレールは、昭和60年の開業後、平成10年にJR

小倉駅までの延伸を行い、現在約9キロメートルで運行して
おり、市民活動や都市の利便性向上などに寄与しています。

　　しかし、開業より35年以上が経過し、モノレールを支え
るインフラ構造物に経年的な劣化による損傷等（コンクリ
ートのひび割れや、鋼部材の腐食など）が見られるように
なってきました。

　　主なインフラ構造物：PC軌道桁565本、鋼軌道桁45連、
RC支柱252基、鋼支柱121基、分岐橋4橋、停留場13駅　
等

2）北九州モノレール長寿命化計画の策定
　　このため、道路の一部であるインフラ構造物を所有して

いる北九州市は、予防保全型の維持管理を目指した「北九
州モノレール長寿命化計画」を平成23年6月に策定しまし
た。（令和5年3月改定）

3）計画の内容
　　インフラ構造物の損傷状況に応じた性能を回復するため

の劣化対策に取り組み、メンテナンスサイクルを構築し、
継続していきます。あわせて必要な耐震性能を確保するた
めの耐震対策に取り組んでいます。

　令和4年3月に改訂した「北九州市環境首都総合交通戦
略」と連携して、公共交通の利用促進や利便性向上を図るた
め、交通結節拠点機能の強化やバリアフリー化の推進を目指
した道路整備を行います。

　幹線道路沿いの道路のり面や、過去に被災したのり面を対
象に、崩壊や落石の恐れがないか、定期的に防災点検を実施
しています。

　市が管理する25箇所のアンダーパスにおいて、冠水事故
を防止するために冠水警報装置などを設置しています。また、
市政だよりやホームページなどを用いて、積極的な啓発活動
に取組んでいます。

・駅前広場の整備、機能強化
・バリアフリー化の推進
・サイクル＆ライド※の促進

※自宅から最寄りの駅やバ
ス停まで自転車を利用し、
そこから鉄道やバスなど
に乗車して目的地へ行く
方法のこと。

（7）公共交通の利用促進・利便性向上

④ 緊急修繕

⑤ 道路のり面の防災点検

⑥ アンダーパスの冠水対策

① 交通結節機能の強化

道路の異状を見つけたら

発見

対策

通報

まちづくり整備課

異状異状

・市民
・生活環境パトロール
・市職員、郵便局員等

　市民からの通報や生活
環境パトロールの巡視で
見つかった舗装の穴ぼこ
や、側溝蓋の割れなどの
異状は、事故の原因にな
らないよう緊急工事で対
応しています。

　北九州市が管理している道路の実延長は約4,247kmであり、
その中には橋やトンネルといった多くの道路施設がありま
す。これらの道路について、安全で快適な通行を確保するた
め、市民通報などで発見された異状箇所について緊急的な修
繕を行うとともに、傷んだ舗装や橋梁などの計画的な修繕を
行っています。

　現在、市内には約 2,000 橋の橋梁と 43 本のトンネル（建設
局管理分）があり、これら多くは 1950 年代以降に建設され
ました。このため、50 年を経過する橋梁・トンネルは、今後、
急速に増加し、架け替えや維持補修に必要な予算の確保が大
きな課題となっています。

　道路交通の安全性・信頼性を確保するとともに、維持管理
のトータルコスト縮減と予算の平準化を図るため、「北九州市
橋梁長寿命化修繕計画」を平成22年3月に策定、「北九州市ト
ンネル長寿命化修繕計画」平成25年2月にを策定しました。
　これらの計画に基づき、悪くなったら修繕するこれまでの

「対症療法型」から、計画的に手を入れて長持ちさせる「予防保
全型」の維持管理に移行していきます。

　予防保全型の維持管理とするため、管理水準を設定し、
メンテナンスサイクルの構築を行い、施設の長寿命化を
図っていきます。

■修繕等の対策工事
　・予防保全工事：
　　損傷が軽微な段階で予防的な修繕等を実施する工事
　・リニューアル工事：
　　構造物の機能に支障が生じる可能性がある段階で実施

する工事
■耐震対策工事
　大規模地震に対して安全性を確保する工事

　道路管理を行うためには道路の区域、形状・構造・占用物
件等の基本的事項を把握する必要があります。道路管理者に
は、それらを記載した道路台帳の調製と保管が道路法で義
務づけられており、道路の状況が常に把握可能な状態になっ
ています。

　道路の本来の目的は、一般交通の役に立つことです。その
ため、一般交通の障害となる物件等の設置や行為は制限され
ています。しかし、道路敷地以外に余地がなく、それが必要
でやむを得ない場合は占用が認められています。占用物件を
設置する場合は、各区まちづくり整備課で許可を受けること
が必要です。なお、占用許可にあたっては占用料を徴収して
います。また、掘削を伴う占用の場合は、検査事務費や路面
復旧費を徴収しています。

① 道路管理システム
　水道、下水道、電気、通信、ガスなどの公益事業者による
占用物件の管理、占用の許可申請及び許可は、道路管理シス
テムを導入してオンラインで高度な管理を行っています。
　なお、平成 12 年 4 月からは、公益事業者の簡易な工事（電
柱工事等）を対象として、まちづくり整備課の窓口で申請書
や許可書の受渡しをなくすオンライン電子申請システムを導
入しました。

② 不法占用対策
　道路の占用に際しては、道路交通の障害にならないよう必
要最小限の範囲に抑える必要がありますが、道路上には、置
看板等の不法占用物件が見られ、歩行者や自動車等の通行に
支障を来している実情があります。本市では、道路法及び道
路不法占用物件処理要領等に基づき、これら不法占用物件の
是正指導及び除却等に努めています。

③ 放置自動車（バイクを含む）対策
　道路など公共の場所に放置された自動車については、「北
九州市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関する条
例」に基づき処理を行っています。
　内容としては、まず放置自動車の所有者を調査します。所
有者が判明した場合は、撤去指導、勧告、命令を行い、従わ
ない場合は公表や罰則の規定が適用されます。また、所有者
が判明せず、当該放置自動車に著しい損傷が見受けられる場
合は、廃物判定基準に基づき市において処分し、市が処分を
行った後に所有者が判明した場合は、処理にかかった費用を
徴収します。

4-7　道路の管理
（1）道路台帳の整備

（2）道路の占用

計画の効果

■劣化対策工事
　・軌道桁や支柱のひび割れ補修や再塗装
　・分岐橋のひび割れ補修　等
■耐震対策工事
　・鋼支柱、RC 支柱の耐震補強
　・鋼軌道桁、PC 軌道桁の落橋防止装置の設置

・モノレール利用者の安全性や利便性の確保
・耐震対策により地震時の甚大な被害を防止
・今後の維持管理トータルコストの縮減と予算の平準化

20年後（2042年）

89％

30年後（2052年）

96％

●トンネル
現在（2022年）

14％

10年後（2032年）

23％

20年後（2042年）

35％

30年後（2052年）

58％

◆建設後50年以上が経過した橋梁・トンネルの割合
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年　度 開設日（日） 利用台数（台） 使 用 料 収 入（ 円 ） 

◆河内サイクリングセンター利用状況（合計）

（8）道路ふれあい月間
　道路の役割及び重要性を再認識してもらい、さらには道路
をいつくしむという道路愛護思想の普及を図り、道路を常
に広く美しく安全に利用する気運を高めるため、8 月 1 日～
31 日までの 1 ヶ月間を「道路ふれあい月間」としています。

（7）駅前広場・公共連絡通路の管理

JR小倉駅前（小倉城口）

（9）北九州市道路サポーター制度

団体の活動状況

（3）道路に起因する事故の補償

◆原因別事故件数

原 　 因  

穴 ぼ  こ   
段 　 差  
蓋 不 全  
安全施設不全 
道路障害物 
そ の  他

合 　 計  

　道路は、道路を利用する人によって、損傷を受けることが
あります。車両の自損事故や交通事故などにより、ガードレ
ールや道路照明灯が壊された場合などは道路損傷事故として
処理され、その原状復旧は、事故原因者の負担で行われます。

（4）道路損傷事故

（6）サイクリングセンター

　道路を通行する車両には、道路法、道路交通法及び車両制
限令等の法令により、一定の制約が設けられています。その
制約のため一般に通行が禁止されている車両で、その車両の
構造または積載貨物が特殊なためやむを得ないと認める車両

（特殊車両）は、一定の条件のもとで通行が許可されます。

（5）特殊車両の通行制限

　道路管理者は、その管理する道路について、道路の設置上ま
たは管理上の瑕疵が原因で第三者に損害が生じた場合は、国家
賠償法の規定により、賠償責任を問われます。賠償責任が生じ
るのは、道路が道路として通常有すべき安全性を欠く場合とされ
ています。
　道路は、時を経るにつれ、車両の通行や気象状況等により、傷
みが生じます。定期的な舗装のやり替えや補修に努めています
が、大雨のあとに生じた穴ぼこや、表面からは分からない道路の
損傷などによって事故が発生しています。事故が発生した場合
は、速やかに、被害状況の把握と事故原因の除去、被害者への
補償と道路の復旧を行っています。なお、事故の原因が、事故に
あった人の過失にもあると考えられる場合などは、損害賠償の額
は、過失相殺します。
　過去5年間の道路事故の原因別発生件数は次の表のとおりで
す。

◆河内サイクリングセンター

　住所／北九州市八幡東区大字大蔵2500-34
　TEL／093-651-9000
　開設日／3月～11月までの土・日・祝日
　　　　  （春休み・夏休み期間中は毎日）
　開設時間／7・8月：9時～17時
　　　　　　3～6月、9～11月：10時～16時
　自転車台数／100台　駐車場／9台
　使用料／一般300円、中学生190円、小学生以下150円
　　　　 （2時間以内） 
　※H31.4.1　料金改定

　本市では、スポーツ・レクリエーション活動の振興、市民の
健康増進、観光客の誘致を目的として、河内にサイクリングセ
ンターを開設しています。

　駅前広場は、鉄道と他の交通機関との結接点であり、駅前
に集中する大量の交通を円滑にするとともに、交通機関相互
の乗り継ぎの利便性を増進するために設置される、都市計画
法上の都市施設です。
　小倉、黒崎、戸畑等JR主要駅の駅
前広場には、商業施設や商店街、公共
複合施設などを結ぶ人工地盤（ペデス
トリアンデッキ）や公共連絡通路など
が設けられ、まちに賑わいと活力をも
たらしています。
　これら駅前広場や公共連絡通路は、
市と、鉄道事業者等関係機関との協定
によって維持、管理運用しています。

　北九州市道路サポーター制度は、市が維持管理する道路にお
いて、道路の清掃や異状の通報等を行っていただくボランティア
団体を支援する事業です。
　本制度にご登録いただいた皆さんには、掃除用具や花の苗等
を支給し、活動の支援を行います。
　これから、あるいは以前から
道路の清掃活動等を行っていた
だいている地域の団体はもちろ
ん企業も対象となります。
　令和5年3月末時点で、254
団体が登録され活動していま
す。

2023 事業概要：北九州市建設局■道路事業
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トピック

春の町ランプ・陣原ランプ 開通 !!
国道3号 黒崎バイパス

　令和�年�月、待ちに待った国道�号黒崎バイパス春の町ランプ・陣原ランプが開通し
ました。
　今回の開通で、国道�号東西方向のバイパスが完成しました。
　これにより、国道�号や周辺道路の混雑の緩和に加え、バイパス沿線への更なる企業
進出等の効果が期待できます。ぜひ、ご活用下さい。
　残るは黒崎西ランプのみとなりました。引き続き国と協力して、早期供用を目指して
いきます。
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5-2　環境首都の魅力

清張通り（3列のけやき並木）

◆北九州市の都市公園の整備状況公園事業
市民が誇りと親しみを持てる緑豊かな都市空間を目指します

5-1　

◆計画の目標値

◆計画の3つの視点

5　

T5 10 15 S5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 16 11 2425 29 30H2 R1 2 3 46

1,600
〔箇所〕

1,200

800

400

0

公園整備面積（ha） 

公園数（箇所） 
一人当たりの公園面積（㎡/人） 

1,719

13.01

●都市公園
　都市公園法に基づいて、国または地方公共団体が土地の
権原を取得し、目的に応じた公園の形態を創り出し、一
般に公開した営造物である公園や緑地のことです。一般
に公園と呼ばれるものはこれに当たります。

　「北九州市“緑”の基本計画」は、「うるおいとにぎわいのある緑のまちづくり」を進めていく上で重要な役割を担う緑に関する
基本的な考え方をとりまとめたものです。この計画は、北九州市らしい公園のあり方、緑のまちづくりの指針を定めたもので、
「多様な主体が育む持続可能で、みどりがいきづくまちづくり」をテーマとして「自然との共生」「魅力の向上とにぎわいの創出」
「安全・安心の確保」の3つの視点に基づき、緑のまちづくりの施策を展開します。

項　目 
身近な公園の満足度
身近な公園への愛着
特別緑地保全地区の指定

環境首都���万本植栽

都市公園面積

地域に役立つ公園づくり
市民共同による緑化や管理の箇所数

項　目 現況値（令和�年度末）
��万本

現況値（令和�年度末）
��.��％

��.��%
��.�ha

��校区

�,���箇所

�,���ha
(��.�m�/人)

目標値（令和��年度）

目標値（令和�年度）

現況値以上

現況値以上
現況値以上

��校区

現況値以上

���万本

�,���ha
(��.�m�/人)

　市民や来訪者に環境首都を印象づけ、また緑豊かな街を実
感する都市の顔づくりや低炭素モデル地区を形成します。

　小倉駅周辺は、市民が誇り、来訪者が環境首都を実感する
花と緑の顔づくりとして花と緑の小倉回廊の整備を進めてい
ます。

●小倉駅周辺の花と緑の顔づくり

（1）都市の顔づくり

1,193ha
1,200

（��.�）

〔ha（㎡/人）〕
1,300

（��.�）

900
（�.�）

600
（�.�）

300
（3.0）

0（0）
23 26 2827

「みどり生きづく
　まちづくり」

【Ⅰ】
自然との共生

協　働

計画の
方向性

計画の
視点

視点の
基礎

「みどり活きづく
　まちづくり」

「みどり息づく
　まちづくり」

多様な生物と共生し
良好な環境を
未来に引き継ぐ

生物との共生や自然環
境への配慮を踏まえた
みどりの保全

市民協働・公民連携による花とみどりのまちづくり

【Ⅱ】
魅力の向上と
にぎわいの創出

みどりを活用したまち
の魅力向上とにぎわい
の創出

【Ⅲ】
安全・安心の

確保

みどりを活用した防災や
減災の取組と、安全・安
心で快適に住み続けられ
るまちの機能強化

まちの魅力と
にぎわいにあふれる

安全・安心な
くらしを支える

JR 鹿児島本線
小倉駅大門線

小倉駅

3号線（小文字通り）

海

海

国道199号(勝山通り)

▲

▲

▲

▲

勝山公園

小倉北区役所
浅野町愛宕線

北九州市役所

小倉城

足立山

貫山

福智山

石峰山
大
門
木
町
線

紫
川
東
線 8

号
線（
平
和
通
り
）

浅
野
町
愛
宕
線（
浅
香
通
り
）

（
清
張
通
り
）
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公園名
北九州国定公園
S47.10/16

瀬戸内海国立公園
S31. 5/ 1

玄海国定公園
S31. 6/ 1

筑豊県立自然公園
S25. 5/13

H 2. 2/13

指定

指定
S32.10/23 変更
H 3. 7/26 変更

指定

指定

変更

H 8. 5/17 変更

H 8.10/28 変更

地区名
風師・戸丿上山
～足立山地区
平尾台地区
福智・皿倉地区
合計
和布刈地区

若松北海岸地区

北九州市域内

面積（ha）

781
979

5,029
6,789

46

54

2,064

保護区

ー
320

ー
320

ー

ー

ー

第�種

ー
140
145
285

ー

ー

ー

第�種

種　　別

ー
458
437
895

43

53

ー

第�種

781
61

4,447
5,289

ー

ー

ー

普通

ー
ー
ー
ー
3

1

2,064

◆自然公園の面積

② 特別緑地保全地区

◆風致地区・特別緑地保全地区の面積 令和�年�月��日現在

（注）海面を除く・令和�年�月��日現在

（令和�年�月��日現在）

　保存樹うるおいある都市の緑のシンボルとして、巨木・古木
は重要な役割を果たします。また、巨木・古木は次世代にひき
つぐ貴重な財産です。そのため保存樹として指定し、保護に努
め、健全な生育ができるよう樹勢の診断、助成金の交付等を行
っています。

樹木名
クスノキ

イチョウ

クロガネモチ

タブノキ

スタジイ

エノキ

その他
合計

本数（本） 

51
46

9
11
10
5

40
172

◆保存樹の指定

　「木のお医者さん」と親しみをこ
めて呼ばれる樹木医は、保存樹をは
じめ公園の巨木の診断を行って、手
当が必要な樹木には治療を施します。
都市化が進むにつれて生育環境が悪
化したり病害虫の発生も見られる現
代で、自然を保護するために、樹木
医は、欠かせない仕事のひとつです。

木のお医者さん（樹木医）

　本市では、花や緑のもたらす様々な効果をまちづくりに取
り入れています。都市の機能と調和した緑を整備し、美しさ
や快適性を市民が日常の中で実感できる環境を、市民、企業、
行政が一体となって創造していく計画をすすめています。そ
のために必要な市民や企業の理解と協力を得るために、緑の
普及啓発に関する事業や支援施策の充実に努めています。

（3）緑のネットワークづくり

　この事業では道路、河川及びその周辺の緑地等を総合的、
計画的に整備し、山や川の緑と街の緑を結ぶ水や緑のネット
ワークを形成することが目的です。都市の緑はゆとりや安ら
ぎを感じる心の豊かさにつながり、また気温の変化や街の演
出等にも大きな影響を与えます。そこで本市では、都市空間
に緑を取り入れて快適空間の創造や活性化をはかると同時
に、鳥や昆虫などと共存できる都市を目指してこの事業を進
めています。

　公園、街路、河川等、公共公益施設の緑化を充実させるこ
とによって、市街地に緑の拠点ができるように計画を進めて
います。街路緑化ではケヤキ、イチョウのように春の新緑、
夏の緑陰、秋の紅葉といった四季の変化を楽しめる種類を中
心に植樹し、美しい四季の花々を加えて、まちに彩りを与え
るという構成になっています。
　植樹の累計は、現在で約 500万本にものぼります。

街路樹の樹種や形態、道路施設等により風格
のある街並みを整備する。

山や海など景観資源への眺望を生かした街路
樹や街並みを整備する。

野生生物の生息環境となる植樹帯等をもつ街
並みを整備する。

本市の新しい顔づくりとして、広幅員の歩道空
間を確保し、シンボル性のある並木や花による
演出等により魅力ある街並みを整備する。

４
種
類
の
道

も て な し の み ち

み は ら し の み ち

ふ れ あ い の み ち

花と緑の小倉回廊

例）国道���号・徳力葛原線　他

例）大蔵到津線（→皿倉山）
浅野町愛宕線（→足立山）　他

例）撥川・割子川　他

例）勝山通り・大門木町線　他

■来訪者を迎える主要幹線道路

■山や海等を望める幹線道路

■河川と連携し自然と触れ合える道路

■小倉都心部の幹線道路
（花と緑の並木通り）

◆緑の街並み整備事業概念図

タブノキ（クスノキ科）
八幡西区下上津役元町（熊野神社内）

　山・海の豊かな自然が織りなすパノラマは、北九州市の都
市景観の基盤であり、貴重な財産です。その貴重な財産は、
風致地区、自然公園、緑地保全地区、保存樹の指定などによっ
て守られてきました。将来も、市民がこの特色ある自然景観
に親しむことができるように、さまざまな整備と活動が行わ
れています。

　風致地区指定の目的は、自然環境に恵まれている区域の景
観を保護し、周囲の環境と開発の調和をはかり、快適な生活
環境をつくることです。そのために制定された「北九州市風
致地区条例」に基づき、指定区域内に建物を建てたり、土地
の造成等を行う場合は許可を受ける必要があります。

（2）緑の保全と活用
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H
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H
QQ
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NP

風致地区
特別緑地保全地区

1～15
A～Q

◆風致地区及び特別緑地保全地区配置図

◆自然公園の配置図

① 風致地区

自然公園の活用

指定状況

④ 保存樹

② 公共用地の緑化

① 緑の街並み整備事業

③ 民有地の緑化

　自然公園法に基づいて、国または地方公共団体が自然の景
観を保全するため、一定区域内の土地の権原に関係なく、そ
の区域を公園として指定したもので、国立公園・国定公園と
都道府県立自然公園の3種類があります。

　自然公園は、区域の持つ資質や景観の特殊性、立地条件などに
応じて国立公園、国定公園、県立自然公園の 3種類に分けられて
います。北九州市域の中には、瀬戸内海国立公園、玄海国定公園、
北九州国定公園、筑豊県立自然公園が指定されています。

　自然公園に指定することにより、すばらしい自然の景観を保護
するとともに、自然公園の保護および利用計画に基づいて、国民
の保健と休養、レクリエーション等の利用を図っています（指定
区域内に建物を建てたり、樹木の伐採等を行う場合は許可が必要
です）。

　市街地の大部分を占めているのは、民有地です。緑あふれ
る、うるおいとにぎわいの都市空間を実現するためには、そ
の民有地の緑化推進が大きなポイントになります。そのため
本市では「緑地協定」等のさまざまな施策を通して民間の協
力も得、地域ぐるみの緑化を進めています。

風師山

戸丿上山

足立山

風師山

戸丿上山

足立山

北九州国定公園
玄海国定公園

筑豊県立自然公園

福智山

尺岳

福智山

皿倉山皿倉山

尺岳
瀬戸内海国立公園瀬戸内海国立公園

OO

　特別緑地保全地区指定の目的は、よい自然環境をつくって
いる優れた樹林等を現状のまま保全し、豊かな緑を将来に継
承することです。そのため指定区域内では、緑地の保全に影
響する行為を厳しく制限しています。また、特別緑地保全地
区の土地の所有者には、固定資産税の減免措置や樹林地の保
全管理に補助金を出すなどの援助も行っています。

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

合計

地区名（風致地区）

和布刈
部崎
庄司
喜多久
風師
足立・戸ノ上
貫
徳吉
皿倉
養福寺
大池
金比羅
夜宮
北海岸
石峰山
15地区

面積（ha）

70.0
159.0
31.0

173.8
1,130.7
1,872.7
2,086.7

165.0
4,666.0

39.6
181.4
161.3
11.5

629.5
1,492.5

12,870.7

番号
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P

地区名（緑地保全地区）

八旗八幡
徳光
八所
夜宮
吉志
番所跡
本城

前岳
小嵐山
二島
若葉町
鬼山池
大谷池
須賀
小文字

買取面積（㎡）

-
-

-
-

7,259.35
9,510.41

209,004.79
15,597.08

1,448.47
41,185.69
50,556.06

7,035.40 
44,961.82
3,252.71

-
10,511.60

面積（ha）

1.7
0.2
0.8
1.3
1.5
1.0

41.0
4.4
1.6
4.9
5.0
0.8
7.5
1.6
2.2
2.1

Q 小嶺三丁目 36,317.035.7
合計 17地区 436,640.4183.3

木

③ 自然公園

3130



高塔山公園

本城公園

清滝公園手
向
山
公
園

鷲峰公園

三岳梅林公園

鱒渕公園鱒渕公園

大
橋
公
園

帆柱公園

花尾公園

河
頭
公
園

的場池公園

瀬板の森公園

合馬竹林公園

山
田
緑
地

志井公園

白野江植物公園

高炉台公園

美術の森公園
中
央
公
園

夜
宮
公
園

都島展望公園

三萩野公園

大里公園

桃園公園

河内桜公園

足立公園　

吉祥寺公園 

香月中央公園 

和布刈公園

勝
山
公
園

高塔山公園グリーンパーク
（響灘緑地）

本城公園

清滝公園手
向
山
公
園

鷲峰公園

三岳梅林公園
昭和池公園昭和池公園

平尾台自然の郷平尾台自然の郷

大
橋
公
園

帆柱公園

花尾公園

河
頭
公
園

的場池公園

瀬板の森公園

合馬竹林公園

山
田
緑
地

志井公園

白野江植物公園

高炉台公園
中央緑地中央緑地

美術の森公園
中
央
公
園

到
津
の
森
公
園

到
津
の
森
公
園

夜
宮
公
園

都島展望公園

文化記念公園文化記念公園

曽根臨海公園曽根臨海公園

延
命
寺
臨
海
公
園

延
命
寺
臨
海
公
園

長野緑地長野緑地

三萩野公園

大里公園

老松公園老松公園

桃園公園

河内桜公園

足立公園　

吉祥寺公園 

香月中央公園 

和布刈公園

勝
山
公
園

グリーンパーク
（響灘緑地）

菖蒲谷池自然公園菖蒲谷池自然公園

ひびきコスモス公園ひびきコスモス公園

山の神池公園山の神池公園

櫓
山
荘
公
園

櫓
山
荘
公
園
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公共花壇

○花の情報発信（インターネット・花新聞） 

○花咲く街かどづくり（公共花壇・パートナー花壇・市民花壇・
　スポンサー花壇・花壇サポーター）

"花を知り、花に親しもう" 

"花をいっぱい咲かせよう"

（花の普及啓発） 

（花づくりの実践）

○市の花  ひまわりの普及

○花咲く街かどづくり推進協議会の活性化
○花と緑のまちづくりコンクール
○うぇるっちゃ！花壇
○フラワーコーディネーター制度

"花づくりの輪を広げよう"
（花づくりの活性化）

◆ 花のまちづくりの体系（3つのテーマ）と施策

梅

紅葉 桜

菜の花

萩

ススキ

ツツジ

椿 コスモス

アジサイ 藤

花菖蒲

和布刈公園

菖蒲谷池公園

仙凡荘
大里公園

足立公園　

昭和池公園

高塔山公園

三岳梅林公園

尺岳登山口

平尾台

総合農事センター

安部山公園

白木谷梅林

金山川

城山緑地

皇后崎公園

高炉台公園

さくら通り 到津の森公園到津の森公園

皿倉山

中
央
公
園

夜
宮
公
園

吉祥寺公園 

勝山公園

和布刈公園

菖蒲谷池公園グリーンパーク
（響灘緑地）

仙凡荘
大里公園

白野江植物公園白野江植物公園

足立公園　

昭和池公園

高塔山公園

三岳梅林公園

尺岳登山口

平尾台

総合農事センター

文化記念公園文化記念公園

安部山公園

白木谷梅林

金山川

城山緑地

皇后崎公園

高炉台公園

さくら通り
皿倉山

中
央
公
園

夜
宮
公
園

河内貯水池

吉祥寺公園 

勝山公園

グリーンパーク
（響灘緑地）

バラ チューリップ

白野江植物公園

響灘緑地（グリーンパーク）

5-3　健康・生きがい

◆公園体系図

　本市には、スポーツ施設を有する大規
模公園、動植物園、市街地に残る緑地や
日常利用する身近な公園など様々な公園
・緑地があります。近年の市民ニーズの
高度化・多様化に対応するため、各種公
園を体系的に整備しています。

（1）市民ニーズに対応した公園整備（体系的な公園整備）

シンボル公園
地域拠点公園
地域拠点公園を兼ねる公園
特殊公園

広域拠点公園
風致公園

その他 【風致公園： 瀬板の森公園など】
 【特殊公園： 白野江植物公園など】

シンボル公園

広域拠点公園

地域拠点公園

身近な公園
（住区基幹公園）

道路の中央分離帯など、市が植付
け・管理を行う花壇です。 　北九州市には四季折々に花やみどりが楽しめる名所が各地にあります。

開花時期には市のホームページで開花情報を配信しています。

　市民・企業・行政一人ひとりが、公園や歩道、会社などありとあ
らゆる場所での花づくりを通じて、人のつながりや心を豊かにし、
まちの魅力や価値を高める、花によるまちづくりを目指す取組の
ことです。
　北九州市は、福北連携の取組として、福岡市の「花による共創の
まちづくり」の理念に賛同し、令和 5年 7月から「一人一花運動」
の輪に加わりました。

花壇サポーター
協力者の店舗や事務所前の公
共花壇の水やりなど管理をし
ていただくものです。

スポンサー花壇
企業・団体から寄付をいただ
き、市が植付け・管理をする花
壇です。

パートナー花壇
市が提供する公共の場所に、企
業・個人など協力者に植付け・
管理していただく花壇です。

花壇サポーター
箇所数 （箇所） 

植付数 （基） 

◆ 花咲く街かどづくり事業の実施状況（各年度末現在）

ス ポ ン サ ー 花壇 
箇所数 （箇所） 

協賛団体数 （団体） 

（4）花のまちづくりの推進

花のボランティア公園花のボランティア公園

　美しく潤いのある街を目指し、地域の個性を生かした花に
よる快適な空間づくりを進めています。平成5年度に策定し
た「北九州市花の総合計画」では、花のまちづくりを効果的
に推進するため、花に関する事業を総合的に体系化し、取り
組んできました。
　今後もより一層、市民や企業と協働で花のまちづくりを推
進します。

① 一人一花運動

　市民ボランティアや民間企業等の協力で、街かどに積極的
に花を取り込んで、美しく快適で潤いのある街づくりを進め
ることを目的としています。

市民花壇
公園などで、花咲く街
かどづくり推進協議会
のボランティアのみな
さんに植付け・管理を
していただく花壇で
す。市が花苗の一部を
助成しています。

② 花咲く街かどづくり

② 花の名所づくり

平成��

69

1,774

566

15,078

31,503

12

339

3

10

8

84

平成��

65

1,857

571

12,749

32,040

12

339

3

10

7

68

平成��

64

1,855

574

12,610

31,806

12

332

3

12

7

68

令和�

64

1,809

566

12,153

30,158

12

332

3

12

6

62

令和� 令和�

64

1,778

564

11,768

30,397

11

327

3

12

6

45

67

1,899

587

11,976

33,124

11

327

3

16

6

45

令和�

60

1,814

588

11,775

33,019

11

323

3

19

5

36

事業年度 （年度） 

公共花壇 
箇所数 （箇所） 

植付面積 （㎡） 

市 民 花壇 
推進協議会数 （団体） 

延人数 （人） 

植付面積 （㎡） 

パ ー ト ナ ー 花壇 
箇所数 （箇所） 

植付面積 （㎡） 
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気候をやわらげ、気分を爽快にする

がけ崩れなどの災害を防止する

騒音など公害防止

都市の景観などうるおいのあるまちをつくる

レクリエーションの場を提供する

心身の健康を維持増進する

避難地・避難路となる

動植物を育む

■存在機能効用
○気候緩和・大気の清浄化
○災害・公害の防止、避難地、避難路
○景観の保全・まちのうるおい
○動植物の生息、生育の場

■利用機能効用
○レクリエーション・
　スポーツなど保健休養
○心理的効果

■存在機能効用
○気候緩和・大気の清浄化
○災害・公害の防止、避難地、避難路
○景観の保全・まちのうるおい
○動植物の生息、生育の場

■利用機能効用
○レクリエーション・
　スポーツなど保健休養
○心理的効果

　高齢化、都市化、自由時間の増大など社会情勢の変化に対
応した各種公園の公園整備を進めています。

広域拠点公園
（和布刈公園）

地域拠点公園
（高塔山公園）

◆公園緑地の働き

シンボル公園
（勝山公園）

地域拠点公園

　地域拠点公園は、市や区レベルのスポーツ大会やイベント
利用ができる公園、または図書館や市民センター、文化教育
施設等と一体となった公園で各区2〜3箇所を整備、活用し
ます。

　住区公園は、身近なレクリエーションやコミュニティ活動の
場の中心として、市民の日常生活と最も密着した公園です。さ
らに以下の3つに分類されます。令和4年度の新規公園開設
数は以下の通りです。

① 各種公園の整備

シンボル公園（勝山公園）

広域拠点公園

　広域拠点公園は、野外レクリエーションが楽しめ、市外も含
めて広域的な利用を図る公園として整備・活用します。

和布刈公園 門司港レトロや関門観光
広域拠点公園 特　色

山田緑地 「�� 世紀の森」づくり（P�� 参照）

（P��参照）

（P��参照）

長野緑地 自然や農体験施設

中央公園 到津の森公園や金比羅山

響灘緑地 グリーンパーク

帆柱公園 まちを望む観光拠点

小倉北区

門司区

区 地域拠点公園

小倉南区

若松区

八幡東区

八幡西区

戸畑区

延命寺臨海公園

大里公園

曽根臨海公園

高塔山公園

高炉台公園

本城公園

夜宮公園

三萩野公園

老松公園

文化記念公園 志井公園

ひびきコスモス公園

桃園公園

的場池公園 香月中央公園

都島展望公園

風致公園（瀬板の森公園） 特殊公園（合馬竹林公園）

　その他には、山・海などの自然資源や歴史性・都市特性等、
立地特性にあわせた以下の公園です。

風 致 公 園  
山地や丘陵地の自然資源を生かした公園であり、眺望や自然探
勝等の野外レクリエーション施設の整備を行っています。 

特 殊 公 園  
レジャーやレクリエーションに対応する公園として整備を
行っています。 

緑地・緑道等 
市街地において連携した緑や快適な散策空間となる公園の整備を
行っています。 

その他の公園の総数 146

（3）「健康づくりを支援する公園整備事業」の推進

人口�万 人 を 基 本 と す る �住 区 （ 概ね �小学校区 ） に �箇 所 （�.��ha／�箇所 ） を 標準 

1 総数 1,490街区公園 

�住 区 に �箇 所 （�ha ） を 標準 

1 総数 71近隣公園 

�～�住区（人口�～�万人 、概ね中学校区）に�箇所（�ha）を標準 

0 総数 1 2 地区公園 

身近な公園（住区基幹公園）の開設公園数

 本事業では、健康遊具を医学・運動学の観点から、より効果的に
配置し、市民が公園で気軽に健康づくりができる整備を行います。
　整備後、保健福祉局が健康づくり教室などのソフト事業を行うこ
とで、継続的な健康づくりを進めていきます。

　「地域に役立つ公園づくり」とは、複数の老朽化した身近
な公園を含む公園の再整備計画案を、ワークショップにおい
て作成するものです。
　ワークショップは、まちづくり協議会等の地元組織と協働
で、小学校区単位で開催し、校区内にある複数の身近な公園
について討議します。周辺環境および市民ニーズの変化に対
応した計画となるよう、
●各公園の現状把握
●それぞれの公園の地域における役割や必要な機能・施設
などについてグループワークで整理したうえで、予算を意識
した計画案づくりを行います。計画段階から地域住民が参加
することで、より地域ニーズに対応した公園再整備を行い、
公園への愛着を高め、地域活動など公園利用の活性化につな
げます。
　計画策定後は、翌年から概ね２〜３年で工事を行います。

健康遊具

健康遊具広場

≪再整備の事例≫

バリアフリー化

健康遊具や花壇の整備

身近な公園

その他の公園

（2）「地域に役立つ公園づくり」の推進

　シンボル公園は、都市の顔として都市レベルから全国レベ
ルまでの様々な行事や催しに対応するとともに、都心部で働
く人々の憩いの場となる公園です。小倉北区の中心市街にあ
る勝山公園（シンボル公園）は、諸官庁、百貨店、商店街等
に近く、子供からお年寄りまで利用者の多い公園です。そこ
で時代のニーズに対応できるように、紫川マイタウン・マイ
リバー構想の一環として、整備を進め、平成22年度の「グリ
ーンエコハウス」の整備をもって全体が完成しました。

地域拠点公園
（都島展望公園）

・・・★

・・・★

勝山公園の防災備蓄倉庫

　安全で安心な公園利用の前提とな
る施設の安全性確保や、災害時の防
災機能の充実、防犯に配慮した公園
づくりを進めます。

　地域防災計画と連動して、公園としてのオープンスペースの
確保に取り組んでいます。

5-4　安全
（1）災害に対応する緑と公園の防災機能の充実

地域防災計画と連動した
防災機能の充実

ワークショップの様子

　公園施設長寿命化計画
に基づき、公園施設の定
期的な点検や計画的な改
修、更新を行います。

（2）公園施設を永く安全に
 使うためのリニューアル

ライフサイクルコスト
縮減のイメージ
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5-5　協働

5-6　公民連携

　改正地方自治法の施行に伴い、公の施設の管理運営につい
ては、民間事業者や NPO 法人等のノウハウを積極的に活用し、
市民サービスの向上とコスト削減を実現することをねらいと
した指定管理者制度の導入が全国的に進められています。本
市においても、全ての有料公園について指定管理者による管
理運営が行われています。

（1）地域の結びつきを強める公園管理や活用

公園愛護会による花づくり

菜園づくり
　公園愛護団体やふれあい花壇・菜園管理運営委員会など、
地域の多様な団体との連携により、地域との結びつきの強い
公園管理や活動を行います。

　緑豊かなまちづくりには、市民の協力が必要可欠です。そこで、
安 全・快 適な公 園 利 用のために 、管 理 体 制の強 化と公 園
整備の仕組みづくりを、市民と一緒に進めています。また、市
民、企業、行政が一体となった緑豊かなまちづくりを推進する
ために、緑の普及啓発や支援のための施策の充実を図ってい
ます。

　地域の自治会・町内会・子供会等による公園の除草や清掃等、
奉仕活動の輪が全市的に広まったことから昭和 45 年に設置され
た制度で、公園愛護会の活動費の一部を助成しています。また、
公園愛護会の組織強化と活動内容の充実を図るために、行政との
定期的な情報交換の実施や、公園内のスペースを利用した市民花
壇づくりなどが行われています。さらに、このような活動に対して
市民の理解と協力を得るために、ＰＲ活動を行い、公園愛護思想
の普及も図っています。

　公園愛護会の活動により、公園での楽しみづくりや美化活
動を推進していきます。

① 公園愛護会の充実

　公園の一部を活用し、自治会やまちづくり協議会、公園愛護
会等の地域団体で組織するふれあい花壇・菜園管理運営委員会
に貸付け、高齢者の健康・生きがいづくりや地域の活性化を推
進していきます。

② ふれあい花壇・菜園事業

公園愛護会の活動

有料公園等の新たな管理運営形態（指定管理者制度）

公園愛護会助成金制度

住区基幹
公園 

都市基幹
公園 

その他
公園 

合計 

◆公園数及び愛護会数の推移

③ 緑の普及啓発
　「北九州市緑の基本計画」では、市民、企業、行政が一体
となった緑のまちづくりを目指しています。
　そこで市民や企業の積極的な緑化を支援するため、補助制
度や顕彰制度、普及啓発の各種施策を充実させています。

都市緑化祭

・・・★

　毎年10月の第3日曜日に都市緑化祭を実施しています。緑化
功労賞の表彰や、楽しいイベントなどを企画して、都市緑化の
普及啓発のための機会にもなっています。

第34回全国「みどりの愛護」のつどい

　全国「みどりの愛護」のつどいは、「みどりの日」制定の趣旨
を踏まえ、全国の緑の関係者が一堂につどい、広く都市緑化意
識の高揚を図り、緑豊かな潤いのある住みよい環境づくりを推
進するとともに、緑を守り育てる国民運動を積極的に推進して
いくことを目的としています。
　平成2年から毎年開催されており、市制60周年となる令和5
年（第34回）は本市で開催します。

山田緑地
豊かな緑の中で生きた自然を体験

住所／北九州市小倉北区山田町
Tel ／ 093-582-4870
入園料／無料
駐車料金／普通車 300 円　中・大型車 1,000 円
開園時間／ 9:00 ～ 17:00
休園日／毎週火曜日　　　　年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

■ D A T A

　かつて弾薬庫だった山田緑地は「30 世紀の森」づくり
を基本テーマに整備され、市民が自然を体験できる公園
に生まれ変わりました。自然環境の保護を優先する保護・
保全区域を設定して、貴重な財産を守っています。

主な公園等

　周防灘を望む小高い丘の上にある、北九州市では唯一
の市立花木園です。園内の桜広場やボタン園、花畑などで
四季折々の花が咲き乱れ、訪れる人を楽しませま
す。また、植物鑑賞だけでなく、緑豊かな自然の中での森
林浴やピクニック、写真撮影やスケッチなど、様々な楽し
み方を見つけることができます。

住所／北九州市門司区白野江二丁目
Tel ／ 093-341-8111
入園料／一般　300 円　小・中学生　150 円
駐車料金／普通車 300 円　中・大型車 1,000 円
開園時間／ 9:00 ～ 17:00
休園日／毎週火曜日・年末年始（
2〜6月、9〜11月は休まず開園します。

12 月 29 日～ 1 月 3 日）

■ D A T A

白野江植物公園
四季折々の花が咲く北九州唯一の市立花木園
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結成率
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令和2年度末

1,571

11

136

1,718

1,100

70.0%

10

90.9%

45

33.1%

1,155

67.2%

公園数 愛護会数
結成率

令和3年度末

1,572

11

136

1,719

1,099

69.9%

10

90.9%

41

30.1%

1,150

66.9%

公園数 愛護会数
結成率

令和4年度末
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（1） 公募設置管理制度（Park-PFI）を活用した
   公園施設の導入

　「公募設置管理制度」とは、平成 29 年の都市公園法の改正に
より、新たに設けられた制度で、飲食店、売店等の公園利用者の
利便性向上に資する公募対象公園施設の設置と、当該施設から生
ずる収益を活用してその周辺の園路、広場等の一般の公園利用者
が利用できる特定公園施設の整備・改修等を一体的に行う者を、
公募により選定する制度です。
　　この制度を活用し、にぎわいの創出や魅力向上を目的として、
平成 30 年には勝山公園に便益施設、令和 5 年には到津の森公
園に飲食施設やエントランス施設の整備（詳細は P.39）を行いま
した。

到津の森公園

住所／北九州市小倉北区上到津四丁目1番8号
Tel ／ 093-651-1895
入園料／大人 800 円、中・高生400 円
　　　　小学生以下（4 歳以上）  100 円
駐車料金／普通車 600 円　中・大型車 1,000 円
開園時間／ 9:00 ～ 17:00
休園日／毎週火曜日、年末年始
春・夏休み、行楽シーズンは、休園日でも営業することがあります。

■ D A T A

　平成 14 年 4 月に開園した到津の森公園は、「市民と自然
を結ぶ窓口」を基本理念に、自然や動物とのふれあいを通
して環境や命の大切さを学習する自然環境教育施設です。
　動物たちが、自然あふれる環境の中で、いきいきと活動
する様子を見ることができます。
　また、「市民が支える公園」として、様々なかたちで支援・
協力を受け入れ、市民に愛
される公園づくりを行って
います。

3736



2023 事業概要：北九州市建設局■公園事業

響灘緑地（グリーンパーク）

住所／北九州市若松区大字竹並
Tel／ 093-741-5545
入園料／一般　150円　小・中学生　70円
駐車料金／普通車 300円　 中・大型車 1,000円
開園時間／ 9:00～ 17:00
休園日／毎週火曜日・年末年始

■ D A T A

住所／北九州市戸畑区一枝一丁目4番23号
Tel／093-482-6033
入園料／一般　260円　小学生・中学生　130円
駐車料金／20分以内 無料　30分毎に100円
　　　　   当日最大 600円(24時まで)
開館時間／ 9：00～17：00
休館日／ 毎週火曜日

■ D A T A

　花・緑・動物とのふれあい、そしてサイクルスポーツが
楽しめる公園です。園内のひびき動物ワールドには日本で
は3園でしか見られないロックワラビーなどがいます。園
内には450種約2,700株のバラが咲くバラ園や都市緑化セ
ンター、一年中、熱帯の鳥や蝶が舞う熱帯生態園などもあ
ります。

旧安川邸
　旧安川邸は、安川敬一郎氏により建設され、以後三代
に亘り安川家当主が居住した住宅です。現在は、大座敷
棟1棟のほか、蔵、洋風本館棟などが残されています。和
洋の異なる建築様式を1つの敷地内に備える歴史的に重要
な住宅建築で、平成30年8月1日、北九州市指定有形文化
財に指定されました。
　令和４年４月１日から一般公開されており、緑に囲ま
れた邸宅から庭園を眺め、茶師の入れてくれる煎茶を楽
しむことができます。

　「ソラランド平尾台」は、「人と自然の共生」をテーマに、
陶芸やそば打ちなどの体験教室や、地元で採れた食材を揃
えた売店、芝生広場、遊具、キャンプ施設など、自然と親
しみ、遊び、学べる施設です。
　また、平尾台の自然環境や文化を守り継承していく拠点
施設としても、取り組んでいきます。

平尾台自然の郷（ソラランド平尾台）

住所／北九州市小倉南区平尾台一丁目 1 番 1 号
Tel／ 093-452-2715
入園料／無料  休園日／火曜日、年末年始（12月 29日～ 1 月 3 日）
駐車料金／普通自動車 300円、中型・大型自動車 1,000円
キャンプ施設料金／日帰り オートキャンプ 3,000円／区画

フリーキャンプ 1,950円／区画
宿　泊 オートキャンプ 4,500円／区画

フリーキャンプ 3,000円／区画
○日帰り　4 月 1 日～ 3 月 31 日
○宿泊　　3 月 下旬～ 12 月 下旬

■ D A T A

■ D A T A

体験学習ゾーン

　「自然と人を育む、体験・交流公園」を計画テーマとする長
野緑地は、平成14年度から整備を進めており、せせらぎや
遊びの里のある体験学習ゾーン（約5ha）などが既に利用さ
れています。平成24年度には大型遊具や多目的広場などが
ある健やか交流ゾーンの一部（約7ha）が完成しました。

長野緑地

健やか交流ゾーン

■整備概要
　計画地：北九州市小倉南区大字長野、大字横代
　面積：約 72ha（広域公園）
　体験学習ゾーン：遊びの里（平成 15年開設）、芝生広場・
　せせらぎ・学習用田圃・駐車場（平成 16年開設）他
　（事業期間　平成 13年度～平成 17年度）
　健やか交流ゾーン：多目的広場、遊びの丘　他
　（事業期間　平成 18年度～平成 27年度）
　環境保全ゾーン（現況の自然や歴史資源を保全するゾーン）

　到津の森公園は、北九州市小倉北区に位置する市内唯一の動物公園です。
　平成��年に、民間企業が運営していた「到津遊園」の閉園の方針が発表された後、多くの市民
の動物園存続に対する強い思いを受けて、市がその運営を引き継ぎ、「市民と自然とを結ぶ『窓
口』となる公園」を基本理念に掲げ、平成��年に「到津の森公園」として開園しました。
　園内には約��種類の動物が展示され、動物とのふれあいを楽しむことができるほか、観覧車
などの遊具もあり、家族連れを中心に、市内外からたくさんの人が訪れています。

　到津の森公園の入園者数は、近年はほぼ横ばいとなっており、入園者数の増加に向けた集客
対策が必要となっています。こうした中、園内には食事や休憩ができる屋内スペースが不足して
いるほか、公園の南側エントランスは、幹線道路から奥まった場所にあるため印象が薄い空間と
なっているといった課題がありました。
　そこで、到津の森公園全体のにぎわいづくりや魅力向上を図るため、南側エントランスにおい
て、Park－PFI制度を活用して、飲食施設やエントランス施設の整備を行いました。新たな施設と
して、等身大のキリンが描かれたエレベーターや、授乳室やキッズトイレを備えた森の案内所な
どを整備し、来園者がわくわくするような動物公園にふさわしいエントランスが完成しました。

＜概要＞
・ 事業者 大和リース株式会社北九州支店
・ 事業内容： エントランス施設、広場、飲食施設、駐車場等の整備
   飲食施設および駐車場の管理運営（期間： 令和４年～令和２４年）

・ 飲食施設：スターバックスコーヒー

南側エントランス整備事業

到津の森公園 住所：小倉北区上到津四丁目
ホームページ：https://www.itozu-zoo.jp/

トピック 到津の森公園

到津の森公園南側エントランス整備イメージ
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河川事業
災害に強く、安全で親しみのある河川にしていきます

6　
6-1　河川事業の目的

河川事業の目的

◆北九州市の主要河川一覧

洪水による被害から住民の生命と財産を守ります。

河川の水がいつも安定して利用できるよう、水の運用を
図ります。

うるおいのある水辺空間や多様な生物の生息・生育環境の場と
しての川づくりを目指します。
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知事委任
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市内主要河川図
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　明治 29年に「治水」を重点に置いた旧河川法が制定され、昭和 39年には旧河川法を全面的
に見直した新河川法が制定されました。これまでは、水系一貫管理制度など「治水」と「利水」に重
点を置いた体系的な制度の整備が図られ、今日の河川行政の規範としての役割を担ってきまし
た。しかし、その後の社会経済の変化に伴う河川制度を取り巻く状況の変化を受け、平成 9年度
に河川法の一部が改正され、目的の一つとして「環境」が新たに加えられました。
　そこで、河川の整備にあたっては、河川をうるおいのある水辺空間や多様な生物の生息・生
育環境として捉え、また、地域の風土と文化を形成する重要な要素として、その個性を生かした
川づくりが求められています。

延 長（m）
1,539 
9,693 
3,500 

19,795 
2,860 
1,392 
4,294 
3,580 
5,336 
6,250 
4,380 
3,434 
8,000 
4,165 
7,350 

河川名 
村中川 
板櫃川 
槻田川 
紫川 
神嶽川 
砂津川 
合馬川 
志井川 
東谷川 
竹馬川 
貫川 
金手川 
金山川 
撥川 
割子川 

水 系  
村 中 川  
板 櫃 川  

紫 川  

竹 馬 川  
貫 川  
金 手 川  
金 山 川  
撥 川  
割 子 川  

種別 
二級河川 

河川事業区間延長（m）

9,693

3,700
2,780
1,240

3,480

6,245
4,130
3,434
8,000
4,153
7,272

延 長（m） 
3,700 
3,700 
5,000 
7,781 
3,300 
6,500 
1,941 
2,195 
5,114 

750 
1,220 
3,414 
2,512 
4,913 

597 

河川名 
遠賀川 
黒川 
笹尾川 
江川 
坂井川 
黒川 
金剛川 
笹尾川 
新々堀川 
堀川 
曲川 
相割川 
大川 
奥畑川 
清滝川 

水 系  
遠 賀 川  

遠 賀 川  

相 割 川  
大 川  
奥 畑 川  
清 滝 川  

種別 
一級河川 

（大臣直轄） 

一級河川 
（知事委任） 

二級河川 
（知事管理） 

河川事業区間延長（m） 

4,350 

1,440 
1,770 
5,100 

2,665 

延長（m）
2,355 
1,427 

836 
4,127 
2,518 
1,920 

456 
1,190 

565 
3,839 

747 
2,045 
2,525 

河川名 
櫛毛川 
羽山川 
城内川 
小熊野川 
井手浦川 
長行山田川 
志井川 
立花川 
茶屋川 
東谷川 
母原川 
大野川 
朽網川 

水 系  
相 割 川  
羽 山 川  
紫 川  

大 野 川  
朽 網 川  

種別 
準用河川 

（市長管理） 

※河川事業区間延長は河川法第16条の3に基づき市が実施する区間 

延長（m）
1,848 
2,354 

968 
979 
658 
215 
244 

2,393
1,045 
1,349 
3,485 

215,855 

河川名
田原川 
長野川 
原田川 
熊本川 
相川 
寺田川 
白木川 
新延川 
建郷川 
中子川 
天籟寺川 
207河川 

水 系  
竹 馬 川  

原 田 川  
江 川  
相 川  
寺 田 川  
遠 賀 川  

金 山 川  

天籟寺川 

種別 
準用河川 

（市長管理） 

普通河川（市長管理） 

（知事管理） 
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貫 川 水 系  ○貫川…都市基盤河川改修事業、特定構造物改築事業 
　多自然川づくりにより、自然環境を保全・創出。 

小倉南区の貫山を源に、曽根平野を貫流し周防灘に注ぐ二級河川。流域では急速に宅地化が進んでいる。

相割川水系 ○相割川・・・都市基盤河川改修事業 
小倉南区の鋤崎山を源に、周防灘に注ぐ二級河川。流域では急速に宅地化が進んでいる。

遠賀川水系 
○笹尾川・金剛川・江川…都市基盤河川改修事業 

○青文字部…整備中の河川名とその事業名

一級河川遠賀川とその支川で、市域内では直轄河川３河川（遠賀川、黒川、笹尾川）と、福岡県知事委任の８河川 
（江川、坂井川、黒川、金剛川、笹尾川、新々堀川、堀川、曲川）。 

金山川水系 ○金山川…都市基盤河川改修事業 
帆柱山を源に、国道���号、国道�号、JR鹿児島本線と交差し洞海湾に注ぐ二級河川金山川とその支川。 

撥 川 水 系  ○撥川…都市基盤河川改修事業、河川再生事業 
　副都心黒崎整備計画の一つの核として、まちと川が一体になった良好な都市環境を整備。 

帆柱山を源に、副都心黒崎の中心部を貫流し、洞海湾に注ぐ二級河川。

紫 川 水 系  
○紫川…都市基盤河川改修事業 
　下流（河口～貴船橋）において「マイタウン・マイリバー整備事業」、上流（桜橋～東谷川合流点）では 
　「ふるさとの川整備事業」により川と一体になったまちづくりを実施。

小倉南区の福智山を源に、県営ます渕ダムを経由し、小倉南区、小倉北区両区を南北に貫流する本市最大の流域を
持つ二級河川紫川とその支川。昭和��年の大水害で流域の大半が浸水被害を受けた。また、平成��、��年にも�
年連続して浸水被害が発生した。

割子川水系 
○割子川…都市基盤河川改修事業 
　ラブリバー制度の認定を受け、「市民参加型川づくり」を目指し、環境にも配慮した整備を実施。 

権現山を源に、同区の良好な住宅地と養福寺、瀬板貯水池周辺の緑地部を貫流し、筑豊電鉄、JR鹿児島本線と
交差し、洞海湾に注ぐ二級河川。清流が残る数少ない河川。  

竹馬川水系 
小倉南区の長野岳、足立山を源に、周防灘に注ぐ二級河川竹馬川とその支川。流域では急速に宅地化が進んで
いる。 

水系 概要 

板櫃川水系 ○板櫃川…都市基盤河川改修事業、河川環境整備事業
従来より「市民参加型川づくり」に取り組み、高見地区においては「水辺の楽校」整備を実施。

○竹馬川…都市基盤河川改修事業 

八幡東区の皿倉山を源に、八幡東区、小倉北区両区の市街地を貫流し、日明港に注ぐ二級河川板櫃川とその支川。
自然生態系の豊かな河川。昭和��年の大水害で大きな被害を被る。 

がっこう 

市内の主な河川

➀総合計
（➁＋➂＋➃）

➁一級河川

➂二級河川

➃市管理合計
（➄＋➅）

➄準用河川

➅普通河川

※上段は本数・下段は延長（単位：ｍ）
※二級河川板櫃川は小倉北区と八幡東区に重複　　※二級河川紫川は小倉北区と小倉南区に重複　　※端数処理のため、各区の合計は、市全体の数値と一致していない

北九州市
259

394,148
9

41,201
19

97,004
231

255,943
24

40,088
207

215,855

門司区
46

64,204

5
12,975

41
51,229

2
3,782

39
47,447

小倉北区
18

35,137

4
16,392

14
18,745

2
4,963

12
13,782

小倉南区
69

123,760

6
34,975

63
88,785

11
20,007

52
68,778

若松区
31

33,173
2

11,081

29
22,092

4
2,820

25
19,272

八幡東区
25

26,553

2
9,713

23
16,840

23
16,840

八幡西区
70

104,387
7

30,120
4

22,949
59

51,318
4

5,031
55

46,287

戸畑区
2

6,934

2
6,934

1
3,485

1
3,449

　北九州市内には、一・二級河川を含め、259本の河川があ
ります。このうち北九州市が管理する河川は、準用河川と普
通河川の 2種類です。
　また一・二級河川の管理は、それぞれ国土交通大臣、県知
事が行うことになっていますが、河川法に基づいて、北九州
市が河川工事又は維持を行っている区間もあります。

（1）河川管理の概要

（2）河川の占用

　河川の占用には、流水占用と河川敷地及びこれに付随する
工作物等の土地占用があります。
　本来、河川法では災害の防止、流水の正常な機能維持等の
理由で占用を控えていましたが、近年は河川環境に対する関
心の高まりや、スポーツ・レクリエーション活動の場への利
用要請など、河川に対するニーズも多様化してきました。そ
こで良好な環境保全と適正利用が図られるよう、占用許可に
より運用されています。

◆北九州市河川概要

6-3　河川の管理

6-4　河川事業の種類
河川整備の方針

　このような現状から、北九州市では河川の氾濫を防止し、
流域の災害に対する安全性を高めることを基本方針とし、限
られた予算を有効かつ効率的に投入し、最大限の事業効果を
上げるように努力しています。また、河川は都市に残された
うるおいとやすらぎの貴重な自然空間です。そこで景観や生
態系の保全等その周辺の自然環境の確保に努め、これらの環
境機能と調和のとれた河川整備を進めたいと考えています。

すけざきやま

　都市化が進むにつれて、市街地では緑地や田畑が減少し、
都市河川の流域は舗装等により表面の土が覆われてしまいます。
その結果、雨水の地中への浸透が減少し、河川への流出量が
増大する傾向になってきました。また、これとあわせて、低
平地への人口・資産が集中することにより、大雨の際には浸
水被害が大きくなる恐れがあることが問題となっています。

6-2　
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整備前

紫川（桜橋上流［小倉南区］）

整備後

（1）都市基盤河川改修事業

（2）紫川マイタウン・マイリバ－整備事業

6-5　治水対策

▼都市基盤河川改修事業
一級河川　新々堀川（完了）　笹尾川　金剛川　江川
二級河川　割子川　撥川（完了）　　板櫃川　竹馬川　貫川　金山川
　　　　　紫川　相割川　神嶽川　金手川（完了）　志井川（完了）

都市基盤河川改修事業

雨水貯留事業

流域貯留浸透事業

河 道 対 策

流 域 対 策

ラブリバー制度

多自然川づくり

身近な水辺づくり（ビオトープ・ネットワーク）

災害復旧事業

ほたるのふるさとづくり

各種助成制度

治 水 対 策

環 境 整 備

河川再生事業

河川環境整備事業

災 害 対 策

河川愛護啓発

P R 活 動

河川の維持管理事業河川維持管理

河川管理施設の維持管理事業

北
九
州
市
の
河
川
事
業

JR鹿児島本線鉄橋から国道3号貴船橋の区間約2km
面積／約170ha

JR鹿児島本線鉄橋から中島橋（風の橋）の区間約1.1km
面積／約92ha

平成�年度～平成��年度（但し、河川事業は継続中）

計画対象区域

事業区域

事業期間

① 紫川の特徴と昭和28 年の大水害

② 整備の基本方針

■紫川を軸とした安全で創造的な水景都市の創出
　紫川の治水能力を高め、地域を水害から守ります。また市
街地整備と河川整備を一体的に行って、紫川をシンボルとし
た安全で創造的な水景都市をつくります。
■ 200 万都市圏の中核としての都心形成
　グレードの高い河川、公園、道路、街並みを形づくり、
200万都市圏に対応する魅力ある都市形成の一端を担い、北
九州都心圏の活力を増大させます。

◆計画の概要

　この事業では、災害を防ぐ川の整備と、道路や公園、市街地
等の整備等、「まちづくり」が同時に行われました。魅力的な北
九州市の都心を整備していくためのプロジェクトとして、歴
史・伝統・文化に根ざし、未来を展望し、活力があり、住んで・
働いて・遊んで、楽しさにあふれた「アメニティの高い水景都
市」の創造がこの整備の基本方針に掲げられました。現在は、
河川整備を残し、他の整備は平成 26 年度に完成しています。
又、本事業は平成 13 年度に「土木学会技術賞」を、平成 19 年
度には国土交通大臣表彰の「美しいまちなみ大賞」を受賞しま
した。

紫川河口付近

改 修 後

改 修 前

橋脚が多いと、洪水時にゴミがかかりやすく水の流れが悪く
なります。川の拡幅にともなう橋の架けかえの時、橋脚の少
ないものになるよう配慮しています

改修前 59m
改修後 89m

改修部分

常盤橋付近の断面図

1. 川幅を広げる

3. 川底の掘り下げ

2. 橋脚の少ない、水の流れやすい橋

災害を防ぐ川の整備とまちづくり

紫川マイタウン・マイリバー整備事業エリア図

　紫川は河口が狭くなっている特徴的な川で、そのため大雨
が降ると河川が氾濫しやすいという特徴がありました。
　また、急激な都市化が要因で、川に流れ込む雨量が増大して
おり、今、昭和 28年水害並みの豪雨（P.49参照）が降った場合、
決して安全とは言えない状態です。そのため、災害に強い都市
づくりを進めるとともに、市民が安心して水辺に親しめる河
川環境をつくるための早急な河川改修に着手しました。

　市内を流れる一・二級河川のうち、比較的小規模で早急に
改修する必要のある河川には、市長が河川管理者である県知
事と協議の上、改修事業を実施します。
　昭和 45 年度に制度化されてから 4 河川は事業が完了し、
現在 11河川が改修事業を実施中です。

総合流域防災事業
（準用河川改修事業）
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中子川（八幡西区）「平成 13 年度完了」

　準用河川とは、一・二級河川以外の河川で、市民生活と密
接な関係にある河川などを市長が指定し管理を行っている河
川で、本市には24河川あります。このうち浸水被害の発生
率が高い、またはその可能性が高い河川について、改修事業
を行っています。
　本事業は昭和50年度からはじまり、現在までに6河川が
完了し、3河川が改修事業を実施中です。今後はその他の小
規模な河川（普通河川）についても治水上早急な改修が必要
な河川や、維持管理上適正な管理が必要な河川について、準
用河川に指定を行う予定です。また昭和53年度に雨水貯留
事業が制度化され、準用河川のうち都市河川にかかわるもの
で、治水計画上河道改修より有利な調節池方式による改修を
行っています。

（3）総合流域防災事業（準用河川改修事業）

リバーウォーク付近

◆紫川流域浸水状況（昭和 28 年）

大門交差点付近 ◆当時の本市日別雨量

◆被害状況

　昭和 28年 6月 28日、北九州地区は 62年ぶりといわれる大集中豪雨にあい
ました。25日から降り始めた豪雨は 4日連続で合計約 650ミリ、1年間の雨
量の約 40%がたった 4日間で降ったことになります。
　山間部ではがけ崩れや土石流などの土砂災害が相次ぎ、河川も氾濫。その
被害は死者 183人、家屋倒半壊 3,800戸、総罹災戸数 83,000戸、総被害額
110億円（現在価格で約 600億円）という大惨事でした。大災害の体験者に
は深い傷あとが残っていますが、この決して忘れることのできない悲惨な体
験を教訓として、本市では「安全で災害に強いまちづくり」に取り組んでい
ます。

北九州市の深い傷あと　昭和28年の大水害

市名
罹災総戸数
死者・行方不明（人）
全・半壊家屋（戸）
浸水家屋（戸）
田畑被害（ha）

山崖くずれ（ha）

門司
14,327

143
2,539

11,788
540
620

小倉
41,068

24
221

40,847
1,327

66

若松
2,995

0
7

2,988
500

33

八幡
21,157

16
1,023

20,134
854
364

戸畑
3,438

0
22

3,416
1,891

0

合計
82,985

183
3,812

79,173
5,112
1,083

準用河川改修事業
小熊野川（整備中）　東谷川　大野川（整備中）　朽網川（整備中）
田原川　建郷川　中子川　天籟寺川　原田川

門司
市名 合計

降
雨
量

小倉
八幡

6/25
0

（mm）

100

200

300

400

167.0 24.8 56.0 398.3 646.1
172.0 22.0 71.0 279.0 544.0

82.0 106.0 49.0 264.0 501.0

6/26 6/27 6/28月日

西小倉 小倉

南小倉

城野

石田

志井

石原町

呼野

板
櫃
川 砂

津
川

延
命
寺
川

紫
川

西小倉 小倉

南小倉

城野

石田

志井

石原町

呼野

板
櫃
川 砂

津
川

延
命
寺
川

紫
川

到津

足立

北方

長行
津田

三萩野
都市部地区

徳力地区

長行地区

昭和��年
浸水地域

1）河川整備
　川の氾濫による水害から市民の命や財産を守るため、幅を
広げ、川底を掘り下げて昭和 28年水害並みの豪雨にも耐え
られる川をつくります。また治水対策だけでなく、生態系に
配慮した自然護岸に階段や散策路等の整備に加え、水上ス
テージや艇庫を設置するなど市民が水辺に親しめるよう整備
して、川を中心としたコミュニティ空間を生み出します。

2）橋梁整備「紫川10橋」
　紫川に架かる「紫川大橋」から「豊後橋」までの 10橋は、
治水対策や道路の新設・拡幅及び老朽化のため、整備が必要
となっていました。加えて都市の景観を形成する重要な要素
として、トータル的なデザインコンセプトと長期的な視野に
たった改築計画を作成し、整備しました。

③ 主な施設整備

3）まちづくり
　紫川の周辺市街地整備で、土地の高度利用や都市機能の充
実などで魅力ある都心の形成を目指しています。そこで施設
の整備にあたっても景観やアメニティに配慮した施設が整備
されています。また河川のオープン空間を生かした散策路と
連携して、紫川沿いの建物はできるだけ川面に向いた作りに
なるよう工夫するなど、文化の薫る「水景都市」に配慮した
整備が進められています。室町一丁目地区では、商業･文化･
情報発信・教育の各ゾーンからなる大型複合施設「リバー
ウォーク北九州」が整備され、多くの来場者でにぎわってい
ます。また、高水敷にベンチを設置するなど川を身近に感じ
られるまちづくりを実施しています。

水環境館のホームページ  https://mizukankyokan.jp/

水槽展示河川観察窓

④ 都心のにぎわいづくり

カヌ－体験

アクアスロン大会

紫川周辺市街地整備状況

　水環境館は、北九州市の中心市街地を流れる紫川沿いに、
川・自然・環境についての理解を深め、学べる施設として平成
12年に建物の地下に整備しました。直接川の中を観察できる
全国的にも珍しい施設で、紫川の水辺の活動拠点とともに、小
倉城周辺エリアにおける回遊拠点の一つにもなっています。
　また、平成29年度から2ヵ年かけて設備等の改修と展示物
の更新を行い、平成31年3月にリニューアルオープンしてい
ます。
　年間を通して様々な企画展や体験活動を実施しています。

　本事業の実施により、紫川は美しく蘇り、市民の方々に、
触れ親しんでもらうことができるようになりました。現
在、地元のまちづくり団体や企業などが中心となって、水
上ステージを利用したコンサートや水面を利用したスポ
ーツなど、趣向を凝らした四季折々の様々なイベントを開
催しており、休日には親子連れや若者など、多くの人でに
ぎわっています。
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　これまでの河川事業は、治水対策を重視しておこなわれて
いました。その進展は、安全性に大きな効果を生みましたが、
その反面で生きものが棲みやすい環境、地域の景観への配慮
が不足し、市民の日常生活から河川を遠ざけていたのも事実
です。
　そこで、河川は都市内に残された貴重な自然空間であるこ
とから、市民の潤いと憩いの場として活用し、生きものの生
息・生育環境を保全することによって、親しみのある河川を
取り戻す環境整備を行っています。

③ 河川再生事業
 撥川（ばちがわ）

　これまでの治水整備重視によりコンクリートで固めて人々
や生き物を遠ざけていた川を、本来持つ姿に再生（復元）する
ことを目的とした国庫補助事業です。（詳細は、P.55参照）

② 河道整備事業
 板櫃川（いたびつがわ）

6-6　環境整備

（1）河川環境整備事業

親水空間確保のための河道整備

河川本来の自然環境に再生（復元）

清浄な流水の確保のために、汚濁の激しい
河川の水質の改善
○整備河川：城内川

○整備河川：板櫃川

○整備河川：撥川

河 道 整 備 事 業

河 川 再 生 事 業

河 川 浄 化 事 業
河
川
環
境
整
備
事
業

① 河川浄化事業
 城内川
　河川浄化事業は、指定区間内の一級または二級河川の汚濁
の原因となっている準用河川に対して、水質改善のために実
施されます。本市では城内川について事業を行いました。
　紫川に隣接する小倉城のお堀である城内川は、水の流れ込
みが非常に少ないため水質汚濁が著しく、紫川の汚濁の一因
ともなっていました。そこで城内川の水質浄化をはかるため
に準用河川に指定し、平成 4 年度から底泥の改善を行うとと
もに、紫川上流の小熊野川から導水して水量を確保し、浄化
をはかる事業が進められ、平成 6 年度に完了しました。
　さらに平成 16 ～ 17 年度は、まちづくり交付金（国庫補助）
事業として、天守
閣横と大門木町線
横のお堀の浄化に
取り組みました。

　都市化の著しい河川流域に対し、治水安全度を確保するた
めに雨水流出の抑制をはかることを目的とした事業で、貯留
浸透機能を持つ施設をつくったり、治水機能を恒久的に確保
できる調整池をつくります。
　本市においては 7 箇所で整備が完了しています。

（4）流域貯留浸透事業

熊ヶ谷池（小倉北区）

（5）その他の洪水調節施設の整備

　河川環境整備事業として、①清浄な流水の確保を図るため、
水質の浄化を行う河川浄化事業と、②親水空間の整備など河
川利用の推進を図るために必要な河道の整備を行う河道整備
事業、③治水整備とあわせ河川本来の自然環境の再生（復元）
を行う河川再生事業の 3 事業を行っています。

流域貯留浸透事業
論田下池　西山池　口無池　名前谷池
熊ケ谷池　黒ケ畑池　田良原池

その他洪水調節施設の整備
神 嶽 川 神嶽川地下調節池（完了）
金 山 川 金山川調節池（下上津役）（完了）

金山川調節池（小嶺）（整備中）
金山川調節池（町上津役東）（完了）

天籟寺川 天籟寺川地下調節池（完了）

河川愛護団体等
（�団体）

小学校等 
（��校） 

地域間の連携 

流 域 会 議  

行政（市、河川管理者） 

自治会 
（��自治会） 

◆河川をフィールドに地域ネットワークの構築
　「板櫃川水辺の楽校推進協議会」を中心に、地域と行政、
また、地域間の連携について協議を重ねた結果、平成14年
8月に、行政区を超えた「板櫃川・槻田川流域会議」が発足し、
流域連携を図っています。

流域会議は、

などを行い、板櫃川を軸に各団体と行政とのネットワークを
構築することで、川づくりを通した地域づくりに資するもの
です。

①地域・学校・行政等との情報交換

②地域・学校・行政が一体となった子ども達へ
の環境学習の実施

③上流から下流までの流域一斉清掃

板櫃川での
清掃活動

がっこう

　都心部では、舗装等で雨水の不浸透面が増加し、都市型水
害の発生が懸念されます。そこで都市型洪水の発生を防止す
るために、特に都市化が著しい区域においては、河道以外の
調節池等の河川管理施設を他の施設（公共公益・民間）と一
体的に整備し、土地の高度利用、複合利用をはかる必要があ
ります。
　本市では現在3河川の合計5箇所で洪水調節施設として、
地下調節池等の設置を計画しており、これまでに天籟寺川地
下調節池、金山川調節池（下上津役）、金山川調節池（町上
津役東）、神嶽川地下調節池の整備が完了しています。

　河川利用の推進を図るため散策路や親水護岸などの整備を
行う事業で、昭和 63 年度から板櫃川で行われてきました。
　板櫃川では、以前より各地域で河川愛護活動が盛んに行わ
れており、平成元年度にラブリバー制度の認定を受けました。
　また、八幡高見地区においては環境整備事業の中核となる
「水辺の楽校プロジェクト」整備を行いました。このプロジ
ェクトは、川の持つ様々な機能を最大限に活かし、子ども達
の豊かな心・自立心・自然を大切にする心を育むことを目的
として、国土交通省が平成 8 年度に創設したもので、板櫃川

は平成 9 年 1 月に登録を受けました。
　このプロジェクトは、自然に親しめる安全な水辺整備（ハード
整備）だけでなく、地域と連携した水辺の活用（ソフト施策）
についても、その目的の一つとされており、計画策定にあたっ
て、地域住民・沿川 3つの小学校・学識者とで協議会を組織し、
市民参加の川づくりを展開してきました。　　　　　　　　　
　平成 19年 7月には「水辺の楽校」の整備が完成し、地域と行
政が一体となった運営を行っており、平成 21年 2 月には、「手
づくり郷土賞（一般部門）」の表彰を受けました。
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地域の人々が生きものとふれあい、四季を通して自然と
親しめる水辺環境づくり

板 櫃 川（H元.4.27指定）

テ ー マ：水と緑と歴史を生かしたプロムナードづくり
基本方針：

生態系や環境面に配慮した河川改修を行っていくと共
に、河川のオープンスペースの活性化及び歴史の保存

新々堀川（H3.7.�� 指定）

テ ー マ：水と緑あふれるスポーツ・レクリエーションゾーン
基本方針：

多様な生態系の生息空間の復元による、より豊かな自
然環境の回復及び潤いのある都市景観の創出

割 子 川（H5.7.30指定）

テ ー マ：潤いのある水と緑のネットワークゾーン
基本方針：

●貫川
　都市基盤河川改修事業が進められている貫川では、ショー
トカット部の旧河川敷を利用して、高水敷・土羽堤防・飛び
石、緑地部の整備を行っています。その結果、山地部、平野
部の風景に溶け込んだ自然景観が形成され、河道内では水際
部の多様性が生まれました。また、緑地部の植栽は生態系に
配慮して、ヤマモモ、クヌギ、アラカシ等の植栽を行ってい
ます。

（4）自然と融和した川づくり
　多自然川づくり

施工前

施工直後

施工 4 年後

② 天籟寺川　さやっ子せせらぎ［戸畑区］
　新幹線トンネルの湧水を水量の少ない水路に流してせせら
ぎを再生した結果、子どもたちが自然を体験できる場になり
ました。付近の住民がその環境保護を行っています。

③ 撥川ビオトープ［八幡西区］

　治水一辺倒の味気ない河川ではなく、河川が本来持ってい
た人々が集い、心豊かなゆとりある環境を取り戻すために、
さまざまな整備と保全に努めています。

① 金山川水辺の里［八幡西区］
　金山川のショートカット工事により、旧河川敷となった箇
所（延長 435m、幅 20 ～ 30m）を有効に活用するため、洪
水時には遊水地として利用し、通常は市民が憩える河川公園
として整備しました。園内には壁泉、せせらぎ、滝などがあり、
水辺を楽しむ砂浜、階段、玉砂利などを配置しています。ま
た様々な樹木や緑地が整備され、潤いのある水辺公園になっ
ています。

② 黒ヶ畑池［八幡西区］
　黒ヶ畑池は、流域貯留浸透事業で恒久調節池として整備し
ています。洪水時には調節池として利用しますが、通常は水
遊び場や遊歩道、多目的広場等の市民と水とのふれあいの場
として整備を行い、水と緑の豊かな水辺環境がつくられてい
ます。

（2）親水整備

　ラブリバー制度とは、ボランティア活動として堤防の草刈
り等を行う住民に対して、河川敷等を植栽や花壇としての利
用に開放することにより、河川への親しみを持ってもらい、
住民とともに河川の良好な維持と潤いのある水辺空間の形成
をはかることを目的としています。

（3）住民参加による河川整備
　ラブリバー制度

（5）身近な水辺づくり
　ビオトープ・ネットワーク

「金山川水辺の里」は、平成元年度「第4回手づ
くり郷土賞」を受賞しています。

「黒ヶ畑池」は、平成2年度「第5回手づくり郷土
賞」を受賞しています。

　都市化により失われつつある「住民と自然との関わり合い」
を取り戻す場所として、周辺地域の生態系と調和し、多様性
に富んだ生息空間（ビオトープ）としての水辺づくりを行っ
ています。
　完成した水辺は、憩い安らげるごく身近な自然であるととも
に、子どもたちの環境学習や地域の環境保全活動の場として
の活用が期待されています。今後はさらに川や緑地とネット
ワークをはかることで、より大きな広がりを目指しています。

① 志井うるおい池［小倉南区］
　志井川の河川改修の進捗により雨水暫定調整池が廃止され
ることになり、その土地の一部について、小池を中心に、水
辺林、観察木製デッキ、解説案内板を設置し、志井川と一体
となった「身近な自然を体験できる」水辺をつくりました。

　上流部の黒崎中学校付近において、地元の愛護団体等と
連携して、ほたるの舞う水辺をつくりました。

　河川が本来持っている自然生態系に配慮し、自然景観を保
全・創出する事業として「多自然川づくり」に取り組んでいま
す。
　本市においては紫川、板櫃川、貫川、志井川など数河川で実
施してきました。今後も地域特性に配慮し、河川の自然の営み
に基づいた「多自然川づくり」に取り組んでいきます。

ばちがわ

5352



2023 事業概要：北九州市建設局■河川事業 河川事業■2023 事業概要：北九州市建設局

6-8　撥川の河川整備

　市民に永く愛される川を目指して、計画づくりの段階から地
域住民を中心とした一般市民の参加を求めました。
　計画策定にあたっては、日々撥川を目にし、これからも関わっ
ていく沿川住民の代表者により組織した「地域部会」、わかもの
の何にもとらわれない自由な発想による違った角度からの川づ
くりを目指して、公募により組織した「わかもの部会」、及びま
ちづくりを考える市職員の広い視野と偏らない知識を求めて、
行政内部の横断的組織による「行政部会」を設置し、事業当初
から市民の主体的な参加を得て計画づくりに取り組みました。

（1）撥川ルネッサンス計画

6-7　紫川の河川整備

（1）ふるさとの川整備事業

西小倉駅
小倉駅

北九州市庁舎
中の橋

貴船橋

桜橋

紫
川

志
井
川

西小倉駅
小倉駅

北九州市庁舎
中の橋

貴船橋

桜橋

紫
川

志
井
川

北九州市施工区間

ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業

福
岡
県
施
工
区
間

8.3km

6.8km

1.5km

マイタウン・マイリバー
整備事業

2.2km

北九州市施工区間

ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業

福
岡
県
施
工
区
間

8.3km

6.8km

1.5km

マイタウン・マイリバー
整備事業

2.2km

1

2

3

◆紫川全体図

わかもの部会 地域部会

撥川
ルネッサンス計画

代表者会議
基本コンセプト
整備計画の統一

一本化

行政部会

地
域
部
会
案

わかもの部会案 行政部会案

原案提案

意見

撥川
ルネッサンス計画

策定審議会

撥川
ルネッサンス計画

策定事務局
連絡・調整

撥川
ルネッサンス計画

支援会議
各部会からの

要望の図化・コンサルティング

撥川
ルネッサンス計画

原案策定

　計画づくりは、「地域部会」「わかもの部会」「行政部会」の 3
部会がそれぞれに部会案を作成し、各部会の代表者で構成する「代
表者会議」で統一原案にまとめました。その後、有識者で構成す
る「策定審議会」からアドバイスを受け、再度各部会で検討を
重ねた後、平成 8年度末に「撥川ルネッサンス計画・基本構想」
を策定しました。
　この計画づくり活動と、その後の工事実施に向けた活動が評価
され、「地域部会」は平成 16年度に、国土交通省の「手づくり
郷土賞（地域活動部門）」を受賞しました。

（2）「計画づくり」の進め方

整備前の撥川
（九州病院横）

工事完了後の撥川
（九州病院横）

　黒崎副都心計画における位置づけや、周辺環境の特色を生かす
ことができるように、撥川全長約 4kmを 4つの水辺に分けて整
備します。

（3）整備方針・進捗

北九州都市高速道路

洞海湾

国
道
2
0
0
号

JR鹿児島本線

国道3号

黒崎駅

京良城池

黒ヶ畑池

修景池

北九州都市高速道路

洞海湾

国
道
2
0
0
号

JR鹿児島本線

国道3号

黒崎駅

京良城池

黒ヶ畑池

修景池

撥
川

出逢いの水辺

はじまりの水辺

にぎわいの水辺

広がりの水辺

黒崎の顔となり、若者が集い、にぎわいのもてる河川整備 

○整備区間：国道3号～黒崎副都心「文化・
交流拠点地区」

総合健康・保健施設と一体となった安らぎや心地よさを提供できる 
河川整備 

○整備区間：黒崎副都心「文化・交流拠点地区」
～黒崎中学校

撥川の大きさ、海への広がりが感じられる河川整備 

○整備区間：河口（洞海湾）～国道3号 

にぎわいの水辺 

出逢いの水辺 

自然と生物とのふれあい、四季を感じる水辺空間の整備 

○整備区間：黒崎中学校～源流（帆柱山）、 
　　　　　   京良城池、黒ヶ畑池 はじまりの水辺 

広がりの水辺 

　平成 17年度に「自分たちが
計画した撥川は、自分たちで
守っていこう」と地元の市民　　　　　　　　
による「ラブリバー撥川ネッ
トワーク」が発足し、活発な
河川愛護活動を行っています。

（4）地域の動き

❶貴船橋より上流

❷桜橋より下流

❸桜橋より上流

❹亀年橋下流

　紫川は、小倉の中心部を流れる延長約20km、流域面積約110km2の二級河川で、北九州市のシンボル的河川です。紫川
も、以前は工場排水や生活排水による水質汚濁や悪臭に悩まされていました。しかし、様々な努力によって水質も向上し、
現在ではアユやシロウオが遡上し、上流ではホタルが舞う市民の憩いの場に生まれ変わっています。

　河川の水辺は、貴重な水と緑の空間として市民生活に潤いを与え、まちの景観形成やレクリエーションでの有効利用など、市民生活
とまちづくりに重要な役割を果たすことが認識され、そのための河川整備が市民のニーズになっています。
　昭和62年度に創設された、ふるさとの川整備事業では、地域のシンボル的な河川において、周辺の景観や地域整備と一体となった河
川改修を行い、良好な水辺空間を創ることを目的としています。本市では平成9年度に紫川の貴船橋から上流が指定されました。
　紫川の歴史や小嵐山周辺の自然を生かしながら、豊かな自然生態系を保全し、市民に親しまれる河川を目指し、平成11年度に福岡県
と共同で整備計画を策定し、平成12年度から整備を進めています。

　平成 9 年度から工事に着手し、出会いの水辺及び水源の池（京
良城池）、にぎわいの水辺の整備等、河川内の工事については平
成 28 年度に完成しました。

4

ばちがわ

ばちがわ

　撥川の河川整備は、「これまでの治水優先で改修されてきた河川を、本来の川らしい環境が復元できるよう、地域のシンボルと
して質の高い整備を行うこと」を目的としています。そこで、事業当初から市民の主体的な参加を得て計画づくりに取り組んでき
ました。本事業は平成7年度国土交通省により創設された河川再生事業として、東京都の渋谷川、大阪市の道頓堀川とともに全
国で初めて採択されたものです。
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北九州市ほたる館

6-9　ほたるのふるさとづくり
・・・★

「北九州市ほたる館」、「香月・黒川ほたる館」について

ほたると水辺の環境学習会

ほたるアドバイザー
（1）  ほたるアドバイザーの派遣
　ホタルの保護育成を行っている団体にアドバイザーを派遣し、ホタルの飼育
や水辺環境等の問題について現地指導を行っています。

（2）  ホタル飛翔調査
　毎年 6 月に市民、地域のホタル愛護団体などの協力のもと、市内各地の河川
で飛翔調査を行っています。調査結果はほたるマップとしてまとめ、市民や観
光・宿泊施設に配布しました。

（3）  ほたると水辺の環境学習会
　地域において水辺環境の保全活動で活躍できる人材を育成するため、ホタル
や水辺環境についての学習会を開催しています。

　本市では、人もホタルもすみよい快適環境の実現と、ホタルを通じた地域コ
ミュニティの活性化を目的に「ほたるのふるさとづくり」を展開し、ホタルの
保護育成を支援しています。
　現在では約20のホタル愛護団体が活動しており、地域の水辺環境が守られ
ているだけでなく、地域コミュニティの活性化や、世代を越えた結びつき、環
境学習などに大きな成果を挙げています。
　公共下水道の普及や、多自然型の河川整備等により河川の水質や生き物の生
息場が回復したこともあり、市内の60を超える河川でホタルをみることがで
きます。

　ホタルをはじめとする水辺環境に関する学習や情報交換の場として、平成14年4月にオープンした「北九州市ほた
る館」では、年間を通じて、昼間でも光るホタルを観察することができます。
　また、平成25年10月に市西部地区の拠点施設としてオープンした「香月・黒川ほたる館」には、黒川の生物を多
数展示しています。

住　　所／小倉北区熊谷2-5-1
T    E    L ／093-561-0800
休 館 日／火曜日（その日が休日にあたる場合はその翌日）
　　　　　年末年始
開館時間／9:00～17:00

香月・黒川ほたる館
住　　所／八幡西区香月西4-6-1
T    E    L ／093-618-2727
休 館 日／水曜日（その日が休日にあたる場合はその翌日）
　　　　　年末年始
開館時間／9:00～17:00

6-10　災害対策
（1）河川の増水に備えた情報提供について

（2）防災ガイドブックについて

　災害に関する基本的な知識や避
難に関する新たな取り組み、日頃か
らの備えやいざ災害が起きた時の
行動などを掲載。令和 4 年 3 月に全
世帯に配布しています。

（3）災害復旧事業

　異常な自然現象（最大 24 時間雨量 80mm 以上等）により公
共土木施設（河川、道路、下水道、公園等）が被災すると、市民生
活に重大な影響を与えるため、災害復旧事業により国庫負担を
受け、被災施設の早期復旧を図ります。
　近年では、平成 30 年度の被害が特に甚大で、河川 15 箇所、
道路 18 箇所、公園 3 箇所の合計 36 箇所について、国庫負担を
受け、災害復旧に取り組みました。

（4）土砂災害警戒区域等について

　福岡県では、がけ崩れや土石流などの土砂災害から県民の生命
を守るため、土砂災害防止法に基づき、土砂災害警戒区域（通称：
イエローゾーン）および土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾー
ン）の指定を行っています。本市においては、平成 24 ～25 年度に
市内全域の指定が行われました。
　■土砂災害警戒区域（イエローゾーン）
　　住民等の生命または身体に危害が生じる恐れがあると認

められる区域であり、危険の周知、警戒避難体制の整備が
行われる。

　■土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
　　建築物に損壊が生じ住民等の生命または身体に著しい危

害が生ずる恐れがあると認められる区域で、特定の開発行
為に対する許可制、建築物の構造規制等が行われる。

土砂災害警戒区域等の情報提供について
　土砂災害警戒区域等の告示図書は、建設局河川整備課、該当
する区役所総務企画課で縦覧しています。また、福岡県砂防課
のホームページでも確認することができます。

　大雨時に、市民の皆様の迅速な避難行動に生かしてもらうた
め、平成 24 年度から市のホームページ「防災情報北九州」で、
河川水位観測情報や河川監視カメラの画像を公開しています。

　・河川水位観測情報　（26 河川 49 箇所）
　・河川監視カメラ画像 （15 河川 31 箇所）

防災ガイドブックの主な記載内容
 ■  災害に関する知識として、“土砂

災害” “洪水” “高潮” “地震”  “津

波”の災害毎に、特徴や避難のポイントなどを掲載。
 ■  ハザードマップ（土砂災害警戒区域図・洪水浸水想定区域図、

高潮浸水想定区域図・津波浸水想定区域図）の見方を掲載。
 ■  防災情報として、避難行動判定フロー、わが家の防災対策、避

難所のルール、非常時持ち出し品・備蓄品のチェックリスト、
情報の入手方法などを掲載。

◆櫛毛川災害復旧事業　【門司区吉志五丁目】

被災

復旧後

① 河川水位計、河川監視カメラ

　河内貯水池は、板櫃川の上流（八幡東区）に位置する日本製鉄
株式会社が管理する工業用水を貯めるための施設です。池の水を
放流する機能がないため、河川の水位を調整することはできませ
ん。そのため、大雨が降り続くと池が満水になり、池の上流に降っ
た雨が池に流れ込み、自然に堰を超えて板櫃川へ流れる仕組み
になっています。
　河内貯水池が満水になり、一
定量を超える水が板櫃川へ流
れ始めると、回転灯と音声に
て、事前に河川の増水をお知ら
せする仕組みになっています。

② 越流警報装置（河内貯水池）
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補修前 補修後

貫川防潮水門 天籟寺川地下調節池（内部）

①河川維持管理計画

期待される効果

　本市では、河川の清掃や環境整備などをお手伝いしてくださる方をバックアップするために、助成制度を用意しています。

① 河川愛護団体補助金制度

（1）各種助成制度

板櫃川清掃活動 紫川清掃活動

　本市では、市民に川を身近なものと感じ、河川愛護の気持ちを持っていただくために、さまざまな活動をしています。
今後も「まちの川」として川の存在を認識し、市民の潤いと憩いの場となるよう、市民の皆様と一丸となって河川愛護の
啓発に努めていきます。

6-11　河川愛護の啓発

② ホタル育成助成金制度

2）PR 活動

河川愛護月間

ホタルの幼虫の放流

カヌー体験

（

　本市では、河川愛護の啓発を目的とした様々なPR活動を行っており、市政だよりやイベントを活用した広報のほか、河川愛護等ボ
ランティア活動のPR動画を作成するなど、河川愛護活動の普及促進に努めています。
　紫川で開催されるカヌー体験等の水辺のイベントでは、毎年たくさんの市民でにぎわいます。
　これらの河川に関する様々な取組について、平成30年7月に開設した「かわ情報テラス北九州（河川部公式Facebook）」等を活用
し、情報発信を行っていきます。

　ホタル保護育成活動を行っている団体に、昭和62年度からホタル育成助成金を交付しています。これは、ホタルの飼育に必要な飼
育水槽の設置等ホタルの飼育・放流等に必要な経費を助成するものです。

　河川愛護活動を行っている団体に、平成元年9月から河川愛護団体補助金を交付しています。これは、河川等の除草や清掃等の美化活動に
必要な経費を補助するものです。

6-12　

（1）河川の維持管理

河川の維持管理

　河川では、大雨の影響や施設の老朽化により、護岸の損傷や土砂の
堆積、河床の低下などが発生します。
　これらは河川の機能を低下させ、浸水被害や道路陥没などの原因と
なるため、河川巡視（全区間を対象に５年毎）及び定期点検（機能低下
箇所について年２回）を実施し、機能低下が大きいと判断されたもの
から順次、補修や浚渫を実施しています。
　また、河川や管理道路の除草や清掃なども行っています。
　本市では、本市が管理する準用河川と普通河川（231河川 256km）
のほか、福岡県が管理する二級河川のうち一部（9河川 24km）の維持
修繕を行っています。

（3）計画的な河川維持の取組

　本市が維持修繕を行う河川の延長は、280km に及びますが、昭和
28 年の西日本大水害などを契機として高度経済成長期に整備され
た施設が多く、老朽化が進んでいます。
　過去には、老朽化に起因する護岸の崩落事故が発生し、計画的で
効率のよい維持修繕や、必要な予算の確保が課題となってきまし
た。
　このため、従来行ってきた壊れたところを修繕する「事後保全型」
の維持管理から、計画的かつ効率的な「予防保全型」の維持管理へ
移行することを目的とし、平成31年 3月に「河川維持管理計画」を策
定しました。

②河川維持管理計画による対策
　令和元年度から「河川維持管理計画」に基づき、機能低下した護岸
等の長寿命化事業や計画的な堆積土砂の浚渫に取り組んでいます。

③河川管理施設（水門等）の長寿命化計画
　本市が管理する貫川防潮水門などの、「長寿命化計画」を平成
30 年 3 月に策定し、令和元年度から、計画に基づく長寿命化事
業を行っています。

（2）河川管理施設の維持管理

　河川管理施設として、高潮などによる浸水被害を防止する防潮水門
や大雨時に河川の水を円滑に流下させるための排水機場、大雨時に河
川の水をためて浸水被害を防止する地下調節池などを設置していま
す。
　これらは、災害から市民を守る重要な施設として管理し、確実な操
作・点検を実施しています。
　本市では、市の管理施設と福岡県との協定で操作・点検を受託して
いるものをあわせ、防潮水門3箇所、排水機場1箇所、地下調節池4
箇所の維持管理を行っています。

・計画に基づく補修実施により、施設機能の保持、施設の健全
性確保、延命化によるライフサイクルコストの縮減が可能。

・効果的な時期に適切な補修を行うことにより、維持管理コス
トの抑制と平準化が可能。

・堆積土砂の判断基準に基づく浚渫実施により、河川断面の流
下能力確保が可能。

早急に対策が必要な
施設への対応

対策時期の集中
維持管理コストの増大

維持管理コストの平準化
機能の持続的な発揮

状態監視型
（今後）

事後保全型
（これまで）

維持管理コストの平準化

維
持
管
理
コ
ス
ト

時間経過
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局･部を越えた事業

　紫川親水広場は、紫川マイタウン・マイリバー整備事業（P.��）の一環として、人工の滝とともに整
備をしましたが、��年以上が経過し施設の老朽化が目立ってきたため、再整備に着手し、令和�年�
月に完成しました。
　リニューアルにあたりましては、「水と光の競演」を新たなコンセプトに加え、子どもから大人まで
多くの市民が憩い楽しめる施設を目指し整備を行いました。

トピック

紫川親水広場

〇 リバーサイドアドベンチャー

〇 クリスマスマーケット 〇 みずべのゆうぐれコンサート

整備後は、音楽コンサートやマルシェなど様々なイベントで利用されています。
【にぎわいづくりの舞台として活用！】

〇 親水広場（昼）
【施設の特徴】

〇 親水広場（夜）
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局・部を越えた事業7
市民の立場に立った整備事業

7-1  旦過地区再整備事業

平成21年7月の浸水状況

神嶽川（旦過地区） 旦過市場内

整備後の市場イメージ

産業
経済局建設局 建築

都市局

　旦過市場は、「北九州の台所」として長年市民に親しまれ
ています。一方で、神嶽川の浸水被害や密集した木造建築物
など、防災・防火面で課題を抱えています。
　本事業は、旦過地区の安全性を高めるとともに、旦過市場
の魅力を未来につなげるため、神嶽川の改修とあわせた旦過
地区の再整備を行うこととしています。

神嶽川（旦過地区）の浸水被害
　平成21年7月と平成22年7月の豪雨により神嶽川から水が
あふれ、旦過市場では2年連続で浸水被害が発生しました。

整備の概要

（1）神嶽川（旦過地区）の改修
■延 長：約200ｍ
■内　容：河川拡幅　現　況約19ｍ

⇒改修後約25ｍ
護岸嵩上　約0.8ｍ
河道掘削　約2.0ｍ

（2）旦過市場の再整備（旦過地区土地区画整理事業）

（3）旦過市場の大規模火災への対応

　神嶽川の改修と一体化した旦過市場の再整備について、市
場関係者を中心とした検討組織を設立しながら、検討を進め
てきました。

かんたけ

かんたけ

◇ 平成24年度から市場関係者とともに以下の計画を順次策
定してきました。
・ 旦過地区まちづくり構想（平成25年9月）
・ 旦過地区まちづくり整備計画（平成27年6月）
・ 旦過地区まちづくり基本計画（平成28年6月）

◇ 市場関係者が計画を実施するための新たな準備組織「旦過
地区再整備協議会」を設立し、2つの委員会を立ち上げました。
（平成29年7月設立）
① 旦過地区土地建物委員会
② 新市場管理運営委員会

◇ 市が旦過地区再整備に関する公共事業評価に関する対応方
針を公表しました。 （令和元年9月）

◇ 市と地元4団体との間で旦過地区再整備事業に係るまちづ
くり協力協定を締結しました。 （令和元年10月）

◇ 市が北九州広域都市計画事業旦過地区土地区画整理事業を
都市計画決定しました。 （令和2年3月）

◇ 国土交通省による事業認可を受けて市が事業計画を決定
し、旦過地区土地区画整理事業を開始しました。
（令和3年2月）

◇ 市場関係者がまちづくり会社「旦過総合管理運営株式会社」
を設立しました。 （令和3年2月）

◇ 市が旦過地区土地区画整理審議会を設立しました。
（令和3年7月）

◇ 市が事業推進のための仮設店舗（旦過青空市場）を設置しま
した。 （令和4年3月）

　北九州市では様々な事業が行われていますが、その中でも複数の局、部がかかわるこ
とで効率的に推進されている事業も多くあり、一体となった整備を推進しています。
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7-2 北九州市 小倉都心部浸水対策推進プラン

上下
水道局

登録証伝達式の状況

　小倉都心部（主に神嶽川流域）では近年、豪雨により浸水
被害が発生していることから、建設局、上下水道局及び地域
の住民が連携して浸水対策推進プランを策定しました。
　このプランを、国土交通省の浸水対策の登録制度である
「100mm/h安心プラン」に登録し、早期整備、早期浸水解消
を図ります。

国の登録制度の概要
（1）   近年、短時間の局地的な大雨（いわゆるゲリラ豪

雨）等により、浸水被害が多発していることから、
局地的な大雨に対しても、住民が安心して暮らせ
るよう、河川と下水道の整備や住民等が参画した
ソフト対策により、浸水被害の軽減を図る計画を
国が支援するもの。 

（2）   市町村からの申請により、国土交通省水管理・国
土保全局長がその計画を登録。

市の計画の概要 
（1）計 画 名：「北九州市 小倉都心部浸水対策推進プラン」 
（2）計画期間：平成 27年度～令和 6年度（10年間） 
（3）登 録 日：平成 27年 2月 3日
　　　　　　  （佐賀市とともに九州で初の登録）
（4）対象範囲：小倉都心部（主に神嶽川流域（旦過市場を含む）） 
（5）計画概要 ：対象範囲において、河川と下水道の整備を

重点的に推進します。 また、水防訓練など
ソフト対策も併せて実施することにより、
浸水被害の軽減を図ります。

取組内容
○河川整備　
　紫川の掘削や神嶽川における旦過市場のまちづくりと
併せた川底の掘削、護岸の整備等により、雨水を安全に
流します。

○下水道整備  
　雨水管や雨水貯留管等の整備により、速やかに雨水を排
水させます。

○浸水被害軽減対策　
　・旦過市場にてハザードマップを掲示します。
　・市民と行政による水防訓練や商業施設の大型画面等

を用いた啓発活動、　防災の出前講演を実施します。
　・防災の出前講演を行う中で、防災情報のメール自動送

付サービスへの登録を周知します。

取組効果
　河川と下水道が連携して整備を実施するとともに、地域の
住民と連携して、浸水対策に取り組むことにより、対象とする平
成 25年 7月 3日豪雨と同規模の降雨に対して、流域内の浸
水被害の軽減を図ります。

平成25年7月3日
豪雨による浸水

建設局

　令和4年4月と8月の二度にわたる大規模火災では、広範に及
ぶ延焼により事業区域内も甚大な被害を受けました。
　火災後は、関係局等と連携して、復旧・復興に向けてアー
ケードの安全確認や道路の早期開放など様々な支援を迅速に
行うとともに、早期再建に関する技術的な助言を行いました。
　再整備事業については、被災者や関係者の意向を丁寧に確
認しながら、今後の事業の進め方について検討を進めていま
す。 
　また、再整備事業
のさらなる推進と
旦過市場のにぎわ
い創出を目的とし
た仮設店舗を設置
しました。

・・・★
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建築
都市局
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7-3 花と緑の小倉回廊（花と緑の並木通り）
　「花と緑の小倉回廊」とは、JR 小倉駅周辺の緑を中心とし
た、北九州市の都市としての新しい顔づくりです。
　商業や業務、文化などの街の機能が一体となった風格ある
並木と、にぎわいのある季節の花々、さらに洗練されたスト
リートファニチャー（ベンチ・街灯）などが回廊を彩ります。
　この小倉回廊の整備によって、都市機能の充実と歩調を合
わせ、九州の玄関を代表するにふさわしい緑の都心の実現を
目指しています。

商業施設ゾーン（現況）

小倉駅大門線（仮称 室町大橋通り）

小倉中央線（勝山通り）

８
号
線
︵
平
和
通
り
︶

JR新幹線

浅野町愛后線

（仮称
中島橋通り）

大
門
木
町
線
︵

通
り
︶

浅
野
町
愛
后
線
︵
浅
香
通
り
︶

３号線（小文字通り）

紫
川
東
線

小倉駅大門線（仮称 室町大橋通り）

小倉中央線（勝山通り）

８
号
線
︵
平
和
通
り
︶

JR新幹線

浅野町愛后線

（仮称
中島橋通り）

大
門
木
町
線
︵
清
張
清
張

通
り

浅
野
町
愛
后
線
︵
浅
香
通
り
︶

３号線（小文字通り）

紫
川
東
線

住宅施設ゾーン（現況）
業務施設ゾーン（現況）
官公庁・文化・教育施設ゾーン（現況）
公園・レクリエーション施設ゾーン（現況）

商業、文化機能並木
商業機能並木
交流機能並木

アイストップ

歩道

敷地境界 敷地境界

車道 歩道車道中央
分離帯

歩道

敷地境界 敷地境界

車道 歩道車道中央
分離帯

公開空地化により開かれた歩行者空間

季節の花々はもとより、ベンチなどのストリートファニチャーを
設け、にぎわいのある通りを演出します。

商業、文化、交流などの機会を活かし、それぞれの路線のテーマ
に合わせた魅力ある並木道を道路施設と一体で整備します。
交差点部や駅前には、ランドマークとなる緑豊かな広場などの整
備を進めます。

　歩行による利用を考慮して 1km 四方を設定。その圏内 8
路線に回遊性を持たせた上で並木道を整備します。

道路部 公園
緑地部

施工前

施工後 ▼

▼

◆平和通り（現況）

◆平和通り（将来計画）

（1）整備概要

（2）整備の対象範囲と路線

　公共による再開発や道路整備などの事業と、建物の建て
替えなどの民間レベルの事業を連携させ、幅が広く安全で
歩きやすい歩道を確保し、シンボル性のある並木や道路諸
施設の整備を行います。
　さらに季節の花々やストリートファニチャーの充実で、
華やかでにぎわいのある環境を演出します。

︵
紫
川
さ
く
ら
通
り
︶

︵
紫
川
さ
く
ら
通
り
︶

7-4 にぎわいを創出する取組
　「第 2 期北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標「北九州市への新しいひとの流れをつくる」に向けて、小倉都心部
などのにぎわいを創出するため、公共空間の魅力向上につながる取組を進めています。

・・・★

建設局 企画
調整局

（1） 夜間景観魅力向上事業
■目的
　　まちのにぎわいの創出や回遊性の向上を目的に、令和元年度から平和通りや小倉駅新幹線口のライトアップなどに取り組み、小倉駅周

辺の夜間景観の形成や明るいまちづくりに繋げています。
　※ライトアップは、季節やイベントに合わせて、様々な色で演出しています。

■主な取組
　① 平和通り  モノレール橋脚、桁のライトアップ  平和通り駅舎下のデザインシートの設置

小倉駅周辺ライトアップ整備箇所（年度）

照明ポール（R1）

小倉駅

平和通駅

新幹線口

小倉城口
動く歩道下（R3）

平和通り（R1）

平和通駅（R2）

動く歩道（R4）

平和通り（R2）

平和通り（R2）
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（2） 国家戦略道路占用事業
～エリアマネジメントの民間開放～
　道路は一般市民の安全な通行を本来の目的としており、これまでは、オープンカフェなどを設置する場合、道路以外に余地がなく、やむを
得ない場合にのみ一時的な占用許可を行っていました。
　平成 28 年 1 月に本市が国家戦略特区の指定を受けたことにより、道路法の規制が緩和され、道路空間を活用し、地域団体等によるオー
プンカフェやマルシェなどの継続的な実施が可能となりました。

① 北九州市国家戦略道路占用事業の目的
　　国家戦略道路占用事業を実施する北九州市内の地域団体が、道路空間を活用したイベント等を開催し、ＭＩＣＥの魅力向上及び、まち

のにぎわい創出を図ることで国内外の人の交流やインバウンドの増加を図ります。
② 実施状況
　　令和 4 年度は市内 7 箇所で道路空間を活用したオープンカフェやマルシェ等を実施しました。7 箇所のどこかで事業を実施した日数は

365 日中 76 日となり、延べ来場者数は約 46 万人となりました。今後も“市民が主役の日常的なおもてなし”を応援していきます。

（3） その他の取組
① 民間活力の導入等による公園の魅力向上
・勝山公園・あさの汐風公園の指定管理者導入
　　勝山公園及びあさの汐風公園に「指定管理者制度」を導入し、更なるにぎわい創出を推進します。

② 紫川周辺の魅力向上
・水環境館リニューアル
　　小倉都心部の更なるにぎわいづくりを図るため、老朽化した設備更新等にあわせ、展示内容のリニューアルを行うとともに、ショップ

や飲食可能な休憩エリアを整備しました。子ども連れ、周辺商業施設の買物客、市外や海外からの観光客などが、館内でくつろぐことがで
きます。

・紫川テラス
　　水辺の回遊性向上とにぎわいの場の創出を図るため、連続した水辺の遊歩道や、ベンチや日よけなどの休憩施設、周辺のスポット紹

介も兼ねた案内サインなどを整備していきます。
　　また、鷗外橋周辺の水辺の夜間景観照明を整備し、周辺の公共空間と併せて、魅力的な夜間景観づくりを進めます。
・紫川親水広場リニューアル
　　紫川マイタウン・マイリバー整備事業の一環として、整備しましたが、20 年以上が経過し施設の老朽化が目立ってきたため、再整

備に着手し、令和 3 年 7 月に完成しました。
　　リニューアルにあたりましては、「水と光の競演」を新たなコンセプトに加え、子どもから大人まで多くの市民が憩い楽しめる施設

を目指し整備を行いました。

③ 魅力的なみちづくり
・小倉駅1階東側公共連絡通路リニューアル
　　通路の全面改修に合わせて、都心のにぎわいと回遊性の向上を図る

ため、小倉都心部等の魅力情報を発信する「展示スペース」や漫
画の世界を楽しむ「フォトスポット」、本市出身の北条司氏の代表作に
よる「壁面装飾」を整備しました。

・小倉駅1階西側公共連絡通路照明灯整備
　　安全に安心して通行できるように老朽化した照明灯や壁、天井を

改修しました。
・休憩スポット整備
　　市民や来街者が気軽に座って休憩できるよう小倉駅の待合せス

ペースにベンチを設置しました。
・歩行者誘導・案内充実
　　平成 29 年 3 月にオープンしたスタジアムまでの案内を充実する

ため、既設の歩行者系サインにスタジアムの案内を追加しました。

④ 紫川キッチンカーマルシェ 「Canal Viola（カナル・ヴィオラ）」
　～日常的なにぎわいの創出～
　民間団体の方々による公共空間を活用したまちのにぎわいづくりと
して、紫川河畔で、キッチンカーによる出店事業 『Canal Viola（カナル・
ヴィオラ』 が実施されています。
　場　所：北九州市小倉北区城内 1 番付近
　内　容：キッチンカーによる飲食提供

小倉都心（船場町1号線・6号線）

小倉都心（魚町11号線）

八幡駅前（八幡停車場線）

門司港（東港町2号線・5号線、西海岸7号線）黒崎カムズ通り（黒崎１０号線・熊手５号線）

黒崎駅ペデストリアンデッキ（黒崎36号線）

休憩用スポット整備
小倉駅新幹線口
（H27実績）

紫川のオープンカフェ

飲食可能なくつろぎエリア

紫川テラス（紫川ルーフ）

小倉駅1階東側公共連絡通路「壁面装飾」

水環境館リニューアル

紫川親水広場
リニューアル
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7-5 カーボンニュートラルの実現に向けた建設局の取組

（1） 小倉都心地区

グリーンエコハウス

建設局 環境局

　環境モデル都市・環境未来都市として実績を積み重ねてきた北九州市は、令和2年10月に「ゼロカーボンシティ」宣言を
行い、令和4年4月に国から「脱酸素先行地域」に選定されました。
　引き続き、建設局では、道路や公園、河川といった社会資本整備の面から、カーボンニュートラルの実現に向けた取組を
進めていきます。

・浅野町線シンボルロード整備事業
　小倉駅新幹線口地区の中央部に位置する（都）浅野町線を、癒し・憩いの場、健康増進
の場、にぎわいづくりの場など、多目的に利用できる広場を備えたシンボルロードとして整
備しました。
　全長：330m、幅員 90m
　大芝生広場、透水性舗装、LED照明灯、太陽光発電、風力発電、親水広場、展望デッキなど

・小倉駅新幹線口・小倉城口ペデストリアンデッキ太陽光発電等の整備
　小倉駅新幹線口のペデストリアンデッキでは、デッキの屋根に太陽光発電設備を設置
し、周辺エレベーター、エスカレーター等に電力を供給しています。また、既存の照明を
LED照明に取り替えました。
　小倉駅小倉城口のペデストリアンデッキでも、小倉駅から、アーケードや民間の施設ま
で連続したシェルターと共に太陽光発電施設を設置し、あわせて照明灯の LED化を図り、
緑化も強化します。また、この太陽光発電施設で発電された電力は、周辺のエレベーター、
エスカレーター等に供給しています。

・勝山公園｢グリーンエコハウス｣整備事業
　勝山公園プール跡地に公園利用者のための休憩所として「グリーンエコハウス」を整備
しました。整備に当たっては、太陽光発電や LED照明、壁面緑化、複層ガラスなどを用い
た省エネルギー型の環境に配慮した建物としています。
　休憩所としてだけでなく、ボランティア活動や花と緑の情報発信の拠点、さらに「環境首
都」としての市の取組をお知らせし、「低炭素のまちを感じる」施設として、市民の皆さんに
ご利用いただいています。

・環境にやさしい自転車の活用
　本市では、自転車の活用を総合的かつ計画的に推進することを目的とした「自転車活用
推進計画」を令和 3年 1月に策定しました。自転車が安全に道路を通行するための自転車
通行空間の形成や、利用特性に応じた駐輪施設の整備等を行い、環境にも経済的にもや
さしい自転車の活用を推進しています。
　また、主要施策の 1つであるシェアサイクル事業「ミクチャリ（電動アシスト付き自転
車）」は、公共交通の機能補完やまちの回遊性向上、周辺観光の促進を目的に実施してい
ます。令和 3年10月に事業を開始し、市内41箇所（R5年 5月現在）に設置したステーショ
ンで、自転車をいつでもどこでも貸出・返却でできます。

ミスト設置状況

（3） その他の地区

（2） 黒崎副都心地区

　建設から約30年経過しているペデストリアンデッキの、長期的な活用と駅利用者
の安全性、利便性の向上を図るために、構造物の補強や修繕など、長寿命化対策を
実施するとともに『環境未来都市』である北九州市の副都心黒崎の顔として相応し
い環境に配慮した景観整備（LED照明灯、フラワーポット、タイル・手摺のリニュ
ーアルなど）を実施しました。また、歩行者の安全性確保のため、階段及びエスカ
レーターの整備を実施し、ペデストリアンデッキにルーフを設置しています。

・黒崎駅前ペデストリアンデッキ長寿命化修繕(リニューアル)事業

　副都心黒崎地区の中心市街地活性化に向けて、蛎原公園、黒崎中央公園の再整
備を行ないました。自治会、商店街、各種まちづくり団体など地域の方々とワー
クショップを開催し、各公園のコンセプトづくりから施設の詳細、整備後の活用
まで、数多くの議論・検討を重ねて整備方針をまとめました。
　蛎原公園は、｢都心居住のオアシス｣をテーマに花と緑があふれ、親子が楽しめ
る公園を目指して、平成23年5月に完成しました。芝生広場、花壇、幼児用遊
具、水飲み場などを整備し、既設のレンガの再利用、LED照明灯の採用など環境
に配慮しています。
　黒崎中央公園は、｢多くのイベントが可能な広場｣をテーマにイベントステー
ジ、段差のない平らな広場を整備しました。照明灯・フットライトなどにLED照
明を採用し、夜の景観を演出します。
　岡田公園は、遊具広場やトイレなどの整備にあわせ、LED照明を導入します。

① ほたる館のエコ改修事業
　廃止になった保育所を有効活用して改修し、平成14年に開館したほたる館の自
然環境保全施設としての意義をさらにアピールするため、平成22年度にエコ改修
事業を行いました。太陽光発電設備を設置し、得られた自然エネルギーを使って
ホタルを育てることができます。また、館内照明の一部もLEDに変更しました。
低炭素社会の実現に向けた本市の取組を自然環境を守っていくための施設で推進
することにより、多くの来館者に「環境モデル都市　北九州市」を「見て」、
「感じて」もらうことができるようになっています。

② ＬＥＤ道路照明の本格導入
　市民に身近な道路照明のLED化を図ることで、低炭素社会づくりの取組を市内
に広げていくとともに、安全・安心な暮らしを支えながら節電を図ります。
〈Ｈ23年度からの取組〉
先導プロジェクト：小倉都心・黒崎副都心は、LED化が完了。
既設照明灯：15年間でLED化を完了。
新設照明灯：原則、LED灯を採用。

③ 公共施設の再エネ100％電力化について
　北九州市では、2025（令和7）年度までに市内再エネ発電所の電力を利用した
全ての公共施設の再エネ100％電力化を推進しています。
　既に、勝山公園、到津の森公園、平尾台自然の郷、旧安川邸などでは、再エネ
導入済であり、引き続き取組を推進していきます。

・中心市街地活性化広場公園整備事業（蛎原公園・黒崎中央公園・岡田公園）

　撥川河川改修にあわせて整備する河川管理道（遊歩道）に、LED照明を導入し
ています。
　また、河畔沿いに植樹を推進するとともに、散策する方々の休憩スポットとし
て、河畔広場の整備を行いました。

・撥川の整備

黒崎駅前ペデストリアンデッキ

蛎原公園

黒崎中央公園

撥川の整備

シェアサイクルステーション

あさの汐風公園

ペデストリアンデッキ

ほたる館
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7-6　皿倉山リニューアル計画
　皿倉山は、市街地に近接した豊かな自然や山頂から見下ろす絶景などにより、本市の重要な観光拠点の一つとなっており、眺望や
山歩きを楽しむ中高年を中心に、市内外から年間約 40万人もの方が訪れています。
　平成 27年 7月に官営八幡製鉄所関連施設の世界文化遺産登録によって増加が見込まれる観光客へのアクセス対策や、山頂などの
新たな魅力づくりと合わせて、回遊性と情報発信力を高め、市民の健康づくりや癒しの場、市外客の景勝エリアとして魅力向上に繋
がるような整備を推進します。

（1） テーマ
　皿倉山の絶景と樹々に癒されるシンボルとなる空間づくり

（2） 計画期間
　平成 28年度から令和 6年度まで

（3） 主な取組
① 皿倉山の絶景を活かした「感動空間」の形成
　　 展望を生かした施設や絶景の遊具整備

② 花や紅葉、古代の樹々を楽しみ、癒される「やすらぎ空間」の形成
　　 モミジやサクラの名所づくりとウォーキングコースの設定

③ 自然の中で新たな発見や冒険心を誘う「ワクワク空間」の形成
　　 アスレチック場の遊具整備
④ 広域からの集客対策の向上を図る「駐車能力」の向上
　　 広域からの集客対策の向上を図る「立体駐車場」の整備

⑤ アクセスや回遊性の向上を図る「案内サイン」の充実
　　 アクセスの向上のため「案内サイン」の充実

｢案内サイン｣の充実

｢駐車能力｣の向上

｢感動空間｣の形成

｢やすらぎ空間｣の形成

｢ワクワク空間｣の形成

皿倉山リニューアル計画 (イメージ )

建設局 産業
経済局

その他の事業

2023 事業概要：北九州市建設局■局・部を越えた事業
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事業名 
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河　川 
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その他 
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面 積
金 額
件 数
面 積
金 額
件 数
面 積
金 額
件 数
面 積
金 額
件 数
面 積
金 額
件 数
面 積
金 額

◆補償実績

事業名 
街　路 

道　路 

河　川 

公　園 

その他 

うち
区画

整理分

合　計

 

件 数
金 額
件 数
金 額
件 数
金 額
件 数
金 額
件 数
金 額
件 数
金 額
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その他の事業
幅広い事業・計画・管理等を推進しています

8 
8-1 用地取得に関する業務

（1）土地の価格
　土地価格は、周辺の土地の正常な取引事例、不動産鑑定士
による鑑定価格などを参考に、現地の状況を調査した上で、
価格の公平性などを審査する市有財産審査委員会に諮り、正
当な価格を算出します。ただし、原則として、建付地であっ
ても更地として評価されます。
　なお、譲っていただく土地に他人の権利がついているとき
は、土地所有者とその権利者との間で権利割合を話し合って
いただきます。

（2）建物などの補償
　建物などの移転が必要な場合、次のような移転方法により
補償額を算出します。
●建物などの全部又は一部が事業計画に該当する土地に建て
られていて、残地にひき家することが合理的と認められる場
合はひき家に必要な費用、残地への移転が適当な場合は取
壊し費用と建築年数に応じた再築費用を補償します。

●残地に建物などを移転できない場合は、取壊し費用と建築
年数に応じた再築費用を補償します。

●建物などのごく一部が事業計画に該当する土地に建てられ
ている場合は、その部分の切取りや改造に必要な費用を補償
します。

用地取得に伴う補償の主な内容

用地取得の手順

1）建物移転補償
　建物を移転するために必要な費用を補償します。通常妥当
と認められる移転工法で算出されます。
2）工作物移転補償
　門、塀等、建物以外の工作物の移転に必要な費用を補償し
ます。
3）動産移転補償
　建物移転に伴う家財道具や商品などの荷物の運搬に必要な
費用を補償します。
4）仮住居補償
　建物等の移転期間中、仮住居が必要な場合はその費用が補
償されます。
5）借家人補償
　借家人・間借人に対しては、現在の建物と同程度の建物を
新たに借りるために必要な費用を補償します。
6）移転雑費補償
　建物の移転先を探す場合、その選定に必要な費用や、移転
に伴う手続費用などが補償されます。
7）家賃減収補償
　アパートなどの建物は、移転方法によっては家賃を得られ
ない場合も出てきます。その場合は減少する家賃を損失とみ
なして補償します。
8）営業補償
　店舗、工場が移転する場合、それに伴って生じる営業上の
損失が補償されます。
9）立木補償
　庭木など立木の移植または伐採に要する費用を補償します。

税金はどうなるの？

　土地や建物を他人に譲って得たお金には、所得税（譲
渡所得）などがかかりますが、収用対象事業のため市
に譲っていただく土地及び土地に係る権利に対する補
償金については、税の負担を軽減する課税の特例が設
けられています。
　また、建物などに対する補償金については、内容に
よって取扱いが異なるため、個別に説明をさせていた
だいています。

※単位：面積＝㎡・金額＝千円

◆用地取得実績

※単位： 金額＝千円　※令和元年度から区画整理事業分を明示

地元住民の理解と協力を得るために、公共事業の目的、意義、規模等についての事業説明会
を開催します。

土地所有者及び関係人立会のもとに、境界の確認、取得面積確定のための測量などの現地調
査を行います。

事業用地として取得する土地に建物、工作物、立木などの物件がある場合、その移転のため
に必要な費用を適正に補償するため、権利者立会のもとに物件の調査を行います。

土地の取得及び建物などの移転について「北九州市の公共用地の取得に伴う損失補償基準」
によって、補償額を算出します。

補償額が算出されると、それぞれの権利者に対して補償の内容、今後の生活再建などについ
て説明し、様々な協議を行います。

協議が成立した後、権利者の記名押印と必要関係書類の提出を受けて、個別に契約の締結を
行います。

土地代金は、所有権移転登記完了かつ土地引渡し後に全額、建物などの補償金は、物件撤去
又は移転完了後に全額が支払われます。
ただし、必要と認められる場合には、土地代金は所有権移転登記完了後、建物などの補償金
は契約締結後に、契約額の70％以内の金額が前払金として支払われます。

平成30年度 令和元年度
91

6,168
422,040

32
18,521

397,362
7

913
23,267

0
0
0

17
7,770

108,362
147

33,372
951,031

令和�年度
32

3,225
225,101

34
28,527

533,267
7

3,325
75,974

0
0
0

21
21,867

187,399
94

56,944
1,021,741

令和�年度
30

3,116
199,616

33
49,192

799,943
4

394
4,227

1
385

20,799
9

46,902
131,839

77
99,989

1,156,424

45
6,796

435,612
45

23,997
674,673

1
47

683
1

13,547
90,765

13
28,369
85,190

105
72,756

1,286,923

令和�年度
16

1,373
90,375

101
16,117

274,520
3

824
24,344

0
0
0
3

9,675
45,313

123
27,989

434,552

件 数
金 額

　現在、市では住みよいまちづくりのために、道路の新設・改良、
河川の改修、公園の設置など様々な事業が数多く計画・実施され
ています。
　これらの事業を実施するためには、まず用地の取得が必要です
が、地価は経済動向に左右されやすく、また近年の地権者の土地
に対する意識の変化、価値観の多様化などにより、用地取得業務
は困難になりつつあります。
　このような状況のなか、本市では、適正かつ効果的な事業用地
の取得に努めています。

　市が事業を行うために用地を取得する場合、「北九州市の
公共用地の取得に伴う損失補償基準」により、適正な補償額を算
出します。用地取得は、以下の手順で行われます。

事業説明会

土地の調査

建物などの調査

土地・建物などの補償額の算出

補償交渉

契約の締結

補償金支払い

平成30年度 令和元年度 令和�年度
51

640,449
36

133,277
9

107,477
0
0

294
1,173,094

278
1,172,331

107
1,182,786

56
357,932

3
31,055

0
0

260
1,045,996

426

2,617,769

390

2,054,297

令和�年度
55

829,149
44

5,243,863
8

11,296
1

5,038
307

813,037
299

812,656

32
289,592

90
542,400

3
78,139

0
0

332
1,176,005

330
1,175,908

415

6,902,383

457

2,086,136

令和�年度
69

371,839
59

964,767
15

15,067
1

48
318

1,015,269
307

1,014,745

462

2,366,990
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〇ＳＮＳを使った情報発信

〇「ていたんと Let’s いんさぽ！」

〇「公園が好きっちゃ！」

河川に関する様々な取組について、リアルタイムで情報発信しています。 

・河川部公式Facebook 「かわ情報テラス北九州」 

・道路公式Facebook&Instagram「北九州『活かす！』みちづくり情報局」

「活かすみちづくり」をテーマに、道路を活用したイベントやボランティ
ア活動、道路の役割等、北九州市のみちづくりに関する情報を Facebook
と Instagram で発信し、本市の道路の魅力を PR しています。 

　目的

　目的

　動画概要

　市内外に向けて本市の公園の魅力発信を行うため、公園 PR 
動画を制作・配信しています 。
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　北九州市屋外広告物条例では、広告物の表示の禁止地域、禁止
物件、規格（大きさ、形状）等を定めています。この条例は民有地に
も適用されますので、広告物等を表示又は設置する時は、各区ま
ちづくり整備課で許可申請の手続きが必要です。

8-2 屋外広告物対策

8-3 地籍調査

◆調査実績と今後の計画

　建設局の事業の実態を広く市民に知っていただき支援・協力
を仰ぐために、さまざまな PR 活動を行っています。出前講演や、
紫川市民ハゼ釣り大会、北九州市都市緑化祭、花と緑のまちづく
りコンクールなどのイベントを実施しています。
　また、パンフレットなどの印刷物による PR 活動などその内容
は多岐にわたります。

　屋外広告物とは、屋外で公衆に対し、常時または一定期間継
続して工作物等に表示されるものを言います。これらは、市民に
とって身近な情報源であるとともに、「まちの顔」であり、まちに
活気や潤いをもたらすものですが、無秩序なまま放置すると、ま
ちの良好な景観又は風致を損なうだけでなく、倒壊したりして市
民に重大な危害を与えることにもなりかねません。
　そこで、本市では、北九州市屋外広告物条例に基づき、屋外広
告物及び屋外広告業に対して規制を行っています。
　また、悪質な違反広告物については、市公報での氏名公表や
行政代執行法に基づく除却、費用の徴収などを行います。

　条例に違反して掲出された屋外広告物のうち、はり紙、はり
札等、広告旗又は立看板等については、屋外広告物法による
即時除却が可能です。電柱等に掲出されたこれらの違反広告
物に対して、本市では、各区まちづくり整備課職員、シルバー
人材センターによる簡易除却を定期的に行っています。
　また、市民のみなさんの身近な地域を快適な生活環境とす
るため、市と市民が一体となって違反広告物を除却する制度
があります。この制度は、違反広告物の除却活動に協力して
いただける団体（町内会や環境美化に取り組む会社、新たに
結成されたボランティア団体等）を「北九州市路上違反広告
物除却協力団体」として市が認定し、その団体の構成員を「北
九州市路上違反広告物除却協力員」として、除却を委任する
ものです。

　北九州市では、「北九州市ホームページ」を設けており、建設局
においても、この中で道路や公園、河川に関して、事業の紹介や
様々なお知らせを掲載するとともに、各種イベント等の募集や、
事業に対する意見、相談を受け付けています。

8-4  PR活動

北九州市都市緑化祭

（1）インターネットやSNSでの情報の提供と意見の聴取

（1）屋外広告物の許可

　建設局の取組を、若い世代を含む多くの人に知ってもらうた
め、PR 動画を作成し、動画投稿サイト YouTube や各区役所の
モニターなどで放映する取組を開始しました。

インフラサポーター PR 動画

公園 PR 動画

（3）動画を用いたPR

（2）パンフレット等の作成

（2）屋外広告物の簡易除却

　土地に関する記録は登記所（法務局）において管理されてい
ますが、土地の位置関係や形状等を示す情報として利用されて
いる地図や図面の多くは、明治時代の地租改正時に作られた地
図（公図）など古い資料を基に作成されたものです。そのため、
境界や形状などが現実とは異なっている場合が多くあり、登記
簿に記載されている土地の面積も、正確ではない場合がほとん
どです。
　地籍調査とは国土調査法に基づく調査のひとつで、登記所に
登記されている土地の所有者・境界・地番・地目を調査し、精
度の高い測量を行います。調査の成果は登記所にも送られ、登
記簿の記載が修正され、地図が更新されます。

　地籍調査が完了すると境界が明確になるため、道路・水路・
河川・公園などの公共施設の敷地管理が容易になるとともに、
一般的な土地売買や公共事業における用地買収など、土地取引
を円滑に行うことができるようになります。また、境界を座標で
管理するようになるため、大規模災害に見舞われた場合など容
易に境界を復元することができ、早期の復興作業に取り掛かる
ことができるなど、様々なメリットがあります。
　なお、調査の成果は、建設局総務課にて閲覧が可能です。

着手年度 今年度の動き　　　

計

R�年度以降

合　　　計　　　

R�（予定）

※完了済

R�

R�

H�～R元 ��.��

�.��

�.��

�.��

��.��

���.��

���.��

調査面積（km�）

　広報資料のひとつに、パンフレットがあります。建設局の概要
から、各事業部ごとの概要、さらにその中の細分化された事業に
わたるまでわかりやすく記載されたものや、配布対象、用途に応
じて様々なパンフレットが発行されています。これらのパンフ
レットは、各区まちづくり整備課や市役所で手に入れることがで
きます。

認証（県）まで

測量・閲覧まで

一筆地調査まで

動画イメージ

動画はこちらから

　道路・公園・河川（インフラ）を愛し、清掃や花植え等のボラ
ンティア活動を行う「インフラサポーター」の知名度向上、加入
促進を目的に、3 部（道路部、公園緑地部、河川部）合同で作成し
ました。

令和２年度
・ 「公園であそぼう！」 ”子育てに優しい街、北九州市”
・ 「新しい生活様式での公園の活用」 ”住みやすい街、北九州市”
・ 「北九州の公園が好きっちゃ！」 ”自然に包まれた街、北九州市”
令和３年度
・ 「 Animal Welfare 」 これからも市民とともに
・ 「 Progress 」 北九州スケートボードパーク
・ 「公園の秘密」 ”担当職員のこだわり”
令和 4年度
・ 「公園に行こう」 ”こだわり遊具編”
・未来へ繋ぐ 30 世紀の森づくり ー山田緑地ー
・公園からみた北九州市

　建設局が支援するボランティア活動である「道路サポーター」、「公園
愛護会」、「河川愛護団体」の総称。
　数（10人以上）などの要件を満たせば、清掃用具や花苗などの支援を受
けることができる。（自治会、企業、学校での参加も可能）

※インフラサポーターとは

動画イメージ
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事務分掌

　建設局では、誰もが安心して快適な生活ができるまちづく
りをめざして、事業を行うにあたり、広く市民の意見を取り
入れています。これら、市民参加型の事業は年々充実し、数
も増えています。河川の整備など計画段階から市民の参加を
得ている事業や、市民ボランティア活動の支援などを通して、
これからも市民と行政が一体となった整備事業をすすめてい
きます。

8-5　市民参加型の事業

（1） 道路事業
・バリアフリーのまちづくり（P.17）
・生活道路の交通安全対策（P.19）
・道路サポーター制度（P.24）
・簡易除却市民ボランティア制度（P.74）

（2） 公園事業

　　・公園愛護会（P.36）
　　・地域に役立つ公園づくり（P.35）

（3） 河川事業
　　・板櫃川（高見地区）水辺の楽校（P.51）
　　・ラブリバー制度（P.52）
　　・ビオトープ整備事業（P.53）
　　・ふるさとの川整備事業（P.54）
　　・市民参加のかわづくり（撥川再生）（P.55）

　　・河川愛護団体（P.58）
　　・ほたるのふるさとづくり（P.56）

バリアフリーのまちづくり

地域に役立つ公園づくりのワークショップの様子

ホタルの幼虫の放流

道路サポーター

板櫃川水辺の楽校環境学習

GIS及びオープンデータによる情報公開の取組
（1） GIS を活用した行政情報公開の取組
　本市では、市民サービスの向上や事務の効率化の観点からGIS
（地理情報システム）を活用して、行政情報マップを作成し、地
域情報ポータルサイト「G-motty」に掲載しています。建設局と
しては、道路・公園・河川関連のマップを公開しています。

　近年、国や自治体等が保有・蓄積する公共データをオープンデ
ータとして公開することで、新たな市民サービスや新ビジネスの
創出が期待されています。そのため、本市においても公共データ
を公開しており、建設局が保有する道路・公園・河川関連のデー
タも公開しています。

8-6　

＜公開中の主なデータ＞
　・こくらさくらまっぷ　　　　・土砂災害警戒区域図
　・道路路線網図・幅員マップ　・基準点配置図　　　　など全10件

＜G-mottyの画面＞
G-mottyのトップページ http://www.g-motty.net/menu/

（2） オープンデータ化の取組

＜公開中の主なデータ＞
・公衆トイレ一覧　・道路の概況
・都市公園台帳　　・河川一覧表　など全132件

＜オープンデータトップページ画面＞

＜データカタログ画面＞ ＜データ例示画面＞

北九州市オープンデータのトップページ
https://www.open-governmentdata.org/kitakyushu-city/
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●道路部 

●総務用地部

総務課

用地管理課

庶務係

経理係

管理係

補償係

➀局、部、課の庶務
➁広報
➂局内事務の連絡調整
➃局内他課の所管に属しないこと

課名 係名 所掌事務

➀局の予算及び決算に関すること。
➁局の所管に属する公共事業補助金及び負担金の総括に関すること。

➀課の庶務
➁土地等の取得に伴う予算の管理（港湾空港局の所管に属するものを除く）
➂建設局等の所管に属する土地等の取得に伴う登記
➃建設局等の所管に属するその他土地の登記

用地課

事業調整係 ➀局所管事業の企画、調整及び執行管理に関すること。
➁局所管事務の効率化の推進に関すること。

地籍係 ➀地籍調査に関すること。

➀補償基準（建築都市局の所管に属するものを除く）の調整その他不動産の取得事務の連絡調整
➁補償の移転工法及び補償金の審査（建築都市局住宅部住宅整備課及び港湾空港局の所管に属するものを除く）
➂土地等の取得に伴う租税特別措置法（昭和��年法律第��号）の特例の適用（港湾空港局の所管に属するもの
　を除く）
➃土地等の取得に伴う土地収用法（昭和��年法律第���号）の適用（港湾空港局の所管に属するものを除く）
➄土地等の取得に伴う制度の総括

用地係 ➀課の庶務
➁土地、工作物、物件その他の取得、移転及び借受け（建築都市局住宅部住宅整備課及び港湾空港局の所管に
　属するものを除く）並びにこれらに伴う補償
➂前号の土地の取得に伴う補償物件等の調査

管理課

道路維持課

庶務係

台帳係

道路維持係

➀部、課（部内他課を含む。）の庶務
➁部の所管に属する軽微な工事の契約及びしゅん工認定
➂部の事業に係る用地の管理の総括
➃道路及び里道の管理の総括

課名 係名 所掌事務

➀道路及び里道の認定、指定、変更、廃止並びに区域の決定及び変更
➁道路及び里道の台帳
➂道路及び里道の境界の明示の総括
➃道路の統計調査
➄道路運送法（昭和��年法律第���号）その他関係法令による道路管理者の意見に関すること
➅道路法（昭和��年法律第���号）に基づく特殊車両通行許可

➀道路及び里道の占用及び使用の総括
➁道路工事等の連絡調整の総括
➂道路法に基づく承認及び処分の総括
➃道路及び里道の通行禁止及び制限の総括
➄道路及び里道の巡視の総括
➅屋外広告物

➀道路及び里道の維持及び補修並びに防災に係る事業の調整及び総括
➁無電柱化事業の計画・協議及び調整
➂橋りょう及びトンネルの長寿命化計画の総括
➃モノレール軌道長寿命化事業の認可申請、調査及び設計
➄課の庶務

道路環境係 ➀道路照明灯LED化、道路標識等に係る指導及び総括
➁交通安全施設整備事業等の施行についての指導及び総括
➂自転車の活用推進に関すること
➃放置自転車対策の総括

道路計画課

道路建設課

計画係 ➀道路整備計画の策定
➁道路整備計画に係る調整
➂道路整備に係る調査及び企画
➃道路事業の市民啓発及び広報
➄国道�号黒崎バイパス、東九州自動車道等の建設促進に伴う関係機関及び関係団体との連絡調整
➅道路サポーター
➆北九州風景街道
➇国家戦略道路占用事業

➀道路及び里道の維持及び補修に係る事業の予算の調整及び国庫補助要望
➁道路の改築事業の計画、調整及び国庫補助要望
➂電線類地中化事業の国庫補助要望

調整第一係

国道、県道及び市道等の道路改築事業の実施、設計、計画及び調査道路建設第一係

街路課 ➀街路事業（整備事務所の所管に属するものを除く）の認可申請、調査及び設計
➁自動車専用道路、鉄道立体交差及びそれらの関連街路の整備に伴う許可申請、調整及び設計

街路第一係
街路第二係
街路第三係

恒見朽網線及び関連道路の改築事業の実施、設計、計画及び調査道路建設第二係

➀交通安全施設整備事業の計画、調整及び国庫補助要望
➁街路事業の計画、調整及び国庫補助要望
➂道路のバリアフリー化に関すること
➃通学路の交通安全対策に関すること

調整第二係

公園管理課

緑政課

管理係 ➀部、課（部内他課を含む）の庶務
➁公園、緑地、霊園及び街路樹の管理の総括
➂公園、緑地及び霊園の供用開始、廃止及び区域の変更
➃公園、緑地及び霊園の台帳
➄公園、緑地及び霊園の境界の明示の総括
➅公園、緑地及び霊園の統計調査
➆公園、緑地及び霊園の占用及び使用の総括
➇公園、緑地及び霊園の巡視の総括
➈風致地区及び特別緑地保全地区の規制の総括
➉風致審議会

➀部の所管に属する軽微な工事の契約及びしゅん工認定
➁有料公園等の運営
➂(公財)北九州市どうぶつ公園協会
➃北九州市到津の森公園基金

経営係

➀都市緑化、緑の保全等の調査、企画及び調整
➁緑地協定及び民有地緑化の普及の指導
➂街路樹及び保存樹の指導及び総括
➃公園活性化施策の企画及び調整
➄自然公園及び遊歩道の調査、計画及び調整

公園活用推進係

➀緑の基本計画
➁公園、緑地、霊園及び街路樹の調査及び計画
➂公園及び緑地に係る関連事業との調整
➃風致地区及び都市緑地保全地区の指定
➄公園緑地事業の予算の調整及び国庫補助要望

計画調整係

みどり・公園整備課

みどりの愛護のつどい推進室

➀住区基幹公園の指導及び総括
➁都市緑化、緑の保全等の実施
➂公園、緑地、霊園及び街路樹の維持管理の調整及び総括

事業推進係

➀主要施策に係る公園、緑地及び霊園（防災事業含む。）の設計
➁公園（住区基幹公園を除く。）、緑地及び霊園の指導及び総括

第��回全国「みどりの愛護」のつどい

設計係

占用係

課名 係名 所掌事務

●公園緑地部

R5.4.1現在
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資料編

●整備事務所（�事務所）
東部整備事務所・西部整備事務所
課名
庶務課

工務第一課

係名
庶務係

契約係

道路改良第一係
道路改良第二係

公園河川係

所掌事務
➀所、課（所内他課を含む）の庶務

➀工事（他の事業所の所管に係るものを含む）の契約及びしゅん工認定

➁所の予算及び決算
➂区役所まちづくり整備課との連絡調整

➁工事資材（他の事業所の所管に係るものを含む）の購入の契約及び検収

➀道路及び街路の新設、改築及び補修事業の認可申請、調査及び設計並びに工事
➁電線類地中化事業の認可申請、調査及び設計並びに工事
➂交通安全施設整備事業の認可申請、調査及び設計並びに工事

）く除をのもるす属に管所の課備整りくづちま所役区（
➃道路の災害復旧事業の認可申請、調査及び設計並びに工事
➄学校その他の公共施設の新設拡張及び災害復旧に伴う土木工事

➀公園（住区基幹公園を除く）、緑地、霊園及び街路樹の新設及び改築工事
➁有料公園等の維持補修工事
➂公園、緑地及び霊園の災害復旧事業の認可申請、調査及び設計並びに工事
➃造園等関係工事の受託施工
➄河川及び水路（農業用水路を除く）の改築工事
➅河川及び水路（農業用水路を除く）の災害復旧事業の認可申請、調査及び設計並びに工事
➆準用河川改修事業及び流域貯留浸透事業の認可申請、調査及び設計並びに工事

工務第二課 長寿命化係 ➀橋りょう（モノレール軌道等を含む）及びトンネル等の長寿命化事業の認可申請、
　調査及び設計並びに工事

水環境課

河川整備課

ほたる係 ➀部、課、河川整備課の庶務
➁部の所管に属する軽微な工事の契約及びしゅん工認定
➂ほたる愛護活動の指導及び支援
➃河川の生物環境整備の総括

➀河川事業の予算及び決算
➁河川の長期計画及び総合治水計画
➂河川事業の調整
➃河川環境の総合調整
➄二級河川等の河川整備基本方針に係る調整 

企画調整係

➀河川改修事業の実施、設計及び調査河川係

神嶽川旦過地区
整備室

➀神嶽川旦過地区の整備に係るまちづくりの支援まちづくり支援係

➀河川事業の調査、計画及び認可申請
➁河川事業の指導及び総括
➂二級河川等の河川整備計画策定に係る調整
➃下水道事業との連携及び調整
➄公有水面（海面を除く）

河川計画係

➀河川及び水路台帳の作成及び保全の総括
➁二級河川等の管理に係る国及び県との協議及び調整
➂二級河川等（市施工区間に限る）に係る台帳、調書等の調整
➃二級河川等（市施工区間に限る）の維持及び補修
➄市長管理の河川及び水路の機能管理の総括
➅河川及び水路の認定、指定、変更、廃止並びに区域の決定及び変更
➆河川及び水路の管理、境界の明示、占用、使用及び巡視の総括
➇河川及び水路の統計調査
➈水環境館、ほたる館等の維持管理

維持係

➀水災害に対するソフト対策（水防計画等）
➁公共土木施設の災害復旧工事の許可申請及び施工の指導、総括
➂関係法令に基づく砂防事業等の調査、調整

防災係

➀神嶽川旦過地区の整備に係る事業計画、実施計画及び事業の進捗管理
➁神嶽川旦過地区の整備に係る国及び県との協議及び調整

事業推進係

➀神嶽川旦過地区の整備に係る換地に関する設計、協議及び地元との調整換地係

➀神嶽川旦過地区の整備に係る施設計画、設計および工事施設整備係

課名 係名 所掌事務

●河川部
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［延長：m］［面積：㎡］

� 道路事業
� 道路の概況

種 類 別 実 延 長 内 訳
道路種別 路線数 総延長

重用延長 実延長 道　路
橋りょう トンネル

数 延　長（未供用を除く） 数 延　長
市総合計
市管理合計（➀～➂）

国　道
有料道路
指定区間
➀指定区間外

県　道
➁県道（市管理） 
　➁-� 主要地方 道
　➁-� 一般県道 
　一般県道（市管理外） 

市　道
➂市　道
都市高速道路

道路種別

市総合計
市管理合計（➀～➂）

国　道
有料道路
指定区間
➀指定区間外

県　道
➁県道（市管理） 
　➁-� 主要地方 道
　➁-� 一般県道 
　一般県道（市管理外） 

市　道
➂市　道
都市高速道路

改良済延長 ��.�m以上 ��.�m以上
車 道 幅 員 区 分 別 内 訳

�.�m以上 �.�m未満 未改良延長 �.�m以上 �.�m以上
車 道 幅 員 区 分 別 内 訳

�.�m未満 うち  自動 車
 交通不能区間

道路種別

市総合計
市管理合計（➀～➂）

国　道
有料道路
指定区間
➀指定区間外

県　道
➁県道（市管理） 
　➁-� 主要地方 道
　➁-� 一般県道 
　一般県道（市管理外） 

市　道
➂市　道
都市高速道路

実延長計 道路部面積計 砂　利　道 舗　装　道 舗　装　率
延　長 面　積 延　長 面　積 延　長 面　積

道路種別

市総合計
市管理合計（➀～➂）

国　道
有料道路
指定区間
➀指定区間外

県　道
➁県道（市管理） 
　➁-� 主要地方 道
　➁-� 一般県道 
　一般県道（市管理外） 

市　道
➂市　道
都市高速道路

コンクリート
延　長 面　積

高　級　舗　装
延　長 面　積

簡　易　舗　装
延　長 面　積

（�）道路の概況 ［延長：m］［面積：㎡］

（注）
端数処理の関係上、合
計が合わないことがあ
る。

（注）
橋りょう及びトンネル
の数は、「箇所数」を表
示。

箇所数＝橋りょう及び
トンネルを設置してい
る箇所の数。

橋りょう及びトンネルは
安全性や改築のために
上り線、下り線別々に
施設を設けるなど複数
の構 造 物で一つの機
能をもたせる場合があ
る。

その場合、箇所ごと（機
能ごと）に数える場合と
構造ごとに数える場合
の二とおりの数がある。    
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（�）定期・普通利用者数（令和�年度実績）

自転車駐車場名

門司駅前
若松渡船場前
八幡駅前
徳力嵐山口
門司港駅前
九州工大前駅前 
下曽根駅南口
折尾駅前
南小倉駅前
折尾駅北
若松駅前
折尾駅東
小倉駅南口
小倉駅北口
下曽根駅北口
陣原北
陣原南
黒崎駅前
戸畑駅前
本城駅前
西小倉駅前
朽網駅前

計（人）
普通利用者 定期利用者

利用者数（人）利用者数（人）
左の内学生･一般の割合

一般（％） 学生（％）

計

※普通利用者には回数券利用者を含む。

（�）放置自転車の移動・保管・返還状況

※平成��年度から��年度までは、門司と門司港、若松と渡船場周辺は、同日に一括して作業を実施しているため、それぞれ門司駅周辺とJR若松駅周辺の作業回数に計上している。 

※返還台数には、贓品を含む。 

※返還台数には前年度に撤去し、次年度に返還したものが含まれているため、返還台数が移動台数を上回る場合がある。

※JR朽網駅前周辺は、平成��年�月��日に、放置禁止区域として指定。

（�）有料自転車駐車場の利用台数

（�）橋りょうの概況

道路種別 

橋りょう種別 

市総合計　 
市管理合計（➀～➂）

国　道
　有料道路
　指定区間
　➀指定区間外

県　道
➁県道（市管理） 
　➁-� 主要地方 道
　➁-� 一般県道 
　一般県道（市管理外） 

市　道
１ 　 級
２ 　 級
そ の 他
➂ 小 計

　都市高速道路

数

合　　　計

面積 数

永　久　橋

数
石　　　橋

非 永 久 橋

面積 数
木　　　橋

（注） 
橋りょうの数は、 

「箇所数」を表示 

箇所数＝橋りょ 
うを設置している 
箇所の数 

橋りょうは安全 
性や改築のため 
に上り線、下り 
線別々に施設を 
設けるなど複数 
の構造物で一つ 
の機能をもたせ 
る場合がある。 

その場合、箇所 
ごと（機能ごと） 
に数える場合と 
構造ごとに数え 
る場合の二とお 
りの数がある。 

自転車駐車場名
門司駅前
若松渡船場前
八幡駅前

設 置 場 所
JR門司駅前
若戸渡船・若松側渡船発着所前
JR八幡駅前

供用開始日
H�.��. �
H�.��. �
H��.�. �

収容台数(台)
���
���
���

構 　 　 　 造
鉄筋コンクリート造（半地下式中�階）
鉄筋コンクリート造（半地下式中�階）
平面式屋根付

延面積(m�)
���.� �
���.� �
���,� �

徳力嵐山口
門司港駅前
九州工大前駅前
下曽根駅南口
折尾駅前
南小倉駅前
折尾駅北
若松駅前

下曽根駅北口

折尾駅東
小倉駅南口
小倉駅北口

モノレール徳力嵐山口停留場前
JR門司港駅前
JR九州工大前駅前
JR下曽根駅南口

JR下曽根駅北口

JR折尾駅前
JR南小倉駅前
JR折尾駅北口

JR折尾駅東口
JR小倉駅南口
JR小倉駅北口

JR若松駅前

H�. �. �
H�. �. �
H�. �. �
H�. �. �

R�.��. �

R�. �. �
H�. �. �
R�. �. �

H�.��. �
H��. �. �
H��. �. �

H�.��. �

���
���
���
���

���

���
���
���

���
���
���

��
平面式

鉄筋コンクリート造（半地下式中�階）
鉄筋コンクリート造（半地下式中�階）
鉄筋コンクリート造（半地下式中�階）
鉄骨造�階建

平面式屋根付

平面式屋根付
北棟…平面式屋根付　南棟…鉄筋コンクリート造（半地下式中�階） 
平面式

平面式屋根付
鉄骨造�階建

平面式屋根付

���.� �
���.� �
���.� �

�,���.��

�,���.� �

�,���.�� 
�,���.��

���.��

���.� �

���.� �
���.��

���.� �

JR門司駅周辺
若松渡船場周辺
JR八幡駅周辺

門司区西海岸一丁目�番
若松区響南町�番
八幡西区大字藤田����番�

西海岸自転車保管所
小　石自転車保管所
藤　田自転車保管所

計

陣原南
黒崎駅前

陣原北
JR陣原駅南口
JR黒崎駅前

JR陣原駅北口
H��. ��. ��

H��. �. �

H��. ��. ��
���
���

�,���

���
鉄筋コンクリート造（�階建の�,�階 ）
鉄骨造�階建

鉄骨造平屋建
�,���.��
�,���.��

���.� �

駅前広場、国道３号、市道高田藤松�号線
洲の口公園、市道本町��号 線
駅前広場、小伊藤山公園、県道八幡停車場線

区 域 内 の 主 な 箇 所自転車放置禁止区域 保 管 所
所 在 地保 管 所 名

放置禁止区域
指定年月日

H �.��. �
H �.��. �
H �.��. �

モノレール徳力嵐山口停留場周辺

JR九州工大前駅周辺
JR門司港駅周辺

JR下曽根駅周辺
JR折尾駅周辺
JR南小倉駅周辺
JR若松駅周辺
JR小倉駅周辺

小倉南区八重洲�� 番
門司区西海岸一丁目�番
戸畑区三六町�� 番
小倉南区八重洲�� 番
八幡西区長崎町�番
小倉南区下城野一丁目�番
若松区響南町�番
小倉北区青葉二丁目�番

八重洲自転車保管所
西海岸自転車保管所
三　六自転車保管所
八重洲自転車保管所
長崎町自転車保管所
下城野自転車保管所
小　石自転車保管所
青　葉自転車保管所

国道３２２号

駅前広場、国道１９９号、中ノ浜公園
駅前広場、レトロ広場、国道１９８号

駅前広場、県道曽根鞘ヶ谷線、県道門司行橋線
駅前広場、県道折尾停車場線
駅前広場、木町三丁目公園、市道弁天町東篠崎１号線
駅前広場、国道４９５号、国道１９９号
駅前広場、国道１９９号、県道小倉停車場線、旦過・堺町周辺

H �. �. �
H �. �. �
H �. �. �
H �. �. �
H �. �. �
H �. �. �

H �.��. �
H��. �. �

JR陣原駅周辺
JR黒崎駅周辺

八幡西区長崎町�番
八幡西区大字藤田����番�

長崎町自転車保管所
藤　田自転車保管所

駅前広場、陣原穴生線、夕原緑地
駅前広場、黒崎一～四丁目

H��. ��. ��
H��. �. �

※JR下曽根駅周辺地区は、平成��年�月�日に区域及び名称を変更。
　JR小倉駅周辺地区は、平成��年�月��日に旦過周辺、令和元年�月��日に船場町周辺、同年�月��日に堺町周辺を追加。

戸畑駅前 JR戸畑駅前 H��.��. ���� 鉄骨鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）���.� �
本城駅前 JR本城駅前 H��. �. ���� 鉄骨造（�階）���.� �
西小倉駅前
朽網駅前

JR西小倉駅前
JR朽網駅前 H��. �. ��

H��. �. �
���
���

平面式屋根付（東、西棟）
鉄筋コンクリート造�階建

���.��
���.� �

JR戸畑駅周辺 戸畑区三六町�� 番三　六自転車保管所駅前広場、汐井町、中本町 H��. ��. �
JR本城駅周辺 八幡西区長崎町�番長崎町自転車保管所駅前広場、国道１９９号 H��. �. �

JR朽網駅周
JRスペースワールド駅周辺

辺
JR西小倉駅周辺

小倉南区八重洲��
八幡西区大字藤田����番�

番八重洲自転車保管
藤　田自転車保管所

所駅前広場、県道須磨園南原曽根
駅前広場、東田大通り公園

線
駅前広場、室町一丁目、二丁目、大門二丁目

R�. �. �
H��. �. ��

小倉北区青葉二丁目�番青　葉自転車保管所H��. �. �

（�）自転車放置禁止区域

（�）有料自転車駐車場
� 放置自転車

［延長：m］［面積：㎡］

構成比（%） 構成比（%）

延長 m 延長 m 延長m 延長mm� 面積 m� m� 面積 m�

2023 事業概要：北九州市建設局■資料編 資料編■2023 事業概要：北九州市建設局
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令和�年�月�日現在

令和�年�月�日現在

令和�年�月�日現在

H�.��.�
H�.��.�
H�.��.�

H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
R�.�.�

H�.��.�
H�.��.�
H��.�.�
H��.�.�
H��.�.�

H��.��.��
H��.��.��

H��.�.�
H��.��.�

H��.�.�
H��.�.�

H��.�.��

門司駅前 
若松渡船場前 
八幡駅前 
徳力嵐山口 
門司港駅前 
九州工大前駅前 
下曽根駅南口 
折尾駅前 
南小倉駅前 
折尾駅北
若松駅前 
折尾駅東 
小倉駅南口 
小倉駅北口 
下曽根駅北口 
陣原北 
陣原南 
黒崎駅前 
戸畑駅前 
本城駅前 
西小倉駅前 
朽網駅前 

合　　　計

供用開始日 自転車駐車場名 
利用総数 �日平均 

平成��年度
利用総数 �日平均 

平成��年度
利用総数 �日平均 

平成��年度
利用総数 �日平均 

令和元年度

��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
���,���
���,���
���,���

��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���

���,���
��,���

�,���,���

���
��

���
���
���
���
���
���
���
���

��
���
���
���
���

��
���
���
���

��
���
���

�,���

利用総数 �日平均 
令和�年度

��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���

���,���
���,���

��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���

�,���,���

���
��

���
���

��
���
���
���
���
���

��
���
���
���
���

��
���
���
���

��
���

��
�,���

��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���

���,���
���,���

��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���

�,���,���

���
��

���
���

��
���
���
���
���
���

��
���
���
���
���

��
���
���
���

��
���
���

�,���

利用総数 �日平均 
令和�年度

��,���
��,���
��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���

���,���
���,���

��,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���
��,���
��,���

���,���
��,���

���,���
��,���

�,���,���

���
��

���
���

��
���
���
���
���
���

��
���
���
���
���

��
���
���
���

��
���

��
�,���

利用総数 �日平均 
令和�年度

自転車放置禁止区域 

JR門司駅周辺 
若松渡船場周辺 
JR八幡駅周辺 
モノレール徳力嵐山口停留所周辺 
JR門司港駅周辺 
JR九州工大前駅周辺 
JR下曽根駅南口周辺 
JR折尾駅周辺 
JR南小倉駅周辺 
JR若松駅周辺 
JR小倉駅周辺 
JR陣原駅周辺 
JR黒崎駅周辺 
JR戸畑駅周辺 
JR本城駅周辺 
JR西小倉駅周辺 
JR朽網駅周辺 
JRスペースワールド駅周辺 

合          計 

移動台数 返還台数 返還率 作業回数 移動台数 返還台数 返還率 作業回数 
平成��年度

移動台数 返還台数 返還率 作業回数 
平成��年度

移動台数 返還台数 返還率 作業回数 
平成��年度 令和元年度
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� 公園事業

公園種別 

街区公園
近隣公園
地区公園

小計
総合公園
運動公園

県広域公園
市広域公園

小計
風致公園
特殊公園
広域公園

緩衝緑地
都市緑地

緑道
その他

都市公園計
�人あたり面積（㎡/人）
※中央公園は、箇所数は戸畑区に計上。面積は小倉北区、八幡東区、戸畑区のそれぞれの区に算入している。（県営部分を含む）
※中央緑地は、箇所数は八幡東区に計上。面積は八幡東区、戸畑区のそれぞれの区に算入している。

門司区 小倉北区 小倉南区 若松区 八幡東区 八幡西区 戸畑区 計 
箇所数 面積（㎡） 箇所数 面積（㎡） 箇所数 面積（㎡） 箇所数 面積（㎡） 箇所数 面積（㎡） 箇所数 面積（㎡） 箇所数 面積（㎡） 箇所数 面 積 （ ㎡ ） 

園
公
市
都

住
区
基
幹

都市
基幹

� 都市公園の現況（�）自転車駐車場の収入額

� 道路管理

（�）特殊車両通行許可状況

年 度  占  用 料  路面復旧費及 
び 検査事務費 

受 理  許 可  手数料収入（円） 
件 数  台 数  件 数  台 数  

項目 
年度 

（�）放置車両（自動車・バイク）除却台数
年 度  台 数  

）枚：位単（
年 度  は り 紙   は り 札  立看板 合 計  

（�）違反屋外広告物除却実績

（�）道路占用　収入額

（単位：円）

（単位：円） （�）屋外広告物許可実績

許可件数（件） 
広告幕（個） 
立看板（個） 
アドバル－ン（個） 
電柱広告（個） 
広告板（個） 
広告塔（個） 
その他（個） 
合　計（個） 
手数料（円） 

年 度  

� 公園の主な有料施設

区別 

門　司 

小倉北 

八幡東 

八幡西 

戸　畑 

公園名（施設名） 

大里公園（門司球場） 

老松公園（老松球場） 

萩ヶ丘公園（萩ヶ丘球場） 

三萩野公園（北九州市民球場） 

三萩野公園（三萩野球場） 

桃園公園（桃園球場） 

高炉台公園（高炉台球場） 

的場池公園（的場池球場） 

大池公園（大池球場） 

岡田公園（岡田球場） 

本城公園（本城球場） 

■野球場・ソフトボール場 
区別 

門　司 

小倉南 

小倉北 

若　松 

八幡東 

全　市 

施設名 

白野江植物公園 

志井ファミリープール 

山田緑地 

小倉城庭園 

到津の森公園 

サイクリングターミナル 

グリーンパーク
（ひびき動物ワールド・熱帯生態園） 

平尾台自然の郷
（キャンプ施設） 

桃園室内プール 

全市 � カ所のプール
高塔山公園野外音楽堂
高炉台公園野外音楽堂

■その他 
区別 

門　司 

小倉北 

小倉南 

公園名（施設名） 

田野浦臨海公園（田野浦庭球場） 

三萩野公園（三萩野庭球場） 

文化記念公園（文化記念庭球場） 

紫川河畔公園（紫川河畔庭球場） 

吉田太陽の丘公園（吉田太陽の丘庭球場） 

■庭球場 

区別 

小倉北 

八幡東 

八幡西 

公園名（施設名） 

勝山公園（勝山弓道場） 

桃園公園（桃園弓道場） 

的場池公園（的場池弓道場） 

八幡西 城山緑地
（城山緑地アーチェリー場）

■弓場 

区別 

門　司 

公園名（施設名） 

大里公園（大里柔剣道場） 

■柔剣道場 

区別 

小倉北 

八幡東 

八幡西 

公園名（施設名） 

三萩野公園（三萩野体育館） 

高炉台公園（八幡東体育館） 

的場池公園（的場池体育館） 

■体育館 

八幡東 

八幡西 

桃園公園（桃園庭球場） 

香月中央公園（香月中央庭球場） 

区別 

小倉南 

八幡東 

八幡西 

公園名（施設名） 

文化記念公

曽根臨海公園（曽根臨海運動場）

園（文化記念運動場） 

若　松 ひびきコスモス公園
（ひびきコスモス運動場）

桃園公園（桃園運動場） 

本城公園（本城陸上競技場） 

本城公園（本城運動場） 

香月中央公園（香月中央運動場） 

■陸上競技場・運動場 

都島展望公園（都島球場） 

2023 事業概要：北九州市建設局■資料編 資料編■2023 事業概要：北九州市建設局
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�,���,���

���,���
�,���,���
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��,���
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��.��

 供用開 始日 
H�.��.�
H�.��.�
H�.��.�

H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
H�.�.�
R�.�.�

H�.��.�
H�.��.�
H��.�.�
H��.�.�
H��.�.�

H��.��.��
H��.��.��

H��.�.�
H��.��.�

H��.�.�
H��.�.�

H��.�.��

 自 転車駐車場名 
門司 駅前 
若松渡船場前 
八幡駅前 
徳力 嵐山口 
門司 港駅前 
九 州工大前駅前 
下曽根駅南口 
折尾駅前 
南小倉駅前 
折尾駅北
若松駅前 
折尾駅東 

小倉駅北口 
小倉駅南口 

下曽根駅北口 
陣原北 
陣原南 
黒崎駅前 
戸畑駅前 
本城駅前 
西小倉駅前 
朽網駅前 

合　　　計 

令和�年�月�日現在

8786



高木 H = �.� m～ 中木 H = �. �～ �.�m 低木 H =  ～ �.�m 

ヒラドツツジ
アベリア
シャリンバイ
サツキツツジ
カンツバキ
ハマヒサカキ
ボックスウッド
トベラ
キリシマツツジ
クルメツツジ
タマイブキ

カイヅカイブキ
サザンカ
ネズミモチ
ヒイラギモクセイ
ヒイラギ
モッコク
ヤブツバキ
ウバメガシ
ニシキギ
ベニカナメモチ
その他

ドウダンツツジ
ネズミモチ
ウバメガシ
モッコク
イヌツゲ
マメツゲ
オタフクナンテン
フィリフェラオーレア
アジサイ
その他

樹　　種 本数 樹　　種 本数 樹　　種 本数 本数 樹　　種 樹　　種 本数 
ケヤキ
イチョウ
クスノキ
トウカエデ
サクラ類
アメリカフウ
コブシ
クロガネモチ
カイヅカイブキ
ハナミズキ
ホルトノキ

タブノキ
マテバシイ
ヤブツバキ
ハクモクレン
マツ類
モチノキ
アキニレ
ヤマボウシ
サルスベリ
その他

合計 合計 合計 

� 街路樹樹種別本数

公 園 愛 護 会 組 織

体団�（会合連会護愛園公区■ ）
（組織）　　・地域公園愛護連合会の会長、副会長で構成。
（活動内容）・地域公園愛護会連合会相互の情報交換。

　　　　　・市連合会及び市が実施する会議等の参加協力。
行することができる。発を｣りよだ会護愛園公｢・

　　　　　・まちづくり整備課との情報交換、他。

体団���,�（会護愛園公一単■ ）
（組織）　 ・公園が設置されている地域の少なくとも��人程度の住民で構成。
（活動内容）・公園の除草及び清掃。
 ・公園及び公園施設の美化保全。
 ・公園樹（低木）の簡単な剪定及び市民花壇づくり。
 ・公園で為される禁止行為の報告。

■地域公園愛護会連合会  
（組織）　　・単一公園愛護会の会長で構成。
（活動内容）・愛護会相互の情報交換。

　　　　　・区、市連合会が実施する会議等への出席。
　　　　　・｢公園愛護会だより｣への情報提供。
　　　　　・愛護会結成の促進。

� 都市公園管理業務の流れ

� 公園愛護会組織

門司区 小倉北区 小倉南区 若松区 八幡東区 八幡西区 戸畑区 合計

� 公園再整備事例

市

長

建

　設

　局

区

　役

　所

公園緑地部
公園管理課

みどり・公園整備課維持担当
緑政課（街路樹等）

市民文化
スポーツ局

まちづくり整備課

指定管理者

造園事業者等

公園愛護会

グラウンド管理委員会

その他施設管理許可団体

地元自治会

指定管理者

環境局

・ グリーンパーク、志井ファミリープール、
 勝山公園・あさの汐風公園
 山田緑地、到津の森公園・ひびき動物ワールド、
 白野江植物公園、平尾台自然の郷、旧安川邸

・公園、霊園、街路樹等の維持管理
・ちびっ子広場の遊戯施設等の補修
・その他、緑地保全地区等の維持管理

・公園の除草、清掃、美化等

・グラウンドの利用調整、管理

・公園施設の管理運営

・トイレの清掃等管理

公園内トイレの清掃

・都市公園内運動施設（有料施設）
  運営管理

指定管理者の指定

依頼・指導

管理許可

助成・指導

業務委託
管理の実施

維持管理依頼

協議・調整

依頼箇所
報告・連絡

指定管理者の指定

依頼

管理依頼
H��

H��

貴船公園（街）
丸町公園（街）
牧山展望公園（近）

金剛中央公園（近）
楠北又田公園（街）

川淵町公園（街）
羽衣町北公園（街）
大蔵三丁目公園（街）
羽衣町中公園（街）
小伊藤山公園（他）

高尾西公園（街）
金鶏公園（街）
小文字南公園（街）
下到津公園（街）

北方１号公園（街） 深町二丁目公園（近）
青葉台西六丁目公園(街）
響南町東公園（街）

�� か所上本町公園（街）
畑田公園（街）
内堀川公園（街）

浅生三丁目公園（街）
大谷�号公園（街）
牧山展望公園（近）
浅生�号公園（近）

大久保公園（街） 光貞台西公園（街）
光貞台南公園（街）

長行台中央公園（街）
朽網中央公園（近）
中曽根西公園（街）
湯川新町一丁目公園（街）

青葉台西五丁目公園（街）
青葉台南一丁目公園（街）
高須西一丁目北公園（街）
深町二丁目公園（近）
高須西一丁目南公園（街）

�� か所延命寺臨海公園（近）
新高田二丁目公園（街）
熊谷�号公園（街）
篠崎高台公園（街）
到津八幡公園（街）
宇佐町�号公園（街）
白藤公園（街）

R� 牧山四丁目公園（街）
美禄公園（街）

新九郎公園（街） 本城東六丁目公園（街）
本城�号公園（街）
本城�号公園（街）

長行桜橋公園（街）
葛南公園（街）
徳吉公園（街）
徳吉南公園（街）

脇田公園（街）
小石本村町西公園（街）

�� か所十字ケ丘�号公園（街）
片野本町公園（街）
吉野公園（街）
片野新町�号公園（街）
小倉高峰記念公園（街）
井堀�号公園（街）
高尾公園（街）

R� 都島公園（街）赤坂池公園（街）
西通り町公園（街）

徳光公園（街）
湯川三丁目西公園（街）
徳吉もみのき公園（街）
長行もみじ公園（街）

高須東二丁目公園（街）
高須東四丁目公園（街）

�� か所片野新町公園（街）
三萩野北公園（街）
熊本二丁目公園（街）
小倉高峰北公園（街）
今町東公園（街）

R� 柳原公園（街）
本城北公園（街）
もえぎの公園（街）
浜公園（街）
香月北公園（街）
こうのす公園（街）
町上津役公園（街）

高須南一丁目公園（街）
高須南三丁目公園（街）
高須南四丁目公園（街）
東二島三丁目公園（街）

西台良町東公園（街） �� か所小文字一丁目公園（街）
明和町公園（街）
中津口公園（街）
中央公園
  （到津の森公園）（広）
三萩野公園（運動）

大里東公園（街）
和布刈公園（広）

H��

年度

初音公園（街）
新堤公園（街）
土取公園（街）
堺川町公園（街）

北浦公園（街）
辻公園（街）
清納公園（街）
馬場山公園（近）
龍戸公園（街）

尾倉三丁目公園（街）
西本町四丁目公園（街）
春の町一丁目公園（街）

錦ヶ丘公園（街）
菜園場公園（街）
田町街園（街）
小熊野公園（街）

下曽根四丁目南公園（街）
曽根北町東公園（街）
北方�号公園（街）
下志井北公園（街）
下曽根三丁目公園（街）

畠田一丁目南公園（街）
畠田一丁目中公園（街）
脇の浦公園（街）

�� か所

H�� 一枝公園（街）
都島展望公園

泉ヶ浦南�号公園（街）勝山二丁目公園（街）
大蔵二丁目公園（街）

金田公園（他）
竪町二丁目公園（街）
砂津ぶんせん公園（街）
田町公園（街）

下曽根四丁目東公園（街）
吉田公園（街）
曽根北町南公園（街）
下曽根中公園（街）
下曽根四丁目公園（街）

畠田一丁目北公園（街）
畠田二丁目公園（街）
脇田公園（街）
高須南四丁目公園（街）

�� か所東門司二丁目公園（街）
文字ヶ関公園（街）
清見公園（街）

2023 事業概要：北九州市建設局■資料編 資料編■2023 事業概要：北九州市建設局

R� 小山公園（街）吉志一丁目
　みはらし公園（街）

星和台公園（街）
藤原台東公園（街）

湯川東公園（街）
湯川公園（街）
湯川新町西公園（街）

高須北二丁目公園（街）
青葉台東二丁目公園（街）
青葉台西一丁目公園（街）
青葉台南二丁目公園（街）

�� か所茶屋町公園（街）
昭和一丁目公園（街）
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（令和�年�月��日現在）

（令和�年�月��日現在）

市民�,���人当り高木本数     ��.�本
市民���人当り低木本数（１ｍ未満）　���.��本

総計　�,���,��� 本

令和�年�月�日現在

令和�年�月��日現在
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� 北九州ほたるマップ

整備箇所 容量（㎥） 池面積（㎡） 完了年度 調節量（㎥/s ）

口無池 �,��� �,��� 平成�年度 �.�
名前谷池 ��,��� ��,��� 平成�年度 ��.�

論田下池 �,��� �,��� 平成��年度 �.�
熊ケ谷池 ��,��� �,��� 平成�年度 �.�

黒ケ畑池 ��,��� ��,��� 平成元年度 ��.�
田良原池 ��,��� ��,��� 平成�年度 ��.�

西山池 �,��� �,��� 平成��年度 �.�

河川名
小熊野川
東谷川
大野川
朽網川
田原川
建郷川
中子川
天籟寺川
原田川

区間
熊谷橋から�,��� m
二級河川東谷川上流端から����m
唐戸尾橋から唐戸尻橋まで
JR 日豊本線上流から東九州自動車下流まで
竹馬川合流点から���m
金山川との合流点から国道���号まで
金山川との合流点から���m
地下調節池 一式
四番池から���m

延長（m）

�,���
�,���

���
���
���
���
���

�,���
���

流域面積（㎢）

�.�
�.��
�.��

�.�
�.�

�.��
�.��
�.��
�.��

完了年度
事業中

平成�年度
事業中
事業中

昭和��年度
平成��年度
平成��年度
平成��年度
平成�年度

計画規模（年）
�/��

�/�
�/��

�/��

�/�
�/��
�/��
�/��

�/�

種別 河川名 区間 事業延長（m） 流域面積（㎢） 完了年度 計画規模（年）

笹尾川
金剛川
江川

四郎丸橋から笹田公園下

甚五井川合流点から浅川橋

�,���
�,���
�,���

�.�
�.�

��.�

事業中

事業中

事業中

事業中

事業中

事業中

事業中

事業中

事業中

一級 新々堀川 河口から水巻町境 �,��� ��.� 平成��年度 �/��
�/��
�/��
�/��

相割川 松ケ江大橋から京塚池下流 �,��� �.� �/��

板櫃川 河口から板櫃橋 �,��� ��.� �/��

紫川 河口から貴船橋、桜橋から東谷川合流点
�,��� ���.�

神嶽川 神嶽川
砂津川

紫川合流点から金久田橋 �,���
�,��� �.� �/��

志井川 端 �,��� �.� �/��
竹馬川 河口から上流端 �,���（��,���支川含む） ��.� 平成��年度から休工 �/��
貫川 河口から今吉橋 �,��� ��.� 平成��年度から休工 �/��

金手川 河口から上流端 �,��� �.� 昭和��年度

（基本方針：�/���）

�/��

金山川 新々堀川合流点から金山川�号橋 �,��� ��.� �/��
�/��

撥川 �,��� �.� 平成��年度 �/��
二級 割子川 河口から上流端 �,��� ��.� �/��

施設名

金山川調節池（下上津役）
金山川　〃　（小嶺）
金山川　〃　（町上津役東）

河川名

金山川

種別

都市基盤

容量（㎥）

��,���
��,���
��,���

完了年度

平成��年度
事業中

平成��年度

調節量（㎥/s ）

神嶽川地下調節池 神嶽川 都市基盤 ��,��� 平成��年度 ��
�

��
��

天籟寺川地下調節池 天籟寺川 準用 ��,��� 平成��年度 ��

河川名
熊本川
小熊野川
羽山川

池名
熊本池
小熊野池
小森江池

容量（㎥）

��,���
��,���
��,���

池面積（㎡）

��,���
��,���
��,���

完了年度
昭和��年度
平成元年度
平成��年度

調節量（㎥/s ）

��.�
�.�

��.�

河川整備基本方針 
遠賀川水系（新々堀川・笹尾川・金剛川・江川）： 

［平成��年�月策定］ 
撥川：［平成��年�月策定］、相割川：［平成��年�月策定］ 金山川：［平成��年�月策定］

相割川：［平成��年�月策定］
遠賀川水系：［令和元年�月策定］

金山川：［平成��年�月策定］ 
紫川：［平成��年�月策定］ 

河川整備計画 
撥川：［平成��年�月策定］ 
紫川水系：［平成��年�月策定］ 

（�）準用河川改修事業

（�）流域貯留浸透事業

（�）雨水貯留事業

（�）都市基盤河川改修事業

（�）その他の洪水調整施設の整備

� 河川事業
� 河川事業実施状況

� 河川整備基本計画策定状況

河口から黒崎副都心「文化・交流拠点地区」上端

笹尾川合流点から都市高速道路下流付近まで

紫川合流点から上流 平成��年度

（単位:千円）

種　別 年度 合　計

気 象 状 況

河　川

道　路

公　園

件　　数
決定金額
件　　数
決定金額
件　　数
決定金額

下水道

都市施設

件　　数
決定金額
件　　数
決定金額

事
旧
復
害
災

業

合　計

災害関連事業

特定関連事業

河川災特事業

　合　　計

※平成��年度、��年度、��年度、��年度、令和元年度、�年度については、災害復旧事業なし

件　　数
決定金額
件　　数
決定金額
件　　数
決定金額
件　　数
決定金額
件　　数
決定金額

�/��～�/��
梅雨前線

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h

�/��～�/��
台風��号

���㎜/��h
��㎜/h

�/�～�/�
台風��号

��� ㎜/��h
�� ㎜/h

平成��年度
�/��～�/��

梅雨前線
豪　雨　

���㎜/��h
��㎜/h

�/��～�/��
梅雨前線

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h
�/�～�/�
梅雨前線

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h

平成��年度

�/�～�/�
台風��号

���㎜/��h
��㎜/h

平成��年度
�/�

梅雨前線
豪　雨　
��㎜/��h

��㎜/h
�/��～�/��

��/�

梅雨前線
豪　雨

���㎜/��h
��㎜/h

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h

平成��年度

梅雨前線
豪　雨　

���㎜/��h
��㎜/h

平成��年度平成��年度
�/�～�/�
梅雨前線

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h

平成��年度
�/�

梅雨前線
豪　雨

��㎜/��h
��㎜/h

� 過去の災害復旧事業等の決定状況

�/��～�/��
平成��年度 平成��年度 平成��年度 令和�年度

�/�
梅雨前線

豪　雨
��㎜/��h

��㎜/h

�/�～�/�
梅雨前線

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h

�/�～�/�
梅雨前線

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h

�/��～�/��
秋雨前線

豪　雨
���㎜/��h

��㎜/h

このマップは����年�月��日～�月�日の
調査にもとづいたものです。
必ずしも、その河川のホタル発生の
最盛期に調べたものではありません。

平成��年度
�/��～�/��

台風��号
��㎜/��h

��㎜/h
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門司区まちづくり整備課 
小倉北区まちづくり整備課 
小倉南区まちづくり整備課 
若松区まちづくり整備課 
八幡東区まちづくり整備課 
八幡西区まちづくり整備課 
戸畑区まちづくり整備課 

局長 部長 課長 係長 
事 技 事 事 事 技 技 技 

一般
事務 土木 都市

工学 農学 職員
小計 計

道 路 部 

公園緑地部 

河 川 部  

東部整備事務所 

西部整備事務所 

派遣職員  

電気 農業所　　属 

合　　計 

（注）休職（派遣を除く）、再任用、再任用嘱託は内数。

局長 部長 課長 係長 
事 技 事 事 事 技 技 技 

一般 
事務 土木 都市

工学 農学 電気 建築 職員
小計 計

建設局職員数職種別一覧

所　　属 

総務用地部 総 務 課
用 地 管 理 課
用 地 課
小 計
管 理 課
道 路 維 持 課
道 路 計 画 課
道 路 建 設 課
街 路 課
小 計
公 園 管 理 課
緑 政 課
みどり・公園整備課
みどりの愛護のつどい推進室
小 計
水 環 境 課
河 川 整 備 課
神嶽川旦過地区整備室
小 計

庶 務 課
工 務 第 一 課
工 務 第 二 課
小 計
庶 務 課
工 務 第 一 課
工 務 第 二 課
小 計

どうぶつ公園
小 計

本 庁 計 

整備事務所計 
合　　計 

総　　計 
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令和�年�月��日時点
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